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緒日

(筒本.!'， i. .�!) 

木材部が南洋材の利用 IJn発を目的として，未利用材を中心に，材質および加工性i司王lする松合試験を..1+:

始したのは昭和39年であるのそれ以来，林産化学部の参加もえて，カンボジア，マレー，カリマンタンな

ど各地区からの南洋材約 30 視をとりあげ， 試験結果を逐次報告してきた c さらに lìíj 1ド皮はこれらの対照

材としてフィリピン産レッド ラワン材を供試し既報の結果の総括をはカ・った c

当初は乙の段階を一応の区切りと考えていたが，原木事情の逼迫とともに南洋斗-の供給地域はさらに拡

大して樹種もますます多様化し，いわゆるMLH村の翰入が増加している。このような情勢に対応するた

め南洋材に関するー述の試験をひきつづき実擁することとし今回は新たな供給地域として関心の高まっ

ているニューギニア(ニュープリテン)およびソロモン群島からの材をとりあげた c

試験の進め方については利用上の指針となる直接的なデーターの集積!こ重なをおくことを確認し，・結呆

の報告も n研究資料"としてまとめることにした c また，本報では結果の総店として，全項目にわたり注

能値の大小，加工性の優劣などを階級区分し，利用適性!こ対する評征表のfr::v<:を i試みている。

試験の実施にあたり，種々ご配慮を賜わった上材木材部長に深謝するとともに，試験材の木取りと加工

にど協力いただいた製材研究室，応用研究室およ3木工室の方々に厚くお礼申し上げる。なお，乙の試験

の全般的な連絡，間~I在ば，間本卓造・店沢仁芯があたり，供試木の入手および木取り作業についてはそれ

ぞれ須藤彰司，山口 r~.~弥太の両氏に格段のお骨折りをいただし'I!.:. c 

I 供試材

1-1.供試樹種

(須藤彰司)

今回供試した樹種およびこれらに関する一般的な事項を以下に解説する。

アンベロイ (XA)

Pterocymbium beccarii K. SCIIUM. Sterculiaceae (アオギリ科)

市場名 アンベロイ，現地名 Olume, Kasian, Gidigid. Husisi , Gunkiara, Tembo, Roko, Lobo, 

Badok, Din, Gongkiar, Banem, Seeo, Amberoi, Sihu, Wisa,vis. 

分布 ニューギニア，プーゲンピJレ。属としては東南アジアからニューギニア地域に分布する。

用いられた試料はニューギニア〈ニュープリテン)産であるロ

わが国の市場でアンベロイと呼ばれているものの中には， このアンベロイのほか， 同じ科の Sterculia

属の木材が含まれていることが多く，むしろ一般には後者がアンベロイであるとされているようである。

かんたんな見分け方としては， Sterculia の木材は，高い放射組織をもち， 政射l折函で，しばしば 1 cm 

をこえる広い帯としてみとめられるのに対し，アンベロイでは幅の広レ帯となっているが，高さはせいせ'

い lmm........2mm 程度であること ;ζよって区別される c 色調，肌目，木理さらに軽軟の度合が似ているこ

とで，同ーの名前で取引されやすいはずであるが，注意すれば見分けられる。
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ニューギニア地域の木材のうち， ì!宅軟で，淡色の木材の代表的なもののーっといえるさ木珪は通直かや

や交錯する c 肌自は租である，-，生長輸はあきらかでないっ木村ーの色市は出白色で，心材と辺材の差はあき

らかでないc 取引されてh るものは，一般に青交閣の告をうけているものが多く(とくに辺材は)， その

ために低く評佐されることがある c 丸太になってから，かなり平く青変闘の!者を受けやすいまた?利用

されるまでの経過によ「ては，非常に;出兵を5きするようになるから注意すべきである。乙のようなにおい

の発生する条件については、あきらかになっていないじ

用途軽軟で，談色の木材が必要な用途に用いられる n

エリマ (XB)

Octomeles sumatrana MIQ. Datiscaceae (ダチスカ科)

市場名 エリマ，イリモ，現地名 Erima, Ilimo，東南アジアで Benuang ， Benoea, Starka などと

呼ばれ，わが国でピヌアンと呼ばれている木材と同程であるつ

分布 スマトラ，ボルネオ，フィリピン，セレベスを経て，ニューギニア地域に分布する 3

用いられた試料はニューギニア(ニュープリテン) 1主であるコ

東南アジア産のもの;ままとまって輸入されることは少ないようであるが，ニューギニア地域からはエリ

マとしてある程度まとまって輸入されているようであるっ丸太の樹皮は平沼・で，白色に近い色調を示すの

で，他の樹種の丸太の中にあってもきわだってい石。

ニューギニア地域!と産する軽軟な木材の代表的なものの一つである d

木理は交錯し，肌自は粗である c 木村の色調は淡賛白色ないし談黄尚色を示すが，一設にくすんだ色調

である。丸太の中心部に不均一な灰赤色ないし灰紫色を帯びた部分が認められる。また，それ以外の部分

にも同じような色調の部元をもつことがあるコ中心i~a)の桜色の部分が心l寸であるかどうかあきらかではな

い c 生材時，特有の臭気をもっ C

用達軽軟な木材が必要な用途に用いられるつ

タウン (XC)

Pometia ρimzatαFORST・ Sapindaceae (ムクロジ科)

市場名 タウン， マトア， またノマシフィックメー7
0

)レという市島名が用いられることもある。現地名

Koiawo, Dame, Okamu, Taun. Ohabu, Bas, Cuhinh, Tze, Matoa，;東南アジ?では， Malugai (フ

ィリピン)， Kasai (ポJレネオ，マライ〉などと呼ばれる c

分布 セイロン，台湾を含む東南アジアからニューギニア地域を経てサモアに分布するコこの材がよく

知られるようになったのは， ニューギニアあるいはソロモン群島産が輸入さi るようになってからであ

る。

用いられた試料はニューギニア(ニュープリテン)産である=

ニューギニア地域でのもっとも代表的な市場材であるこいえる J ニューギニア地域には， m究者!こより，

この種を含めて同属のものが 3 種 (P. tomelltosa TEYSM. & BrxN. および P. cm-iacea RADLK.) 産する

とするものと，この種の中に{也をすべて含めて，ー葎J主するとするちのとがある。

木理は交錯し，肌目は粗である。心材の色調は桃褐色ないし赤褐色を示す"心材と辺材の差!まみとめら

れ，後者(ま淡色である 2 同心円状の組織の色調の濃淡がみとめられる。 道管の中に白色の物質が充填され

ているととがあるコ一般に丸太のJBが良くないので，貯木場でその乙とに注意すると，他の樹種の丸太か
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ら区別される乙とが多い。

用途 ニューギニア産材のもっとも有用なもので，その問冶は広い。家具，キャビネット，内部装飾，

合板など。

ターミナリア (XD)

Terminalia sp. Combretaceae (シクンシ科)

市場名 ターミナリア，乙の屈の木村は種閣が多く，ニューギニアでは，その色調によりイエロウター

ミナリア，レッドプラウンターミナリアおよびプラウンターモナリアなどのような仕分けをして攻り扱っ

ている。もちろん，種によって現地名がつけられているが，こ乙では省稽する。

分布属としては， 世界の熱帯，亜熱帯地域!r::広く分布し，その種の数も多く， 200~250 とされてい

る c

用いられた試料はニューギニア(ニューブリテン)産である。

ニューギニア地域で，乙の属の木材のうち有用なものは， T. brassii EXELL , T. arch i，ρelagi COODE, T. 

complanata K. Sc日UM円 T. seρicaJla D1ELS, T. oreadum DIELS などであるとされている c この試料につ

いては穏の同定は不可能であった。

乙の属の木材は，材質的に広いI憶がある。上述したように色;u，\J!C も大きな差があり，また比重，さらに

解剖学的性質の上にも大きな差がある。このため，一見して同属の木材とは思えないようなことも多いc

用いた試料の色調は，やや緑色を帯びた黄褐色で，多分イエロウターミナリアに含まれるものであろ

う。心材と辺材の差はとくにあきらかではなく，後者がやや淡色である。樹心部分iと濃色の不規則な縞が

みとめられる c

木理は交錯し，肌目は粗である。生長輪がはっきりとみとめられる。柔組織の発達が著しい c

用途 との属の木材で，アフリカあるいは熱帯アメリカ庄のものは，~米で合板用材，ときには装飾m

の単板として用いられている。

キャンプノスパーマ (XE)

Callψnosþerma brevi，ρetiolala VOLK. Anacardiaceae (ウルシ科j

市場名 キャンプノスパーマ，現地名 Ketekete, Karimari , Noteniga, Nolumbi, ltivi, I\lIagera, 

Toile, Karamati, Boloangsoga, 5010, Girato, Caramutti , Siruga，ときにソロモンアイランドメープ

ルという名(むしろ市場名)が}甘いられる。

分布 モ Jレッカ， モクロネシア，ニューギ、ニア，ピスマルク昨晶、ソロモン詳島など，属としての分布

はマダガスカルからセイロン，マレイシア地域を経て，ニューギニア地域に分布する。

用いられた試料はソロモン群島産である。同属の木村で，東南アジアでよく知られているものはテレン

タン (Terentang) で，これは C. aurﾎculafa (BL.) HOOK. f.からのものであるつ

乙の木材には水平細胞1m道があり，製材品あるいは単板などのj劫合，濃色の点あるいはそれを中心とし

た濃色のしみとしてみとめられる。

木理は浅く交錯し，肌目はやや精である。木材の色認は淡桃褐色な円し淡挑灰褐色などを示し，心付と

辺材の差はあきらかでない。熱帯産材のうちでは，肌目が精の部:j_Jiにはhるのが特徴である-'道管のせん

孔が階段状であるのも特徴であるロ仕上げに際して毛羽だちがおこることがある。生材の取扱いに際して

軽度のカプレをお乙すともいわれているが，ごく一般にはとくに注意する必要はないようである。変色菌



南洋材の性質 17 (研究資料) (木材部・林j主化学部〉 n
y
 

の害を受けやすいので，生材状態での取扱いは注意を要するコ

用途 耐朽↑生および強度をとくに必要としないようなものに用いられる。合板，造作，マッチなどc

ナトー (X F) 

Palaquium sp. Sapotaceae (アカテツ科〉

市場名 ナトー，ニヤトー，ペンシJレシーダ一口ペンシルシーダーについては，針葉樹材とまぎらわし

い点からも，望ましいものではないが，とれば原地でつけられている市場名であるので注意すべきであろ

う。ナトーはフィリピンでこの類の木材につけられた名であるので，乙のまま使ってよいのかどうか問題

はあるが，他に適当なものがないので用いたマ東南アジア産のもので，ナトーあるいはニヤトーと呼ばれ

ている木材の中には，この属以外の木材でも同じ科の Cωllla， Luclt l1la, .ivfadhuca, Payena などが含まれ

ている 3

分布 属としては，台湾，東南アジア，ニューギニアを経てソロモンj作品に分布している。

試料としてf日いられたものはソロモン時島l主である。

木理は浅く交錯し，肌目;まやや精であるコ心付と辺材の蓬はとくにあきらかではなく，前者は赤褐色，

後者は淡色を示すっこの木材は道符が数個以上放財方向 ;ζ 複合することと， 網状柔組織をもっととによ

り，他の木材から容易に区別される。この属の木材の中には，シリカを含むものと，含まないものとがあ

るが，乙の試験に用いたものは，放射組織および軸方向柔組識の両者!?:シリカを含んでおり，顕微鏡観察

のかぎりで:ま，かなり大量にみとめられたっ

用途 家具，キャビネット，内部装飾，作板など用途は広い。

力ロフィルム (XG)

Calo�hyllum sp. Guttiferae (オトギリソウ科)

市場名 カロフィ Jレム，現地名 Kaumanu , Dalo. Báula, Oleole, Kaumanubala, Gwaragwaro。東

南アジアに産するものは一般!とピンタンゴールと呼ばれている。ニューギニアでは Calophyllum， また

は Kalofilm と呼ばれている c

分布 !品としては，世界の熱帯に広く分布し，その種の数は 70 に述するとされている。

用いられた試料はソロモン群島庄であるコ

木理はいちじるしく交錯し，肌目はやや粗である。心付と辺材の差はあきらかで，前者は赤褐色~桃褐

色を示す。後者は黄白色，淡桃褐色， ì.炎黄褐色などを示す。しばしば金色の光沢をもっ。柔組織の濃色の

細い線が縦断面でみとめられる。道管の配列が鎖状を示すので，他から容易に区別される。

用途合板，家具，キャビネットなど用途は広い。市場では，しばしばレッドメランチの中!こ混入され

ているので注意すべきであろう。

1 -2. 供試材の形状

(筒本卓造・唐沢仁志)

供試 7 樹種のうち，アンベロイ (XA)，エリマ (XB) ， タウン (XC) ， ターミナリア (XD) はニ

ューブリテン島 Tala記a， Buluma, Kwalakessi から昭和45年 4 月 15 日蒲郡港に入港したものである c

また，キャンプノスパーマ (XE) ， ナトー (XF) ， カロフィルム (XG) はソロモン群島よりほぼ同

時期，同港に入荷したものである 3 これらは，長浜プライ(株)をへて購入し， 45年 7 月林試に搬入された。
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供試木の寸法，形状などは表 1 のとおりである c 全体および木口断面の形状を図 1 に，また， /1之口面の

拡大を図 2 :c示す lコこれらは項目別に使用区分をきめて横切り，それぞれ加工して供試した(図 3 )c 

表1.・洪試材の形状

XAI アンベロイ 10. 6 I 62 I 56 I 44 I '12 I 3 ......., 5 I 小

XBI エ て才 9.5 72 68 5る

XCI タ ウ ン 9.0. 62 I 52 I 49 48 I 4 ,..._, 5 小

xol ターミナリア 9.6 96 84 不 1]日 中 lHJ 凹凸部多数
XEI キャf ン 73ノ

ス/'!ーマ
64 65 三7 2 ,..._, 3 

XFI ナ 卜 7.6 1 90 66 74 I 62 不明

XG| カロフイ jレム 5.2: 76 67 � I 60 I 2 "-'" 5 大町| |ゃにっぽ多し
*柱心と中心との距丈りが半径の1/5 以下を小， 11己-1/3 を中， 1/3 以卜.を大とする。

アンベロイ (XA) Pterocymbium sp. 

エ 1) マくXB ) Octomeles sp. 

図1.供試原



南洋材の性質 17 (研究資料) (木材部・林産化学部)

タウン(x C ) Pometia sp. 
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ナトー (XF ) Palaqttium sp. 
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E 物盟的・強度的↑"1:質

ll-1. 容積重・収縮率および交錯木理

(太田貞明・中野達夫〉

1.試験方法

各供試原木からそれぞれ l 個の円板を採取し供試材としたこl 供試原木の概要および円板採取位置などの

細部については，前項を参照されたい ω

乙れらの円板の所定の一方向から収納率，交錯木理測定刀の試験片をそれぞれ採思したが，とれらの試

験片の形状とその採取の方法は前報1) と同様であるコまた，収縮率測定川試験片を用いて容積重を測定し

たこ，との試験片数を供試樹種べつに表 1 に示した L

容積重，収縮率および交鈴木理の測定方法は前報1) と

全く同様である。

2. 試験結果

1) 容積重と収縮率の大きさ

供試樹種ぺつ!と求めた容積重と収縮率について，これ

らの最大値，最小値および平均値を粉折して表 2 に示し

たハ

乙れから，容積密度数の平均値は大きい11前!と示すと，

ナトー 538kgfmS ， カロフィルム 479 kgJm3, タウン

表1. 北I種別の試験片数

一点主Li高Eh-15瓦
(X-A) I 14 

(X-B) I 12 

(X-C) 12 

(X-D) 

アンベロイ

エリマ

タウン

ターそナリア 16 

キャンプノスノぞーマ (X-E)

ナトー (X-F) 

カロフィ Jレム (X-G) 

っ
h
r
o
r
o

-
-
a
-
-
A
1
L
 

440kg/m8，ターモナリア 388 kg/m3，キャンプノスパーマ 384 kgjm8，アンベロイ 337 kg/m3 および

エリマ 295 kgfmS であるコ

また，容積収縮率の平均値は，ナトー 15.5696，タウン 13.55.16，カロフィルム 13.1096，キャンプノ

スパーマ 11.5796，ターミナリア 1 1. 28%，アンベコイ 10.7796 およびエリマ 10.56% の jlWiであるつ

容積収縮率 (αL'%) と容も!i密度数 (Rg/cm3) の比 αlI !R は. その材が重さにたいしてどのような割

合で収縮するかを示す指標とみなせるが， 乙れを求めると， エリマが 35.8 そ示し，他のものが多くの樹

種の平均的な値 27.3"'-'32.0 の植をとるのと比べてかなり大きく， したがってエリマは重さの割合にかな

り大きい収縮率を示すことが明らかである。

軸方向収縮率は木材の狂いに関与する重要な指標のーっとみなせるが，これを表 2 から大きい順に示せ

ば，カロフィ Jレム 0.32% ， ナトー 0.25%， エリマ 0.19%， アンベロイ 0.1896 ， キャンプノスパーマ

0.1596，ターミナリア 0.11労およびタウン 0.0696 である。乙のうち，タウンの乙の{直は多くの樹種と

比較しでもかなり小さいことがあきらかで，これをこの制磁の主要な特徴のーっとみなしてさしつ介えな

かろう。

2) 容積重と収縮率の原木内変動

各供試樹種について，容積密度数および接線，半径と il~Hの 3 方向および容聞の各収縮率の変動を，樹心

からの相対距離にもとづいて図 1 に示したうこれから容積密度数はアンベロイ，ナトー，カロフィルム

ピついては，樹心からの相対距離の増加にともなってほぽ等しいか，やや上51'.する傾向を示し，乙れ以外

のものほかなり上昇する傾向を示すっ



制服べつの収納率と容積重測定値総括表

収納本 1 

Iì α1，5α| 

プ寸 1 1-'寸 r I 1 I U__, -. I 三 I 1 I v I~T.. 1"0 

771 71 7' 71717'  / 7 1 717  
J.'~αx. 1 0.255 0.172 0.017 1 3.61' 1.75; 0.07 1 7.43' 1¥.30 I 0.32 1 11.811 360 
Alill.10.241 0.140: 0.009 2.90 1.231 0.00' 6.581 3.1¥81 0.131 9.93! 313 

一三 1_ o.竺8 ， O.竺 1 0.011 竺fl 1.58 0.02 I 7竺1_ 3. 88; O. 18 I 1川j i 337 

II 6! 6: 61 6 6 6 6! 61 61 61 6 
J.V!ax. 0.280 1 0.153 I 0.013 I 6.11 3.87 0.05 I 9.17: !.>.87 1 0.221 14.511 343 
lV1in. 0.214 i 0.132 1 0.009 i 2.44 0.86' 0.02 1 5.10 1 2.931 0.151 8. 己9 1 171 
.i' 0.2371 0.1461 0.011 I 3.42 i 1.96 I 0.03 1 6.68 I 3. 79 1 O. 19 I 10.56 1 295 

11 61 61 6 6 , 61 6 61 61 61 61 61 61 6 
l '1,;fllX. 1 O. 300 1 O. 235: 0.006 I 6. 93 i 3. 23 I 0.00 I 10.07 I 凸.泊 O. 08 1 15. 40 I 504 I O. 595 I O. 633 
1¥IIin. I 0.241 I 0.147: 0.001 I 3.14 I 1.64 I 0.00 I 6.80 I :~.fl8 1 0.02 I 11.06 I 340: 0.382 I 0.414 

子_1_ ~2!_!_1 . .~. 209 1 _ ':~O~I_~'_~ど十~~ 1 8.64! 5.22 1 0.061 13・?己竺」竺o 1, 0竺7
8 81 81 8' 81 81 131 81 81 81 81 81 8 

ルlax. 1 o. ヌ70 1 o. ヌ0310.0091 2.851 1.911 0.131 6.65i 4.901 0.231 19.;~31 0061 O.Gï4', 0.615 
il1in. 1 O. 199 1 O. 13~) 1 0.003 , 2.09 1 0.86 1 0.00 1 4. 14 1 2. B5 1 0.05 I 8. n> 1 ヌ72 1 0.337 1 0.368 
.i: I 0.239 I 札 169 I (J・ 00812・ 47 1竺 0.02 日グ 3・ 58! 川 1 11. 28 I 388 1 0 ・ 438 己.471

l7(7l  i717|;7l5i7l7[717  02311016700071482l 19b o 刈口;l 山 O. 32 1 11. 83 1 451 1 O. 511 1 O. 5~? 
0.21210.12910.0021 4.091 1.65 0ω7 ヌ 3.60 1 0.03 1 11. 07ω0.3ペ 0.383
0.22410.14710.0041 4.48 1.831 0.09 7.75 3.991 0.15111.571 38410.43410.471 

8: 81 8 8 81 8 81 8 81 81 81 8: 8 
0.332 I 0.234 0.016 9.87 I 3.96 I 0.17 1 11.98' 7.22 0.37 1 19.08! 5591 0.668 I 0.713 
O. ヌ67 0.1/'1 0.001¥ 4.09' 1.58 0.02' 7.95 4.26 , 0.101 11.27! 1\ 8己 1 O. 594 1 O. 638 
0 ・ 302 1 O. 208 , 0 ・ 011 6 ・ 27' 2.66 i 0・ 09 1 10・ 2915・ 67! 0.25 i 15. 56 I 538 I 0.638 I 0 ・ 680

8 8 8' 8 8 81 8' 81 8' 8i 81 8 
0.197 0.016 6.051 2.99 0.27 9.54 I 5.57 I 0.47 I 14.31 I 497 I 0.572 I 0.618 
0.14310.010' 1¥.25! 2.381 0.03 7.181 4.361 0.15112.17' 443j 0.5151 0.558 
0 ・ 1a~~.012 1 4・ 73i2.63 1 0 ・ 14 8.07 I 5 ・ 11 I 0 ・ 32 1 13~ 10_i 479 I 0.552I 0.595 

lllll :中材から気乾(合水率16照時)までの収縮事(%) 日:生材から全乾までの収制率(%)
r: こr径)JliJJ 1 :紬方向

R: ?(;~杭街!究故(何1m 3) 1'0 :イモ舵将積前 (gll:lIl 8)
11 :試片数 .l1Jax. : i比大値
.f: .m:術平均値
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表 2.

t 

代表11白

キャンプノスイーマ (X-E)

制柿および持}祁帯号

sp. 

タ-~ナリア (X-D)

sp. 

一 (X-F)

ン (X-C)

アンベロイ (X-A)

マ (x-n)

~p. 

CamρJ/osþcrma 

Oclomeles sp. 

Plcrocymbiu1lt 

sp. 

Terminalia 

Pomclia 

ウ

うー

二E

タ

8 
O. :~38 I 

0.206 , 

0.221 1 

}/ 

1¥1ax. 
iVliJl. 
x 

δ: 含水率 1%当たりの*均収縮率(%)
L :接線方向
v: 容柏

rl� :気乾(介水7千\] ~%U~J) 容和五 (glcm a"
Miu.: 最小値

sp. 

カ rr フィルム (X-G)

注)

sp. CaloρIryllum 

Palaqlliu111 
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また，容積収縮率は，アンベロイ，キャンプノスパーマ，カロフィ Jレムについては，樹心からの相対距

離の増加にともなってほぼ等しいか，かなり小さい変動を示すが，乙れ以外のものはかなり大きい変動を

示し，その傾向も一様ではない。

さらに，朝l方向収縮率は，エリマ，タウンについては，樹心からの相対距離の増加にともなってほぼ等

しい傾向を示すが，乙れ以外のものはかなり大きい変動を示し，その傾向も一様ではない c

3) 交錯木理の原木内変動

各供試樹極について，交錯木理の変動を樹心からの相対日H降にもとづいて図 21と示したむ

これから，交錯木理はアンベロイ，タウン，キャンプノスパーマについてはかなり小さく，エリマ，カ

ロフィルムについてはかなり大きく，ナトー，ターミナリアについてはこれらの中聞の値を示すことがあ

きらかである。また，交錯木理の樹心からの相対距離にともなう出現の傾向はいずれの樹種についても一

様ではないc

文献

1) 中野達夫:フィリピン産レッド ラワン材の容議室収縮率および交錯木理のあらわれかた，林試研

報， 234, 19~40， (1974) 

ll-2. 吸水性

(田中俊成)

1.試験方法

1)試料

試料は， ]IS Z 2104-1957 1乙定められた 30X30X 100 111111 二方柾木取りとした。

なお，供試材丸太の髄より，その半径の 1/2 および 3/4 の距離にある 2 部位から採材し，前者を「部位

1 (Inner)J，後者を「部位 o (Outer)J と名づけた p

部位 1 ，部位O とも，木口面吸水，板目面l民水および柾 I1 illî吸水試験片の数はおのおの 5 個とした。

(木口函)
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図1. 気乾比重 (ru) と吸水位( S) との関係
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表1. ニュープリテン，ソロモン産南洋材の吸水晶

樹 程 |部位 1 I I 気乾|吸水晶 (gJ241】 rs ・ cm2)

ーい1亙I !.T- ~I(同名-) 1 品部|気一位土木口而以水|板目面川目面吸水
アンベロイ I XA I Ptω'cymbiu川 l I ~'~~I ~?'~I ~'~~I ~'~~I I ... ".... I ~ 'V' ~VJ'"~H''''' 0I  0.42 I 16.3 I 0.43 I 0.13 I 0.07 

一切-…\18MEl-Iい:;刊誌
タウン凶伽letia 1 J_\ 州判 ;:ilI314312
ターさナリア ド 01 η川r問川川m川川川山zi山山仰山iμωillaμ仰t沼α

キヤンプノ IXE' Cm川IOSωsben川仰na I l I ~. 5臼~ I ~凶6.2引I ~. ~却。 I ~.~幻: I ~仏.0似4 
スノ苧ーマ I ... <J I ~~'''r y日 I 0 I 0.46 I 16.3 I 0.24 I 0.07 I 

1 v ..,. i O_1__..:_..__ I 1 I 0.70 I 16.5 I O. 18 I G. 凶 I 0.04 
ナトー I X F I PalaquiulJl 1):" I ;::.~;:: 1 ~~. ~ I ;::. ~~ I ~.;::~ I I ".... I ~ .."..1.....". Io  I O. 69 I 16. 5 I O. 17 I O. 04 I O. 03 

I V r"  1 r_'-d___"____ I 1 I 0.651 16.4 I 0.21 I 0.041 0.04 
カロフィ Jレム I XG  I c.'aloρIlyllu川 I � I 0: ~3 I i 5: 9 I 0: 23 I �: ö~ I 

1) 本表は ]IS Z 2104ー1957 による測定結果である。

2) 本表中，気乾比mおよび気乾合水率は試験片数15値，木口・阪日・柾目前における眼7.k肢は.試験片数 5 伺の
算術平均値である。

2) 測定方法

測定方法は刊J1S Z 2104-1957 木材の吸水量測定方法"に準拠した c

ただし，防水用塗料としては， 速乾ニスとアJレそニウム粉末の混合したものを町い， また試験水温品

23.5土 l
O

C であった c

2. 試験結果

1. 試験結果単位吸水面積あたりの吸水量は，供試 7 樹程とも，木口面l民水の場合が最大で，以下，板

目面吸水，柾目面吸水の1，民に小さくなっている(表 1 ，図 1 )" 

2. エリマ以外の 6 樹極で!ま， 部位 I と部位o ("試料および測定方法"参照)で， 吸水量に大きな差

は認められなかった(表 1 ，図 1 )。

エリマは，他の樹種に比べ，かなり大きな部位 I と部位0の吸水量の差を示した〈表 1 )。

3. エリマ以外の樹種では，木口面，板目面，柾目面からの各政水量は，ともに，気乾比重とほぼ負の

相関関係をもつことが示された(図 1 )0 

エリマは，この点についても，仙の 6 樹程とは異なった傾向を示したっ

ll-3. 強度的性質

(1=-1:1ヂ|ユ 孝・山井良三郎)

各供試l民木について，知欠点小試験体による強度的性質を求めた。試験項目は気乾状態における縦方向

の引張，圧縮、曲 :'j ， 即断，横方向の圧縮，引張，部分圧縮，かたさ，などである。

1.試験方法

供試射種、試験材採取位置などは詞記のとおりである。木取りにあたっては図 l の例のように，辺材部
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表1.強度試験結果

容積重 静 的 曲 げ 縦 圧 結

一般車

Ru glcmS U361|kEgbf m司|k6内9t~C511012司1 k向glkEgCf kσg噛1cm2 103ksr/cm21 klilcm21 ksr/cm2l 108 ksric町}2

ァ…ィ均 0 汁 15.5 I 89.8 印山 237 
(XA > |!平範 値問 0.38"-'0.48¥15. 5----!6. 01此 7........円.3|1 2 571~709 117~150 

エリマ 均 0.37 1 16.5 1 60.5 1 298 1 478 1 81.6 180 
{X 10 l| 平範 値囲|ド 31~0.4 16.0~17J148.3~68.71| 233~3M1! 366~531| la8.2~104 111........22 

タ ウ ン 平範均囲値|加 0.61 165i ぺ曲lJ I四 !l i 
(X C) 1 fH l� 10.56-----0.69 16・い 7.01 119........ 13 .5', 562....__67 仰"-'1101 ω~ 1821 285.......356 

-ylz均叫 0.57 叶恥 1177 吋 2(X 0) 1 ~ m1 iO. 49.......0.65 16.5~17.82.9~107403~576358~~095回2l目11 77. 5"-' 1291 193......,314 

川叶目。 吋 250スパーマ( X 'E ) , I 勀1゚ litI 10• 45........0. 55 16.0........17.01 91. 1""'-'1091 435.......5441 720........9201 1l 0~1401 215 ......,289 

ナ ト ー 平範均値囲 0.71 16.5 1 125 1 592 1 1125 i 169 1 314 
(X F) 1 jj� rm 10.68-----0.74 .......17. 01 ~いイ山7JI白…415~

カロフィルム|開ト 0 出 J 叶 ~î081 吋 叶 l叫 2 (XG) I fG IHI 10.61""""0. 70116.0........16. sl 94.0''-'1081 571........638; 820........10351 104........1201 242........321 

Eb: 曲げヤング係数
Ec: 縦圧縮ヤング係数
Et: 縦引強ヤング係数

Op: 比例限度
内: rllIげ強さ
内:縦圧縮強さ

、
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T
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と脆心材部をさけ，縦方向の試験体については，縦引張，静(I'~曲げ，衝撃l出げの 3 試験体を 1 組に考え，

同一円周上に連続するように注意して木取った。また，横方向の試験体についても，縦方向の試験体と同

じ円周上から，横圧縮，横引張の試験体の中央部分が一致するように，繊維方向に連続させて木取った。

縦圧縮，せん断，部分圧縮の試験体は，静的曲:-1試験体の非破壊部分から木取った=

以上の試験体の個数は， 縦方向のものでは 1 樹種につき 15 個としたが， ピンタンゴーノレは材料の制約

のため 7 個である。横圧縮では，各制極ごとに 5 恒，横引張は 8 個とした。しかし樹種によっては，干割

れの発生のため，試験の一部を割愛したものもある c

図1. 強度試験体木取り図例〈エリマ)

試験方法は前報と全く同様で， JIS 

の規定に従った。ただしかたさ試験

のみは，縦圧縮試験体の両木口面，お

よび部分圧縮試験体の柾自国，板目面

を利用して測定した c 試験体の寸法は

11肝心J Ili1げ，縦圧縮，儲圧縮，せん l析お

よび部分圧縮の場合に辺長 α=25mm ，

縦引張，横引張および衝撃jjJげの勘合

!こ α=20mm としたコ合水率の担ij定

!ι 圧縮試験体を用いて行なった。

2. 試験結果

まず，これまで報告した樹種の場合
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(気乾状態一心材〉

縦引張 せん断 かたさ

ιldiHJJlm 品川 m 封 k山田
346 1 124 1 754 1 1148 1 69.7 1 51.4 1 3.5 1 1.1 1 0.7 31ト3741 114,......__ 1341 … 
2681 78.91 406 I 6091 47.11 51.71  2.81 0.71 0.5 

458 I 150 I 1163 I 1766 I 106 I 126 I 5・ 2 I 1.7 1 
422........,4941 122,......__ 1711864 ........， 140211310........，20381 丸 4，......__1l 2; 109........, 1521 4. 5,......__5. 91 1. 5........,2.21 1. 3........,2.0 

396 1 102 � 538 1 786 .1 103 I 97.7 I 4.9 1 1. 7 
322""""'4叶仏日刊 359'"'-'叫 591""""'1吋 87・ 8........，吋九 3 ........， 1201 3・ 6........6 ・ 11 1 ・ 1----2・ 21 0・ 9~μ!

1 1 118 I 873 1 1356 1 87.6 1 114 I 
320----4431 民日49i 579'"'-'112211100......, 1638178.2........97.8198.0........126i3.1----4.91 1.2........1.81 0.8,......__1. 2 

481 1 148 1 1135 1 1755 1 109 1 144 1 6.0 I 2.4 1 1.7 明........，501 一円 844........132311…9641 1…61 J…5.4........6.61 2 …1.5'"'-' 1. 9 

450 1 111 1 同 862 I 119: 135 I 5. 2 I 2. 2 1 
41十47~I 弘 4----1261486'"'-'6081 680~戸7い 11.........吋 122""""'1491 4.7........,6.21 1. 9........，2.5い・ 5........，2.1

Hl: 木口面かたさ

Hr: 板目面かたさ
Ht: 柾目面かたさ

α: [現収エネルギー

tJlmm: lmm 部分圧縮強さ
(]21川此: 2mm 部分庄制強さ

。5% : 5% 部分圧縮強さ

と同様に，気乾状態の容積重，合水率，静的曲げ，縦圧縮，縦引張，せん断，かたさ，衝撃曲げおよび部

分圧縮の試験結果を各樹種どとに総括して表 1 に示した。この表の容積重は， ílrMI'~ub げ， 縦圧縮， 縦引

張，衝撃曲げの試験体から求めた数値を総括したものである。なお，縦引強試験体の容積重(ま，曲率を付

与する前I，c測定した。気乾状態の含水率は約16.5%であり，容積重はエリマの 0.37 g/cm高から，ナトー

の 0.71 gfcrnS の範囲を示した。

つぎに，これらの強度値間の相互関係を表 2 に示した。

各樹種について，各組どとに縦圧縮強さ (σc) と縦引張強さ (σt) の値を次式

笠二l(1þ=σhr+ 1 ~ v , 式中 r=号

に代入して，静的曲げ強さの計算値 (σbr) を求め，実測値と比較すると，アンベロイの0.90から，ターミ

ナリアの1. 32 の範聞を示し， 7 樹種の総平均では約1. 05 であるコ衝撃|曲げ吸収エネ Jレギーを容積霊の 2

乗で除した値 (afRu2) について，単位を無視して示すと， カロフィ Jレム， ターモナリアなどの1. 6 から

エリマの 2.4 の範囲に分散しており，カロフィノレム，ターさナリアなどは容尉主のわりに，衝撃曲げ吸収

エネルギーが小さい。

縦圧縮強さを柾目面せん断昔、さで除した値 (σcf'TR) は， カロフィルムの 3.8 から， エリマの 5.8 の範

囲であった。また，板目面かたさを柾目面かたさで除した値 (HrIHt) は，ターモナリア， タウンなどの

1. 08, 1. 15 から，アンベロイ，キャンプノスパーマなどの1. 53 の範囲を示した。

横圧縮の試験結果を表 31::示した。容積重・含水率は，半径方向，接線方向の試験体について測定した

結果を総括した値である。なお， 乙れらの値は， 横引張試験体についても， ほぽ同様であると考えられ
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表 1. (つづき)

衝撃曲げ
部 分 圧

半

z

口
l弘
司

k匂ぷ凶凶山gJAんん?包Lい川n叫附山/μ川C口1

O品5119 おい記。158.4ど竺}二;い
O 品lい23; 7+い;レい7川O♂ぎち記i二~. 313ドおμ6υ9よ三勾誌 51ド3初0.7芝2勾叫叫誌叫叫;バJ4ふいl円川9幻2之芝乞k1? ム 6芝2勾ら込~. 91ド45 叫バ?;し& 

O 品2↓152 ι|ドいい9幻引2ωO芝到乳丸刈?乙九川lげ171 11げ7三九判?主い司叩501ド"バ9似:どど! 2お6J↓ふい!lL6“ω4.1竺乞勾叫込ふ刈;ふ5J! J347J | l 5ふ1 ，29
O 品• 1.5却 211 ι 61 ' ι 6¥ 111 三r九九叫叫?じい引叫2お25\6↓い\6
O 品いi4L叫叫叫;ふ刊斗斗~↓半|↓ド6臼3.7ど込叫d心叫叫?じ61れ|ド8ぷO侃0517↓|↓ド7河O 叫54 ￡兵お}込; いと忠?じ2§J!ト11叫 l β 
O 河ぷ♂品三りY叩??己?九Oω3i}ドい5臼引3ω3μ\ 11ωJOぷJと5?l48{| 1品i ♂μこ訂?O43j| lA3[ A3|  l A4  

O58勾774455:111122判 l品1 ，ム

接 線 方 向 径 方 向

表 2. 各強度的性質の相互

静 的 曲 げ 縦 圧 第 縦

一 般 名
σbkjm Ru |が |σpf !14EC1 町/σe σtklm Ru σckjIR11 叫

アンベロイ
lF E1  

151 

0 1  

a 日

j
62 • 0.27 ト 0 

(X A) I $゚ ~ 114.0'"'-'16. 110.67""'0.7710.47.-....0.721 7.7""'8・ l ・ 22..-....-0. 3110. 59""'-'0. 77120. 4""'32. 3 

γmi129L079M34133|071 (XB) 
! 
�<<゚ UtlI

1O.7...........13.9!0.73...........0.85iO.54......_0.691 6.8...........7.9IO.26.-....-0.41jO.52.........0.79114.1"-'19.3 

タウン 16.8 I 0.81 I 0.59 I 7.5 I 0.28 I 0.69 I 28.4 はC)|開…7山488h…
ターミナJ7 時 1 137 0 師 C 斗 6981 0 羽↓ 0614 

山
(XD) 1 ~ij IHlII0.0...........15.4IO.75"-0.96IO.55"-'O.721 6.1..-....-7.80.29.-....-0.4710.53...........0.6619.0----16.9 

スノマ内ーマ 16.3 I 0.79 I C.62 i 7.7 I 0.30 I 0.66 I 26.8 

(xﾋ)" ll�i! 1m 115.7...........17.3IO.75...........0.86IO.59~O.671 7.2.-....-8.1IO.27...........0.33p.5S...........0.71123.6"-'30.9 

ト -rHγ105311(XF) I ﾍjﾍj 1m 115.3"""""'16.710.86'"'-'0.9310.50,,-,0.571 6.5...._.7.1 ,O.26...........0.32j0.60'"'-'0.73120.1----27.4 

カフ Jレム 均 14.8 I 0.93 I 0.64 I 6.9 I 0.40 I 0.66 I 13. 1 bLZj31~1568M … 6-L…い4↓
ホσlmm: 接線方向 榊l11m桐:半径方向

る。半径方向の圧縮ヤング係数は，エリマの 4. 51X lOSkg/cm2 から， ナトーのお. 6X 103kg!cm2 まで

の範囲に分散し， 比例限度も同様!と 14.4kg/cm2 から 3 1. 4 kgfcm2 の範囲を示した。接線方向の圧縮

ヤング係数は，アンベロイの 3. 83X 103kgfcm2 から， ナトーの 7. 93X 1Q3kg/cm2 の範聞を示した。比
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表 3. 横圧縮試験結果〈気乾状態一心材)

I ，* 'N~~' I .ﾅ""'* I 半径方向 |接線方向I 容;民主|合水率-1-'" 1x .IJ I"J _I 
一般名 I i D _ I D I 

I IRugr/cm31 II 先 I ， ~Q !!~I_.Jσ~--~ I.~Q ~!，_，__..I σ |I  ~'U. o~I~'" いO伊3 kgJcm2刊I k沼ωgfμC口n凶1

アンベロイ |平均値 I 0.4刊3 I 1口7.0 I 7.3幻2 I 2お6.1 I 3.8.3 I 
(XA) 1 純聞 1 0.42"-'0.44116.5"'-'17.016.52"-'7.75125.5.-....-28.713.75........3.8619.56.-....-11.1 

エリマ|平均1il![ I 0.37 I 17.0 I 4.51 I 14.4 ¥ _ I 
(XB) 1 純聞 1 0.36"'-'0.371 16. ト17.01 4.05-----υ91 12.μl川一|

タ ウ ン|平均値 1 O.M 1 16.5 1 9.90 1 礼 1 I 7.31 I 

(XC) 範囲 1， 0.63"-'0.651 16.0.........17.0j 8.85----- 1O.7122.3"-'3 1. 917.10 ...,__.7.65112.7.-....-15.9 

ターミナリア | 平均値\ 0.60 1 ム 5 '[ 12.31 29.31 7.231 
(XD) 範閤 1 0.58----0.621 16. 5~'17. 01 1 し己.......13.61 28.7'"'-'31. 91 7.03.-....-7.47115.9.-....-江 4

2 1JY4| ま均謹 I ~ .n叩刊しハ~J ", 0 10~? J 司r- r-25:_~ .J r- "，，5.!6白白I ,. ，， 16~~ , 
(XE) I 山間 I V・ "i O----U・ JV! ム U.V--IL.VI 山 U.-l .l・ """1 LJ・ dーω.ul J ・ ω........ _， .OCI 1't.0.-....-j':l. 1 

ナ ト ー|平均値 1 0.70 1 17.0 I 15.6 1 31.4 1 7.93 I 
<XF) 1 範囲 1 0.70----0.711 16.日7.0114.7"'-'16.71 弘 0"-'32.3'17.57.-....-8.23112.7.......19.1

カロフィ Jレム | 平均値 1_1  _ I _ I _ I 一 | 
(XG) I 範凶 I - I I I - ¥ I 

ER: 半径方向のヤング係数 ET: 接線方向のヤング係数 匂:Jt例限i立

調係(気乾状態一心付)

ヨ| 5民

i ふ|。♂32l
l5出|lJ391

1. 16 I 0.64 I 2.2 1 1. 30 1 4.3 。寸4738~E~~J
0.94"-'1.47;0.55........0.711 1.6"'-'2.1 し 22.......，.1. 461 4.2,..._,4. 

。刈 0 臼 16L l 吋 38J
0.68........0.9310.57.......0.72 し 2........1.710.98 ，.......， 1. 251 3.3.-....-4. 

-.ｭ
丘一 !羽 係

σc川 lいJJ， Iぃι1 品川

87"'-'11 71 .......,8 73"'-'8 し 23"'-'1. 94 

69 
72.........9 61.......7 71........8611. 26-----1. 79 

73-----9 72----8 64........7411. 11"'-'1. 33 

例限度の範囲は，アンベロイの 10.2 kg/cm2 からターミナリアの 21. 6 kgfcm2 であった c

次 !C ， 横引張試験結果を表 4 I乙示した。同表lζJ之、最大強さをヤング係数で除した値 (σm!E) ， および

最大強さに対する比例限度の比 (σp ，lσm) を併記したっ
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11152斗 od17
UT: 接諜方向の引強強さ

果

半 径 方 l旬

一 般 名 ER σ p σR 中日 互

108 kgfcm2 kg/cm2 kgfcm2 σR/ER 10-2 

アンベロ イ

ll|  
0.88 

CX A) 7.56.........8.49 I 30.2.........39.9 I 59.7"-'78.3 0.70へ~1.04

エ .マ 平範均 値囲 || 5. 凹 20.3 49.2 0.99 
CX B) 4.72.........5.44 I 15. 1.........25.3 I 47.5.........52.8 O. 88,..,_..1. 04 

タ ウ ン 平範均 値聞 I 8.58:
目 31 40.9 I 91. 4 0.98 

CX C) 8.58.........9.69 I 35.2""-'45.7 I 79.4 "",-,97.7 0.84 ,..,_..1. 06 

ターミナリア 12.3 48.0 93.5 0.76 
(X D) 11. 1........12.8 44.7.........50.1 90.3"",-,99.0 0.71 ,..,_..O.89 

1. 07 
O. 93~ ì. 17 

結験試張51 横表 4.
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ER: 半径方向のヤング係数

直交 3 軸に関するヤング係数の比率(気乾状態一心材)

圧縮ヤング係数 引張ヤング係数 引張と圧縮の比較
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エリマ
(XB) 

タウン
(XC) 

L: 繊維方向

半径方向 (R) ， 接線方向 (T) の直交 3 軸に関以上述べてきたヤング係数について，繊維方向 (L) ，

および引張試験と圧半径方向と接線方向の比 (RIT) ，

縮試験で求めた値の比 (Etcn.IEcom.) をも併記した。

111 山 9i5512i7i
l-I -I 
l9.7よし 1Jふ i

σR: 半径方向の引張強さ ET: 接続方向のヤング、数

ー
っ
一
叶
一
ぺ
一

J
lー
川
|
一
→
一する比率を求めて表 5 に示したっなお同表には，
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(気乾状態一心討〉

接- 線 方 向

関 係 ET σ p σ7' 相 互 関 係

σplσR 103 kgfcm2 kgfcm2 kgfcm:.l σTfET 1伊| σplσT 

38.2 0.48 
0.40"-'0.55 3.41"-'4.25 16.4'""'-'20.5 37. 1"-'41. 2 0.89"-' し 15 0.40"-'0.54 

0.42 
0.29"-'0.50 

1. 15 0.31 
0.39"-'0.51 6. 11.......6.88 I 20.0.......26. 1 I 69.5"'-'76.8 1.06"-'1. 26 O.27,..._,0.35 

1. 04 0.51 
0.46"-'0.55 5.32----6.70 I 22.7........37.9 59.1"-'66.6 0.97 ,,-, 1. 15 0.37 ,..._,0.58 

30.0 

6~~798.7.86211 .97l l 1 1 1.31 

0.43 
0.44"'-'0.53 4.18.......5.63 20.2"，-，33. 。 64.5 し 23....... 1. 54 0.29"-'0.48 

一
33. 1 1. 12 0.42 

6.35"'-'8.00 29.8 ,..._,36.2 74.7.......82.7 I 0.96.......1.25 0.37"'-'0.47 

0.52 
0.47.........0.57 

1. 05 
0.97 .......,1. 12 

68.6 
61. 9 .......,75. 1 4

・

roq' 

・
円
d

ぉ
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門
《Mq
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0.42 
0.37.......0.47 

比

RfT 

直交 3 Jl~h:ζ閲する強度値の比較(気乾状態一心材)

強1長日 1限比例

率

R 

圧縮

比

表 6.

名般

1.8 

1.5 

1.8 

1.2 

1.7 

100 

lOO 1.8 

8.0 

10.0 

キャンプノスパーマ l
(x E) 

カロフィルム!
(X G) 

R: 半径方向

.マ

ン

ターミナリア
(X D) 

..1-
ノ

インベロ
(X A) 

(X B) 

ウ
(X C) 

ト
(X F) 

ア

ヱ

タ

L: 織維方向

アンベロイが 100 : 5. 6 : 2.9 でかなり異方位圧縮ヤング係数に関する 3 紺lの比 L:R:T をみると，

がつよいのに対し，ターミナリアほ 100 : 11. 7 : 6.9 でやや少ない。引張りヤング係数についても同様の

傾向がうかがえる c
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半径方向と接線方[íUの比では，圧縮，引張いずれの場合も， タウンでは， それぞれ1. 4, 1. 5ι 他の

樹種がほぼ 2.0 前後を示しているのと比i絞して低い値を示したり引張試験と圧縮試験で求めたヤング係数

の比 (Eten.!Ecom.) は，ほぽ近似しているけ

最後に圧縮比例限度，引張強さについて 3 輔11ζ関する比率を求め表 6tと示したコなお，問表には半径方

向と接線方向の出 (R/T) も m: ，i己した圧縮比例限度に関する 3 柑lの比は，前i:iiの圧縮ヤング係数の場合

より，縦方向と横方向の設がすくなくなっている。引張強さについては，圧縮比例限度の場合より Jま異方

性が強い樹種が多い。また， ミ1 '0 1歪方珂と接線方向のよ七を， 圧縮比例限度についてみると、 アンベロイの

2.6，引張強さについてはタウンの1. 2 の値が，他の樹蓮と j屯較して著しく異なっている 3

E 加工的性質

ill-1. 帯のこによる鋸断性

(山口寄弥太)

実用的な見地から，帯のこによる生材のひき材能率と，定速送材による鋸断動力について試験を行なっ

たっ

1.試験方法

(1 )供試材

供試材は前記 7 樹純であり，形質については， 1 , II項を参照されたい c

1) ひき材能率

供試丸太は長さ 1. 6""""3. Om で，これを図 1~7Vように主として丸びき形式で鋸断した c

2) 所要動力

材長1. 8m ， 厚さ 15cm の坂田盤を約 60 日間貯水池に浸漬後試験に供した37式験11寺のひきかたは， 盤

厚をひき幅とする厚さ 4mm の阪こFきで， その時お平均含7_k$と平均容積宝は表 1 のようである c この

試験には供試材料の関係でカロフィルム泣含めなかったミ

(2) 試験条件

。 ひき材能率

表1. 供試材の容積主ょ弐!設l時含水率

: 1.1L .;:._h, .LL I 鋸断試験|時
樹種名 |供試材| -t  

|番 号|平均容積重|平均含水率
|gfm3 I 96 

アンベロイ I XA-~I 0.59 1_竺土
エ リ マ I XBト一 8 1 078 1 l~ 

子タ ウ ン i7三h〈…と王;戸一 ω! 弓.3
タ一ミナリア I XD一 7 1 印| 丹

l キヤンプノスパ一マ 1 xEト一 3 ¥ ω 1 117. 1 

ナ ト一二LX_F -2 I 1. 07_ 1__~三 図1. 試験材の木取図
(アンベロイ XA) 
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図 2. 試験材の木取図(エリマ XB) 

I~ 4. 試験材の木取図(ターミナリア XD) 

~ : 20:::(官

図 6. 試験材の木取調(ナト- XF) 

図 3. 試験材の木取菌
(タウン XC) 

l盟 5. 試験材の木取図
(キャンプノスパーマ XE) 

図 7. 試験材の木取図(カロフィルム XG) 
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a) 使用機械 1， 050mm 送材

車式帯のこ盤，電動機 30lP，緊

張応力 11.2.........12.0kg/mm9 ， の

と速度 41. 2m/sec， 送材速度

ひき曲りの生じない最大送り。

b) 使用の乙 のと条件およこ)>

歯型諸元を表 2 に示す。

2) 所要動力

a) 使用機械 ひき材能率測定

と同じ，ただし緊強応力 11.2kgl

mm2，送材速度 8, 10, 13, 16, 

20mfmino 

林業試験場研究報告第 244 号

表 2. のこ条件および歯型諸元

のこ数 I 3 

乙
こ
入
盛
ッ
喉
背

の
の
腰
背
ピ
歯
歯
歯

幅 I llO"-'127mm I 

軍 O.91mm I 

量 O. 45mm I 10 cm 持ち上げ最高矢高
量 O.75mm I 長さ 90cm に対する最高矢高

チ 32mm

角 25 0

向 200

高 9mm

あさりの出 10.5"-'0.7mm

ステライト溶着|のこ歯 1 枚おき

注) 所要勤力測定では，あさりの出を 0.3， 0.5 ， O. 7 mm とした。

b) 使用のこ 表 2 ~乙示す。ただし，使用のこは 1 本で，のこ幅 125mm であるコ

(3 )試験法

1) ひき材能率 供試丸太に制限があるが，各種試験材採取木取りにおける正味鋸断時間と平均ひき帽

を測定し，単位時胡当たりひき面積を算出して各樹種のひき材能率を判定した。

2) 所要動力 鋸断時の所要動力を図示電力計lと記録させ，鋸断i時動力から空転時動力を差し引いた値

を正味鋸断動力とみなし，この値を各樹種間で比較した。使間の乙は 1 本で，送材速度ば 5 段階とした。

あさりの出は 3 段階とし，あさりの出の大きい方からひき材した。 1 条件 3 回のひきたてで， 5 段階の送

材速度による鍍断が完了した時点であさりを研削(とより 1 段階下げた。

2. 試験結果

従来南洋材の鋸断困難な原因としては，特に固いこと，繊維の交錯による起毛，多樹脂，無機質の含有

物による歯先摩耗などがあげられ，それらの因子が重援するほど鋸断の困難さが増すものと忠われる。今

到の樹種はいずれも若干の起毛がみられるが，特にアンベロイ，タウン，ターミナリアが他樹種に比較し

てはなはだしい。また，カロフィノレムは樹脂が多い。ひき材・能率の良好な方から列記すると，キャンプノ

スパーマ，ターミナリア，エリマ，アンベロイ，タウン，ナ卜ー，カロフィルムの煩で，その単位時間あ

たりのひき面積は， 0.087, 0.080, 0.078 , 0.076, 0.074, 0.052, O.045m2jsec であった。また， あさ

りの出 0.7mm 時における所要動力と送材送度の関係、を図 8 に示すc いずれの樹種も送材速度の増加に

ともない所要動力も増加し，ナトーが最も大である。あさりの HJ， 0.7, 0.5, 0.3mmにおける所要動力と

送材速度との関係を図 9"'-'14 (図中破線はひき曲りを示す)に示した c いずれの樹種もあさりの出の大き

い方が所要動力も大きい。このなかで， アンベロイとタウンのあさりの出 0.3mm の場合lζ，送材速度

20mfmin ・付近で急に所要動力が増加したのは小曲りによるものである。このような起毛のはなはだしい

樹種では，鋸断中の歯体が起毛による側面摩擦などにより，とおりが悪く，ひき曲りの原因となる。

一般に含水率の高い材では，ひき材面iとのこくずが付着する傾向にあるが，今回の 6樹種もその傾向が

はなはだしかった。以上の結果を総括すると，

1) ひき材能率の良好な方から列記すると， キャンプノスパーマ， ターさナリア， エリマ， アンベロ

イ，タウン，ナトー，カロフィノレムであった。
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図 14. 所要動力と送材速度の INJ係

(ナト- XF-2) 

20 

20 

-139 ー

10 トヌ"脳内
一、ー

f'n 
~ 

。 0.7 "'ir. 

" 0.5 ・
.; 0.3 ・

〆
F
h
J
 

劃
力

ドq胃

。

') 10 15 

1;'1'，け述皮 ('~'m;~)

こ心

図 9. 所要動力と送材速度の関係
(アンベロイ XA-6) 

10 

月忘b こ aソ-'刀辻広; 

。 0.7 T 

x'O.5ラ御

企 0.3φ， dd  
ι~ 

片
品
官

ヒ
へi
v

釦
η
(
附
)

。
5 10 15 

送付 1重度t"'Y."，..，.:

20 

図 1 1. 所要動力と送材速度の関係
〈タウン XC-6) 

あ三リ n 吐1

o 0.7 川 1111

x 0.5 句

� U3 ・

84-
図 13. 日fï要動力と送材速度の関係

l，主').~ :t 
15ト 00.7 mm 

対 Qう"

"-0.3 

所

要 101-
車IJ

刀

'.'fJ 

mv 

l
m
度地+

，
司

会
T送

i
a・F、
d

・
: 28 



nv 
A

吐 林業試験場研究報告第 244 号

2) アンベロイ，タウン，ターミナリアは起毛がはなはだしく，あさりの山が小さいととおりが惑い傾

向がうかがえた=

3) カロフィルムは樹脂が多く，その他の樹種はひき板lとのこくず 'ft着が:まな:まだしいに

J[-2. ひき材の乾燥性

(佐藤庄一・鷲見博史〉

ひき材の乾燥性について次の 3 項目の試験を実施した c

a) 一定乾燥条件における乾燥速度試験

b) 乾慢スケグュ-)レ推定のための急速乾燥試験(100"C;:Á験〉

c )前項で推定した温度条件およびこれを補正した温度条件による乾涼試験(乾燥スケグュール試設〉

1.試験方法

供試誌I種:ま前記の 7 樹種であり，各原木から配分図( 1 , 1;11) に示すように長さ約 1m 材を玉切り

しこれをだらびきして試験材を採取した c すなわち図 1""'" 4 に示す位置の板日，柾目板をえらび， a) 

乾燥速度試験は厚さ 2.0cm，幅 10cm，長さ 30cm， b) 100~ C 試験は厚さ 2.0cm. 幅 lOcm，長さ

20cm，また， c) 叱燥スケジュール試験では厚さ 2.7 cm , 111m 20cm，長さ 60cm の寸法にそれぞれ仕

上げた今

乙れら試験材の表 1(11および側面はフ勺レーナーがけし， a) については側面および木口面をJ c) につい

ては木口同をそれぞれ銀ニスによりコーティングした。

試験装li"i:，測定方法などは既報の南洋材 lζ関する一連の試験に準じて行なったが1)-3)，乾燥スケジュ

ール試験については， 100"C 試験の結果から 7 樹極を 3Mlにわけで乾堤を行なったっ

2. 試験結果

( 1 ) 乾燥速度試験

樹葎別，木取り別の試験結*を表 11亡示すs

ア〉ヘ・ロイ (XAl

工リコ (XB 】

~ 

67 ←-27一寸

図し アンベロイ (XA)，エリマ (XB) の木取り

皐也c.m
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?ーミナリア lXOl

?っシ ()(Cl

CIl二3

o主コ

仁三互コ

\γ| 

図 2. タウン (XC)，ターミナリア (XD) の木取り

キャ '/7・ 1 ス/\.ーマ (XE) ナト- (XFI 

|03  

104  I 
105  I 
10(>  I 

図 3. キャンプノスパーマ (XE)，ナトー (X F) の木取り

平均約な乾燥速度係数をみると，板目試験材では 4.1''''''

14. 4x 10-2 (1 /hr) の範囲にあり，供試樹磁のIIUではアンベ

ロイ〉ターミナリア〉キャンプノスパーマ〉エリマ〉カロフ

ィルム>ナトー>タウンの)1民である。全体の傾向として容積

重の増大にともない，乾燥速度係数は減少しているが、 i訟も

容E貴重の小さいエリマの値が類似のアンベロイ ;þ，容積重の

大きいターモナリア !Cl七べ著しく低い亡

-141 ー

単位C汀l

単位 cm

単位仁川

次!C板目，柾目の木取りについては，各樹辺とも板目>柾

目(カロフィルムは不明)となり，その比ば1. 10........，3.94 の

範囲にある。樹種別 iこは，ニリマが1. 10 と最も小さく，こ 図 4. カロフィルム (XG) の木取り
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表 1. 各樹種試験材の乾燥速度，容積重

樹種名

アン.r{ロイ

-04 板目 O. 16 4.7 6.54 3.56 0.34 
-06 11 0.36 7.8 6.83 3.30 0.24 
平均 0.21 5.5 6.61 3.50 0.32 

エ て7 XB  1. 10 一一-
-08a 柾目 0.22 5.0 3.26 8.20 0.34 
-08b /! 0.20 5.0 3.56 9. 11 0.33 
|平均 目 .22 5.0 3.33 8.42 0.34 

-03 板目 O. 13 3.5 5.99 0.61 
-05 /1 0.19 4.6 7.69 4.98 0.5~ 
平均 0.16 4.1 7.52 5.49 0.58 

タ ウ ン xc 1. 64 
-07 a 柾目 O. 10 2.5 5.45 7.74 0.56 
-07b 11 0.08 2.5 5.80 8.92 0.59 
平均 0.09 2.5 5.63 8.33 0.58 

-17 板自 15.1 4.89 3.54 0.41 

ターそナリア XD  
-20 11 0.73 11. 6 

3.94 
4.85 3.84 0.45 

平均 O. 78 13.4 4.87 3.69 0.43 

-13 柾目 0.16 3.4 3.89 5.96 0.51 

キャンフ。ノ
-14 板目

01  |II66:3.9a6 E ; 
3.98 0.42 

ー 16 11 0.39 4.11 0.46 
XE  平均 0.39 

1. 48 
4.03 0.44 

スパーマ

l---=-ï2i 柾目| 0.20 6.96 0.47 

一04 板目 0.15 8.47 5. 47 ~ 0.65 
-05 11 0.13 8.33 5.57 0.66 
平均 0.14 8.40 5.52 0.68 

ナ ト 一 XF  1.64 一一一
-07a 柾目 0.09 I 2.8 5.70 8.68 0.64 
-07b 11 0.10 2.8 5.98 8.63 0.65 
平均 0.10 2.8 5.84 8.66 0.65 

-14 板目 0.25 5.4 5. 11 0.56 

カロフィ Jレム XG 
一 16 /1 0.19 4.8 

一
6.39 4.67 0.58 

平均 0.22 5.1 6.62 4.89 0.51 

-13 唱柾目 0.201 4.8 5.84 5. 75 0.58 

れに対しターミナリアは 3.94 と非常に大きな値を示している。

放射方向の位置による板目試験材の乾燥速度1係数の変化をみると，樹種lとより区々でアンベロイ，ナト

ーは外周部の方が速く，エリマ，タウン，ターミナリア，カロフィ Jレムは樹心飢IJの方が速く，キャンプノ

スパーマは位置による左逃が認められなかった。

(2) 急速乾燥試験

l00 0 C の乾爆長で2、速に乾燥した擦の欠点の程度，および推定された乾燥条件などを表 2;こ示すc

これらの結果から概略的ながら次のことが推定された c

1) 乾燥初期の害IJれ

割れやすい樹種はナトーで，やや割れやすい樹種はアンベロイ.タウン，ターさナリア，キャンプノス



推定された条件 (Cつ |推定乾 l 粁. い
|一一一一|慌時間

和JJIJ]乾担|終末|リ
球温度差!温度 I (日)

果

木取り

落号 期
度

初
温、

ノ

率
ま
乾
間
町

水
郊
の
時
じ

合
l

で
燥

、
.
J

M
N
 

〆
'
k

結

初期

合水率

験試燥

丸太|験結| 欠点の種類と程度

半(ci月二 1]引事役 I~

乾速急の1000C 表 2.

木原

番
名種L

a
s
 

-u 
j
 

立F
日ぷ

オ1
-
U
 (mm) 

調
存
立
8

需
四
回
寸
(
型
消
蹄
主
)
(
斗
ハ
立
時
間
・
雰
闘

4
R喰
時
四
)

。6.1 83 3.6 55 15.6 84.4 4 04-1 

。

80 。

6.2 

7.9 

83 3.6 

32.8 4.0 

55 

54 

15.8 80.2 

111: 二
4 

27 

11. 5 

10.5 

21¥ XA  

ト lt
アンベ p イ

可'エ

5 8.2 77 3.8 50 33.2 

12.5 I 2 

10.4 I 4 

82 3.0 53 54.0 65.5 3 5 04-1 

14.0 23 XC  ンウタ

85 4.3 60 54.0 65.2 2 3 04-2 

XD::127l 
2 6.8 85 4.3 60 26.4 

。7.4 83 3.6 55 24. 1 

一一 .一一

2 9.6 71 3.0 48 30.8 

72.S 3 

14.0 ターミナリア

4 

6 4 15-1 

103-1 

- I XF  I 30 

103-2 

一一
115-1 

XG  I 

115-2 

17.0 31 XE キャンプノス/'{ーマ

9.3 73 3.3 49 30.0 5 2 15-2 

3 14.2 71 3.0 48 70.0 95.5 5 5 6 

3 14.7 71 3.0 48 74.0 101.5 p 
d 6 F 

d 

20.5 トナ

4.0 54 42.0 67.6 4 2 

19.5 33 カロフィ Jレム

串
~ 

4.0 

欠点の程度は初期割れ，断面の変形は 1-8 ，内部~-!Iれは 1-6 までの段階とし，数字の大きなものほど欠点が大きいととを示すウ

推定条件，推定乾燥回数(!:f)は 2.7cm厚材用ウ

54 39.0 68.9 4 3 
冒

注)



ただし，エリマは樹心近くに異常組織

があり，部分的に1;1Jれやすい c

2) 断面の糸巻状の変形(落込み)

この欠点が最も発生しやすい樹種法，

キャンプノスパーマ，ナトーで，ほとん

ど生じない樹種はアンベロイ，ターミナ

リアである c

3) 内部割れ

きわめて生じやすい樹積は，キャンプ

ノスパーマ，ナトーで，ほとんど生じない樹種はアンベロイ，タウン，ターミナリア，カロフィルムである。

-144-

パーマ，割れの危険の少ない樹珪はエリ

マ，カロフィルムである。

林業試験場研究報告第 244 号

(A) 

(B) 1:タ

、E
，

JC
 

/
，
‘
、

80 

58 I 46.5 I 75 

70 

4) 乾媒時週

初期含水率が樹租により区々であるため， 得られた結果のみで正確な判定はできないが， 損傷の程度

や，水分移動性から人工乾燥の時閣が長くかかると思われる樹種は，タウン，ナトーで，最も乾燥時閣の

短い樹種は，アンベロイ，ターミナリアである。

以上の結果から， 7樹種の中で同一条件を適用いうると思われる樹種を分類，組み分けると，表 3 に示

す (A) (B) (C) 3 組の条件に要約されるつ

(3) 人工乾燥スケグュール試験

人工乾操スケグューJレ試験は，表 3 に示す条件にもとづいて第 1 回目の試験を行なった lコさらに比較の

ため，これらより温湿度条件をきびしくし，表 4 のような組合せについて乾・謀時間，損傷の程度などを検

討した。

各樹種の第1， 2 回試験における乾燥経過を図 5 -----10 :ζ示す。また， 乾燥時間，全乾収縮率などを表

5 , 6 に示す。

乙れらの結果を樹種別に整躍すると次のようであるの

1) アンベロイ (XA)

表 4. 第 2 回試験の湿湿度条件

初期条(C件。〉原木 事き末出皮区分 樹 積
番号 乾組球度 l! 湿祖球皮 (C 0) 

アンベロ イ XA  

エ て7 XB  

(0) タ ウ ン XC  60 56 90 

ターミナリア XO  

カロフィ Jレム XG  

|キ 4… ιマ lxE(Aう 55 80 
ナト -IXF

生材から含水率 10% まで乾:燥する時

間をみると， 第 1 回試験での時間に対

し，第 2 回試験においては，強い条件で

行なったにもかかわらず，時間短縮が少

ない c また，乙の樹種は板目，柾目の木

取りによる時間の差が少ないじ

初期割れについては， 2 回の試験とも

いずれの試験材にも認められず，乾燥縫

了時にお :j る状態も，狂い，落込みが少

なく比較的良好である c 表 5 ， 6!r:示す

全乾収縮率も，両者間に有意な差は認め
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図ふ アンベロイ (XA)，ターそナリア (XD)
の乾燥経過(第 1 回試験)
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図 7. アンベロイ (XA)，エリマ(XB)，タウン
(XC)，ターミナリア(XD)，カロフィルム

(XG) の乾燥経過(第 2 回試験〉

4
・

14 エソマ
X8-1~ ー←級E

X8-09ι--<>一位E

タウ〉

XC-12 ~ー彼自
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。 4 

章z ~車問 ré1

図 6. エリマ(XB)，タウン(XC)，カロフィ
ノレム (XG) の乾保経過(第 1 回試験)

140r ア〉ぺロイ
I XA-09 品ー+一任包

' エリマ
X8-10a. --<>-hlB 

ヲ勺う
XC -OBι ー+ーキ正 E

ヲーミナ IJ7
XD -11 a →ーなE

刀口 7~ ルム
XG 09 a. --<1ー柾目

2'-0 thr >

10 (叫)。

図 8. アンベロイ (XA)，エリマ(XB)，タ
ウン (XC)，ターミナリア(XD)，カロ
フィノレム (XG)の乾燥遅返(卸 2 回試験〉

られない。

これらの結果からみて乾燥に際し，割れ，狂いなどの損傷が少なし比較的乾燥容易な樹種といえる。

2) エリマ (XB)

乾燥時間は~~ 1, 2 回試験とも，ほ:ま同じであり，また坂田，柾自の木取りによる差も先のアン.ベロイ

と同掠少ないの
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図 9. キャンプノスパーマ (XE)，ナトー (X F) の乾燥経過(第 l 回試験〉
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図10. キャンプノスパーマ
(XE)，ナトー(XF)

の乾燥経過(第 2 回試
験)
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初期割れは第 1 回試験の場合， 乾湿球温度差を 5 0 C :r変化した時期!と， 全試験材の木仁1，表面に多数

生じ特に樹心!こ近い板目材が最も多く発生した c 乙れはエリマと組み合わせて試験したタウン，カロフ

ィルムに比べ初期含水率が高く， しかも同一条件で行なったため， 70 "J  78% の高含水率時に温度差を変

えたことに起因している c なお，第 2 回試験では初期割れが板目材に著しく生じた c 乾燥終了時の幅そ

り，ねιれの状態は，条件の強い第 2 囲試験において大きく生じ，これは 7 樹種の中で最も大きな狂いで

ある c 全乾収縮率は第 1 回試験lと比べ接線方向の収縮率が憎大している。
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表 5. 各樹種の乾燥時間と収縮率(第 1 回試験〉

原木および I I 初 期| 乾燥時間 (hr) I 転倒時間|全乾収縮率(応)
樹種名 I ____. ___ I 木取り卜合水率| 同一合ポ率!よし I I 

試験材番号 I I (紛|生........10労|から 10弱まI (柾/板~I 幅 |厚さ
1 1 ,",v/I 1で①|② I 1 

4
0
7
0

一
6
1
2
0

一

1
1
1
6
3

一

6
5
8
8

一

7
9
4
7

・
一

4
2
8
7
-

4
3
7
8

一

8
6
2
7

一

白
U
只
u
Q
U
Q
U

一

1
i
n
u
q
u
q
u

一

目
白
一
日
目
一

板
柾
一
板
柾
一

b
a

「

a
b

0
2
7
9
-
4
6
9
9
 

2
A
Z
a
n
v
n
V
1
L
1
i
n
u
n
u
 

一
B

一

X

一

一
マ
一一

一
一

アンベロイ XA 

112 
108 
114 
124 

1. 08 

5.89 I 2.97 
6.28 I 4.40 
4.07 I 5.93 
3.92 I 7.18 

156 
149 
162 
156 

l. 04 

6.78 I 8.27 
7.06 I 3.72 
3.53 I 1l. 78 
3.39 I 12.56 

タウン I XC l. 28 

一 12 I 板目 I 67.9 I 160 
-14 I 1/ I 64.3 I 160 
-09 a I 柾目 I 67.3 I 206 
-09 b I 1/ I 66.3・ I 206 

153 
156 
196 
199 

8.69 I 5.89 
7.75 I 5.53 
5.25 I 8.90 
5.78 I 9.26 

一
板iM

J
 

一
ア

一
ナ 88.4 

84.4 
69.5 
61.7 

キャンプノ ー03 I 板目 I 14 し 6
-05 I 1/ I 152.3 
-08al 紅白 I 14 し 9
-08 b I 1/ I 148.5 

XE 
スパーマ

ナトー I XF  

-13 I 板目 I 114.3 
-15 I 11 I 109. 5 
-08al 柾目 I 118.2 
-08 b I 1/ I 116. 9 

カロフィ Jレム I XG  

-03 I 板目 I 64.8 
-05 I 1/ I 59.7 
-08al 柾目 I 66.8 
-08 b I /1 I 69. 9 

130 
126 
154 
135 

96 
99 
141 
133 

4.22 
4.17 
3.36 
3.83 

3.44 
2.53 
6.14 
6.02 

1. 40 

123 
116 
142 
158 

1. 25 

7.78 I 5.90 
7.08 I 5.93 
5.56 I 9.09 
4.75 I 8.86 

126 
116 
148 
168 

注) ① アンペロイ (XA)は80-10%，エリマ (X B)，ナトー (X F) は100-10%，キャンプノスパーマ(XE)は 140
-10$杉，タウン (XC)，ターモナリア(XD)，カロフィルム(XG) は60-10%までの乾燥時間1を示す。

②①lζ示した各木取りごとの平均値から求めた。

これらの結果からみて，乙の樹種のスケジュールは，含水率 40........45% まで温度差を一定lζ保ち，乾球

温度については，初期混度 50
0

C 程度が適当と考えられる。総括的にはアンベロイに比べ割れやすく，ま

た，容積重の割には乾燥のおそい樹種である。

3) タウン (XC)

2 回の試験とも柾目材の乾燥がおくれる傾向にあるが，後者の条件では板目材 1796，柾日材 19% と，

}ÌÎj者に比べそれぞれ乾燥時間が短くなっている。

初期割れの発生は，第 1 ， 2 回の試験とも認められなかった。また?乾燥終了H寺の状態も各試験の板|ヨ

材に 1........3mm の幅そりと、 3mm のねじれが生じた程度で比較的良好であった。なお‘落込みは第 1

回試験の柾目材に，樹心側に認められた。表 5 ， 61c示す全乾収縮率をみると，温度の高い第 2 回試験の

方が収縮率が大きい c 初期割れの危険は少ないが，温度により収縮率が増加する傾向 lとあり，特iζ柾目材・

の場合，厚さ方向の~又縮が大きくなり，部分的に落込みが生ずる危険があろう。

4) ターミナリア (XD)

乙の樹種は先のアンベロイと同一条件で試験を行なった。 2 回の試験とも柾目材の乾燥時|12が長くなっ
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表 6. 各樹種の乾燥時間と収縮率(第 2 回試験)

初 期 乾燥時間同でか二ら(h蚕1O0水5111臣00186準の8室||111 1 乾1主(燥柾1 ll時0坂7@ 立i〉i 全乾収縮率(%)原木および
樹種名

試験材番号 (%)生~1 幅 J予さ

叶 2:;|iji||:422アンペロイ XA I -13 
-09b 柾 89.3 I 122 I 116 I I 3.22 I 7.04 

-15 板目 102.4 I 165 163 8.1 J 4.80 

エ 'マ XB -17 11 132.0 144 126 
1. 10 

16.67 5.01 
-10 a 柾目 130.2 186 162 3.36 13.29 
-12 " 128.6 179 156 3.83 12.96 

ン I Xc I -131 板目|
67.2 8.33 6.22 

タ ウ -15 I " 64.7 138 130 8.39 5.97 
-08 b 杭目 68.5 174 160 7.14 11.81 

-24 板目 68.2 120 109 ! 4.83 3.90 

ターモナリア XD -25 11 63.8 120 116 
1. 12 

4.72 3.70 
-11 a fïE 目 70.9 146 128 3.39 6.03 
-11 b 1/ 65.1 130 124 3.75 6.02 

キャンプノ
-04 板目 159.1 107 7.31 4.65 
-06 11 156.9 120 110 6.47 3.84 XE -09a fiE 目 141. 4 176 175 

1. 52 
3.44 8.80 

スパーマ
-09b 11 148.9 163 157 3.61 8.45 

-14 板目 194 178 12.00 16.18 

ナ ト XF -16 11 158 158 
1. 36 

9.97 7.23 
一 -09a HE 目 118.9 280 251 6.67 22.46 

-09b 11 117.4 232 206 5.14 12.59 

65.4 132 124 7.94 6.08 

カロフィ Jレム XG ー06 I 11 65.1 126 118 
1. 12 

7.58 6.22 
-09 a I til: 目 69. 占 142 128 5.61 8.99 
-09bl " 70.5 162 144 4.61 9.61 

注) ①および②は表 5 と同じラ

ているが，後者においては，板目材と杭目材の胞が少ない c

初期割れは 2 日の試験とも認められなかった r 乾:操終了時の状態ほ，第 1 回試験の板目材iζ8........10mm

のねじれが生じたが，第 2 回試験は少なく良好であったりまた，落込みも生じなかった。

乙の乙とからアンベロイと同様に，損傷の少ない乾燥容易な|品開;である。

5) キャンプノスパーマ (XE)

2 回の試験いずれも板目村よりも柾目付の乾燥がおそく，第 2ml試験における乾操時間は，第 1 回より

板目材約 5696，柾目材約 40箔短縮している 3

初期割れは条件の強い第 2 [~I試験においても発生せず，乾燥終了Hきの状態も良好であった。

乙れらの結果から初期組度差は 3.5G じが大略適当と考えられ，先の 100 0 C 試験の結果を参考にする

と， 4 0 C までは初期~lJれの危険が少ないと払われるつまた， î也球hhi皮は，第 2 回試験において柾目材の収

縮率(厚さ方向)が培加したことや，乾燥H出国の短縮などを考服して， 50
0

C が適当であろう。乾燥日数

は 10% まで乾燥するのに 9~10日程度で，比較的水分移動の良い樹極である。

6) ナトー (XE)

乙の樹種は先のキャプノスパーマと同ーの条件で試験した c 生材から合水率10%まで乾燥するH年間は，

7 樹種の中で最も長く，第 2 回試験においては，第 1 [司誌!識に比べ板日材 4296，柾目材 34形ほど乾燥11寺
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l市が短縮している。

初j困害IJれは条件のゆるい第 1 回試験!とおい

ても発生しており， 100'C試験の結果も参芳

にすると?供試した 7 司種のなかでは最も顎j

れやすい柑起といえよう。また，第 2 函試験

において 111市ぞり，ねじれが大きく生じ，収縮

率の増加もみられ，特に木取りには関係なく

厚さ方向の収納辛が大きい。

7) カロブィ Jレム (XG)

タウン，ターミナリアなどと同様に柾目材

の詑燥がおくれているが，第 2 団試験におい

て柾目材の乾燥時11司が，第 1 回試験より約 9

あ短くなっている υ

初期割れは弟 1 回試験の柾目材に生じた

が，第 2 回試験では板目，紅白材とも認めら

れなかったJ 乾燥終了時の託いの状態はアン

事そ燥路町1 6 days 110、12，1伊1 10 0. ay5 1 7daysI9..1o ，;伊115-17cl訂51 Bdaysl ベロイ， タウン，キャンプノス/~ーマよりも

;王:一一ー- l 干刑期含決案. ゴツロ-.l ・; : -";[. 1 :1.1Lヨベ

図 1 1. 各樹種の乾燥スケジュール

やや大きく， 5mmのねじれが生じていた。

なお，先の 100"C 試験の結呆では 7 指種の

ほかで一番大きな値を示しており，このとと

から乾燥に際しかなり狂いやすい性質と思われる「これは他の樹種に比べ繊維の ;;d じれが大きいことにも

起因している c また， との木村は温度を高めると収縮率が唱す性質があり(表 5 ， 6)，柾目;けでは部分

的に落込みが生ずる危険があろう亡

以上の結果にもとづき，損傷の発生した条件に対しては修 I正を加え，各樹種ごとに適当と思われる乾燥

スケグュ-)レを作成したの これを一括して悶 11 に示す，ここでは条件修正による乾燥時間の延長，乾燥

むらによる時間延長なども考慮して予測される乾燥時間を併記している。

文献

1) 佐藤庄一・鷲見博史:マラヤ産クルイン材の松浪スケジュール，林筑間報， 221, 109~119， (1969) 

2) 佐藤庄一・鷲見博史:フィリピンJif: レッド ラワン村の乾燥スケジコール， 林試研報， 234, 67.--.... 
77, (1971) 

3) 寺沢 真・佐藤庄一:カリマンタン産 13 樹砲の乾燥スケジュール，林試研報， 218, 175 ~ 195, 
(1968) 
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I1I -3. 回転飽による被削性

(昆 jm)

乙の項目では各樹聴について，切削抵抗試験および切削面の良否判定を基準とする刃先の寿命試験を行

なった ι

1. 試験方法

(1) 試験体の木取りおよび乾燥

切削抵抗試験の供試木は前記の 7樹種であり，各原木から配分図 (1 -2，関 3) の位 iìRを玉切り，前項

帯のとによる鋸断性，図 1""7 の木取りにより厚さ 60mm のひき板としたつまた， 刃先の寿命試験は前

記の樹種から，カロフィルム (XG) を除く 6 樹種の丸太を厚さ 60mm にだらびきした。

これらのひき板は約 2 か月間天然乾燥してから最高温度 60ç. C で人工乾燥し， 含71<率約 10161と仕上

げたc

切削抵抗試験材は，乙れらの人工乾燥ひき坂のなかから‘切削面が追まさ商〈切削函と成長輪とのなす

角度が45土 20つとなるものを選び， I到 1 ，乙示す形状および寸法の縦切削，横切削および木口切削用の 3

種類の試験材を，それぞれの樹穏について 3 枚ずつ 9 枚作った。木口切削の場合は切削幅lOmmとしたう

なお，横切削試験材は前記のひき板を長さ 40mmiζ切り， 切削試験に直接使用される部分には， 接着層

がかからないように接着した。乙の試験材と同時に，試験に直;接民用される部分と同じ成長輪部位から

20mmX50mmX40mmの容積重測定用試験片を作った亡これらに用いたひき板番号を表 1 ，ζ示す。

刃先の寿命試験;けは，前記の人工乾燥ひき板を人工乾燥後約 4 週間実験室内で調湿し，保さ20mmx幅

60mm x 長さ 1 ， 000""2 ， 000mm の寸法に木取りした c 乙のなかから切削商が追まさ木取りで，若しい欠

点、のないものを各樹種それぞれ， 延べ長さ 100m 分 (XCは 75m) をえらび， 25m 分を 50cm ごとに区

分して切削面の評価ffll乙残りの分は刃先の摩耗を進行させるのに使用した。なお，乙れらの試験材と同

時に 20mm X 30mm X 60mm の容積重測定用試験片を作った。

:科書室;~jÆ:門 1)Jr.'

容制 lli:~I:足閉mrt

木口町州都;按村

?で臣il~i'~~全品-h

v含次ヰミ;奇II.J: ~31r 

合水準宋11 :iF黒飢え￡木夜リ

主主旦旦

悶1.弐験片の形状および寸法

(2) 試験材の調湿および容積重

1) 調湿前記の切削抵抗試験材

および容積重測定用試験片は，室湿

20"C ，関係湿度 65;;ぢの恒温恒湿室

内で， 含水率 12 土 2;;ぢを目標に約

4 週間調湿した。切削時の含水率

は，試験直前およびI直後に，各試験

材より切りとった幅 5mm程度の試

験片について全乾法で測定したり刃

先の寿命試験材は，試験材:乙木取っ

てから実験室内で約 6 週間調湿し，

試験直前に Kett-M 8 型針状電極を

用いて含水率を測定した。

2) 容積重切削抵抗試験材にう

いては前記の試験片より供試時の容
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表 1. tJJ Ijリ抵抗試験問挽似

| 挽板番号
樹程 | 試験材番号 |ー←ー 1 ----1-一一

(原木記号〉 ¥}| |縦切削|横切目IJ ，木口切削

アンベロイ 1 1 1 3 1 33  

(XA)|3li  i; |;  

エリマ

(XB) 

-
L

つ
ゐ
勺J

4
・

R
U
7
・

4
5
7
 

A
・

r
J
H
J

タウン

(X C) 

-
&
ヲ
ム
つU

2
4
5
 

2
4
5
 

つ
山
凋
叫a
に
d

タナリヤ

(XD) 

1
2
3
 

Q
U
口
フ
n
u

--‘ 

Q
U
n
y
n
U
 

1
&
 

8
9
0
 

.,
A 

キャンプノスパー

マ (XE)

1
2
3
 

フ
臼
R
U
ぷ
u

ワ
ム
r
J

ぷ
U

2
5
6
 

カロフィ Jレム

(XG) ト i L;JLUi-

qJVA

‘
QJ 

3 
4 
9 

q
U
4
・

Q
d

ナトー

(X F) 

本 ]I -I. 凶 l-ï 参照。

宅貴重および，全乾容t~亘をむ{ij定したむなお，木口切削試験材は，切削長さの両端部分より木取った試験片

から求めた平均値により表示したっ刃先の存命試験材については，前記の容l1t(重測定用試験片から供試|時

の容積重のみを測定したコ

(3) 測定方法

1) 切奇IJ抵抗試験前記の縦切削，横切削および木口切削用試験材を用い， tfq 報(林試研報 No.

190)1) に示す試験方法iとより、 1 刃あたりの送り量を 3.3"'7. 7mm Iこかえ， それぞれ 3 回切削し(木口

河削は 2 回)，ナイフに加わる切 ;'jl]抵抗(主分力)をトルク 11立として記録したっ l 固につき 20 個，計60個

の平均トルク値(木口切削は 20X 2 = 40 11~l)をもって各切削条件の値として切 IJIJ抵抗:ζ換算し， 1 刃あた

りの送り量 f (cm) と単位I陪あたりの切削低坑 P (kg/cm) の関係から， 実験式 p= α+αifß の定数

a， α および指数 β を決定した心

2) 切前面の良否判定を基準とする刃先の寿命試験 前記の試験材を用いて，所定の条件で1) 切 ~Ijを繰

り返し，切削材長 O. 100 (75) , 300 (225) , 500 (375) ・…・・m の各時点で，切I'jl打出の評価用試験材を切削

して欠点、率を求めた c この欠点率 D (%)と切削材長 L (m) の関係から，欠点率 70% Iζ達したときの

切首IJ材長を内挿法iとより求め，刃先の寿命指数とした c

2. 試験結果および考察

(1) 切削抵抗試験

切削抵抗試験の測定結果を凶 2"-' 81ζ ;j‘す c また，これらの結果を各原木ごとに総括して表 2 に示す。

乙こでは実験式の指数 β は!まほ 1 とみなしうるので， 。および α のみを示した。
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刀口 7 f ).. L. 、文 GI
表 2.

1 切削 1
樹種(原木記号) I |方向

nu

‘vunu 

q
叫
フ

-
t
h

アンベロイ

(XA) 

L
T
C
 

18.0 

'0.0 

エリマ

削 14.0
人口 1月九 l

11;).1 F -ì.C/, , 9.7'~ t 
N:).2 I ・ ?.'r~ ，. 9.G7 i 
t'.c.3 F ・ 7.50' :2.2� t 

(XB) 

L
T
C
 

1ιo 

:Jl 

1'1..・ 2.0

タウン

(XC) 

L
T
C
 

主主

咽
・h
d

ターミナリア

(XD) 

L
T
C
 

キャンプノスパーマ

(XE) 

L
T
C

一
L
T
C

一
L
T
C

ナトー

(X F) 

0.1 ().2 α3 % 0ベ

1 NI. 宅リ ;i 11 リ :jl ~ (,:n) 

カロフィルム

(XG) 

注) L , T , C; 縦切削，横切削，木

図 8. カロフィルム (XG) 材における 1 刃あた
りの送り盤 (f) と切削抵抗 (P) の関係

以上の結果から

1) 供試原木 7 個体全部について) 1 刃あたりの送り量f(cm) と，切削抵抗 P (kg/cm) の関係は実

験式 P=a+ αf であらわされる。

2) 乙の実験式の定数 α の値は縦切削において，ナトー〉カロフィルム>タウン>アンベロイ>タ

ーミナリア>キャンプノスパーマ>エリマの頂位であった c アンベロイが比較的経いのに α の値が大

きいが，これは繊維が長く切削時!C 切り屑が:披削材について残り，次の切削時にカッターヘッドピ当たっ

てトルク値を大きくするとともに，ナイフの先端に切り屑がついたままの状態で回転し，次の切引をする

ために、チップマークとなりやすく，より大きなトルク値となってあらわれるためと考えられるむなお‘

乙の傾向はタウンの辺材部も同様であった。

2) 切奇IJ商の良否判山を基準とする刃先の寿命試験

刃先の寿命試験結果から切削材長 L (m) と欠点字 D (箔)の関係を求め) I司 9"'14 に示す。

同図から欠点率 70% :ζ述したときの切首IJ材長を刃先の寿命指数として表 3:<::示す。

以上の結果から

1) 切削材長は表 3 にみるように， アンベロイ>タウン，エリマ>キャンプノスパーマ>ナトー>

ターミナリアの関係である c ターミナリアは 1 刃あたりの送り量を 2.0mm とする乙とによって，函 12に

みるように欠点率 105揺がj後まで下った c

2) 供試 6 樹種のうち， アンベロイ， タウンおよびターミナリアでば，切削初期に発生する逆目ほれ
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切削抵抗試験結果

切削時含水率 | 容 積 重 (gfcm2)

瓦J'31j 前|一日百十五-I~げ-供え瓦全乾時 '-a,- ~ 
12.3"-'13.7(13.6)1 13.4.......,13.8 (1 3.6)1 13.61 0.41.--....0.43(0.42)1 0.38.......0.40(0.39)1 0.681 3.41 
11. 5~1 1. 9(11. 7)1 11. 8......., 12.2(1 2.0)1 1 1.引 0.41 ......，0.43(0.42)1 o. 3S.......0. 40(0. 39)1 0.421 1. 11 
10.7......,11. 5(11.2)11 1. 4......, 11. 6(1 1. 5)1 1 1.司 0.40.........0.42(0.42)1 0.37........0.40(0.39)1 7.081 6.51 

12.1.........12.2(12.2)114.5'"'-'16.7(15.3)1 13.810.36.--....0.40(0.38)10.33.......0.36(0.35)1 0.98: 2.13 
11. 6----12.0(1 1. 8)113.1 ......,15.4(14.6)1 13.210.36.--....0.40(0.38)10.33.......0.37(0.35)1 0.43, 1.26 
10.8----12.0(11. 6)1 10.9.......,12.4(1 1. 8)1 11. 71 0.38----0.38(0.38)1 0.35.........0.35(0.35~ 7.0~ 5.40 
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図 9. アンベロイ (XA) 材における切

削材長 (L) と欠点率 (D) の関係
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表 3. 刃先の寿令試!波結果

1 合 水 率 | 供試時容積疋 |切削材長
(免) 1 (g/cm2)i(m) 

アンベロイ (XA) 1 10.7"'-'12.6 (1 し 5)1 O. 3é~0. 44 (0.41)い， 500以上

エリマ (XB) 1 9.2"'-'13.5 (1 し 1)1 O. 33~0. 44 (0.38)い .280~1 ， 305

タウン (XC) 1 7.5"-'11.5 (9.4)10.43----0.74 (0.63)い予 125以上

ターミナリア (XD) I 8.8~l2.5 (11.0)1 O.44~0.65 (0.58)10 

キャンプノスパーマ (XE) 1 10.9"'-' [4_!J (12.2)1 O.42~0.57 (0.51)1925........950 

ナトー (X F) 1 11. 0"'-' 13.5 (11.2)10.6/""'0.74 (0.71)1370........39.5 1 送目ぼれなし 3

考

毛羽立ちなし。

毛羽立ちなし。
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'
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極(原木記号)樹

による欠点宰にあまり変化がないが，他のエリマ，キャンプノスパーマ，ナトーは切削材長の変化ととも

:こ毛羽立ちが発生し，欠点率を増加させる。このうちエリマ，キャンプノスパーマは，逆目 iまれが切削材

切削材長の増加にしたがい急切j削初Jttjの切削百は非常によいが，

長とともに減小していく傾向にある。

ナトーは，図 14 にみるように，3) 
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述!と毛羽立ちによる欠点率が増加する仁ゆとれは繊維の方向 (I!日目切 j~lJ)によって発Lとするものではなく，

~'J I jの囚子によって刃先の序回が大きいためと考えられるじ

なお，アンベロイおよびタウンは，それぞれ切削材長が 1 ， 500m 以上，およこf 1, 125m 以上と記載しで

あるが(表 3 )，供試討の量の関係で，これ以上の切削ができなかった。 したがって， 刃先の寿命は法定

できなかった乙とを意味する ο

4) 甫洋材の刃先の寿命を考えたとき，ナトーは寿命の短いグループに， タ-~ナリアを除く 4 品JH:

は，中以上のグループにはし、るものと足、われる。ターミナリアは， 1 刃あたりの送り量 3.0mm では，ご

く短いグループに:品、るが 2.0mm とすることによって刃先の寿命を延長することができる υ

文献

1) 星 通:サラワク産レッド メランチ類木材の凪転抱における被 jjlj性試験(調洋材の回転抱におけ

る被剖性試験第 1 報)，林試研報， 190. 150~160， (1966) 

皿-4. ひき板接着性

(議J~.利 l夫・菅野蓑作・千葉保人)

。き板接着性として 6 種類の接着剤により，初J~H主主i性能， j耐久{安打-1':1惜の試験を行なった。

1. 試験方法

(1)供試材料

1) ひき板

供誠司・は前記の 7)樹種である B 版本を配分|立\ (n -2 , [~~\ 1 )のようにμ さ 100~150cl11に玉切り， I叶 1

,..._, 7 iζ示す位置からバンドソーを用いて， nさ 2.5cm のひ・き板を完取した。ひき仮は人工乾燥をおこな

い，プレーナー加工し，厚さ 2.0cm，師 1 1. Ocm，更さ 37.0cl11の洪式ひき仮を準備した 3 ひき板のか1エ

キi'J度は前報2) と同様であるつ

2) 接着剤

レソ勺レシノール樹脂議着剤，フェノール樹脂接着剤，ユリア樹脂接岩舟1]，酢酸ピニル樹脂エマルジョン

政-n剤およびカゼイン接着剤の 5 l丑類を佐川した J これらの銘柄，諸事i:TJはT下j叩と|司純である c

510相m 一一一一+

図1. アンベロイひき板の採取位位

(斜線部)

640 
腕刊

6'20 相凧 ー一一一一う

図 2. エリマひき板の採取位置

(斜線部)
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470 
何c<，.. 

640 
刊刷
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図 3. タウンひき板の保取位置

(斜線部)

6∞ 一一一一令

図 5. キャンプノス)-<:ーマひ舌

板の採取位置(斜線部)

(2) 供試案成材の哨製

前t己供試ひき板を樹程ごとに 3 枚積層桜台し，

各接着剤 lζ対して 2 組調製した。

1) ひき板の組合せ

前報と同様であるじただし，材料のつごうで天

理については追柾材を用いたじ

2) 接着時のひき板合7.k率

ひき板含水平は全乾法および含水率計にふって

測定計算した合その結果を表 1'"'-' 5 に示すc

3) 接着剤の調製および接着剤の塗布

前報と同様であるい

710 明柁 一一一一一う

図 4. ターさナリアひき板の採取位置

(斜線部)

760 
惜相

l 
<一一一一一 630 . ."..",. 一一一一一う

図 6. ナ卜一ひき板の採取位置

(斜線部)

640""札 一一一一一一う

直 7. カロフィルムOき板の採

取位置(斜線部〉



表1. レゾルシノーJレ樹脂接着剤!とよる接着条件と按者試験結果
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74 ノー Jレ樹脂接着剤の接着条件と接着式験結果

I _ ,1 _ I h ,', . , 1" _' _L ,1 ...,. I キャンプ'ノ | 
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し
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4) 圧縮条件

図 1~5!と示す。

(3) 接着性能試験

按着性能は常態における初Wll長者性と，接着層のはく離を促進させる耐久接打性とについて試験したc

各供試材の図 8 :ζ示す位白から，それぞれ試験片を摂取し試験した η

1) 初期接着性試験

ASTM D 805 に準拠する常態プロックせん断試殺を行ない， せん断接着強さ，木部被H~í'率および含水

率をそれぞれ測定計算した。

2) 耐久接着性試験

A法 集成材の日本山林規格に規定されている造作用集成材の規格を適用し，浸せきはく離試験を行な

い，処理後の接着屈のはく離率を測定汁算した=

B法 ASTfvI D 1101-53 に準拠する屋外用集成材の乾湿くり返し試験を行ない， 接着周のはく離率を

測定計・算した。

2. 試験結果

試験の結果を一括して表 1"'-' 5, I立1 9 "'-'13 

および写真 1 "'-' 2 に示すc 木部破断率，はく

離率を 3 区分 i己分類評価し， 表 6"'-'7 に示

すコ

(1) 初期接着性

1) せん断接着強さ

白日円円コlI阻
図 8. 試験片採取{立問

(~;í!旬，')

今回行なった 7 樹騒のせんl析接着強さを， 220 

各接着剤ごとにそれぞれ北海道産材のせん断

接着強さおと比較し検討した。ただし，酢酸

ピニル樹脂エマルジョン接着剤については，

本邦産ミズナラ材1) と対比し検討したコ

レソツレシノール樹脂接着剤・フェノール樹

指接着剤:北海道産材!と比して同等の値を示

Lた 3

ユリア樹脂接着剤:北海道産付と同様の接

着性能であったのただし，ターさナリアは気

乾容積重と対比してお:干低い11立であった。

カゼイン接着剤:前記レソ勺レジノ-)レ樹脂

接着剤，フェノーjレ樹脂接着剤と同様に良好

な値であった。

酢設ヒーニJレ樹脂エマノレジョン接着剤:本邦

産ミズナラ材に比して全樹種ともイ邸、値であ

った。
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木部破断率

レゾルシノール樹脂接着剤:全樹種とも平均値が96%以上の満足な，値であった c

フェノーjレ樹脂接着剤:カロフィルム以外の樹葎は平均値が90%以上の良好な値である。刀ロフィルム
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XA・H ・ H ・..アンベロイ

XB... ・ H ・-・エリマ

XC………タウン

XE………キ十ンプノスバーマ

-ha 
ナF

 
X
 XG………カロフイ Jレム

XD... ・ H・..ターミナリア

写真 1. ASTM D 1101 による試験後の試験J~' (レゾルシノーJレ樹脂接着剤〉

XA………アンベロイ

XB ・ H ・ H ・-・エリマ

XC………タウン

XE... ・ H・..キャンプノスパーマ

XF………ナトー

XG....…・・カロフィ Jレム

XD'" ・ H・..ターさナリア

写真 2. ASTM D 1101 による試験後の試験片〈フェノール樹脂接着剤〉

表 6. はく離率による耐久接着性の評価

孟?寸土|ァ…トリマ|タウン 117lfdノ l ナト- [f ロフイ Jレ
レゾルシノ-)レ樹脂接 + + + + + ー」 ...L 

着剤

フェノーJレ樹脂接着剤 + 土 + 土 土 ー」 + 
ユリア樹脂接着剤 + + + + + 十 + 
酢ジ酸ビ、ニ着Jレ樹剤脂エマ Jレ
ョン接

カゼイン接着剤 + + + + ...L + 

注) +はく離率の平均値が1096以下のもの。

±はく離率の平均値が10%，をとえ3D%，以下のもの。

ーはく離率の平均値が3096をとえるもの。
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表 7. 木部破断率による初期接着性能の評価

戸ぃ--!:~}二戸二I-;~-~-n~'; I長三~I 瓦J工 I~ ロフィ Jレ
着レ剤ゾルシノール樹脂接 + + + 

フェノー Jレ樹脂段着剤 + + + 
ユリア樹脂接着剤 1 + + + 
酢ジ酸ピニル樹印l脂エマル
ョン接着 + 

カゼイン接着剤 十 + + 
一 一一ー・

注) +木部破断取の平均値が90%以上のもの。

土木部被断率の平均値が90%未開jで75%以上のものの

ー木部破断率の平均値が75%未満のもの。

は若干低い値であった。

+ 

+ 
+ 

+ 

ユリア樹脂接者剤:全樹種とも平均値が90%以上の高い{直であった。

+ + + 

+ + + 

+ 十 + 

土 + 

酢酸ピニル樹脂エマ lレジョン接:iO:Íi剤:アンベロイは良好な値であるが， 他の樹種は不満足な-fi直であっ

たコ

カゼイン接若剤:アンベロイ p エリマ，タウン，ターミナリア，ナトーは良好な値である。キャンプノ

スパーマ，カロフィルムはこれらの制種よりやや低い値であった 3

(2) 耐久践者性

1) A 法

ユリア樹脂接着剤:全樹極とも良好な値であったむ

酢竣ピニノレ樹脂エマルクョン接，庁斉Ij :全樹脂が非常に不満足な値である。

カゼイン接着剤:ターミナリア!立高いはく離率であるが，他の樹種は良好な4値である 3

2) B 法

レソ勺レシノール樹脂接桁剤:全出極が良好な (1直であるつ

フェノーノレ樹脂接着剤:アンベロイ， タウン，ナトー，カロフィルムは良好な値であるが，エリマ，タ

ーミナリア，キャンプノスパーマはやや前記樹純より低い値である 2

以上の結果から，ニューギニア，ソロモンl主 7 樹碕のひき板接着適性を総合的に評価すると，レゾJレシ

ノー Jレ樹脂接着斉Ijを使用した場合は非常に良好であり，問題はない。フェノーノレ樹脂接着剤も支障はない

と思われるが，ターモナリア，キャンプノスパーマはやや耐久接着性の点からみて慎重に接着をおこなう

必要がある。ユリア樹脂接者印!は良好であるつ Iqit:酸ピニル樹脂エマノレジョン接着剤は乙の樹種の接着には

適当でない。これは前報にも乏したが接着剤の凝集力，比接着が十分でないための影響とJ忠われる。カゼ

イン接着剤は，ターミナリアが耐久技者性について難点があるが他の樹種は良好である。

以上の結果から次のようにいえる，すなわち，今回の 7 樹種コレゾルシノール樹脂接着剤，フェノール

樹脂接者剤，ユリア樹脂接着剤による接着↑11:は良好と認められる。カゼイン接着剤は，ターミナリア以外

の樹種は接着性良好と認められる。円í，酸ピニル樹脂エマルジョン接着剤は今回の樹種の接着f: は適切な接

着剤とは認められない ü
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ITI-5. ロータリー単板切削

〈木下叙幸・太平裕)

この項目では，前記 7 樹種について，次の試!設を行なった弓

1. 材質試験供試樹種の性質をみるために，曲;ず，かたさ，引張試験を行なったよ

2. 切削試験 ベニヤレースで lmm単板を切月IJ し，裏割れ発生におよぽすノーズパーの校り，原木に

対する煮沸前処理の影響をしらベた。また，肉眼iとより単板表而の切削状態を観察した。

1.試験方法

前記 7 樹種の原木配分図において.ロータリーと記されている部分から長さ約 30cm の材 3 個を玉切り，

その内 1 値を材質試験， 2 個を切削試験にあてた。

(1)材質試験

白げ試験片は llcm (接隷方向) x 0.5cm (半径方向) X 2 cm (識維方向)の寸法のものを，辺，心材

の邸界から謝心:と向かつて半径方向約 10cm の幅にわたって 10 悶とり， 乙れを 1 組として， 繊維方向に

表 2. 曲げ試験結果

煮 沸 条 樹 ;種 i 試験ば| × 103E(k。glcm2) 

60CC-48hr. ア ンベロ イ
エ .マ 10 2.26 (1.60~2.94 
タ ウ ン 10 4.77 (3.56~5.26 
ターさナリア 10 4.74 (4.00~6. 12) 

キャンプノスパーマ 10 
ナ ト 一 10 6.50 (5.37~7.52 
カロフィ Jレ i為 10 4. 10 (3.87~4.33 

75CC-48hr. ア ンベロ イ 10 
エ ーマ 10 2.2970~2.87) ) 
タ ウ ン 10 4.77 (3.66~5.43 
ターモナリア 10 4.82 (3.83~6.40) 

キャンプノスパーマ 10 251F279j 
ナ ト 一 10 6.27 (5. 10~6.95 
カロフィ Jレム 10 4.26 (3.6?~4.83 

90CC-48hr. ア ンベロ イ 10 2.070( ( ( .94~223) 
エ -マ 10 2.26167~2.89>) ) 
タ ウ ン 10 4.77 (3.24~5.65 
ターミナリア 10 4.57 (3.27~5.55 

キャンプノスパーマ 10 2.49((2.2S~2.80]) 
ナ ト 一 10 6. 12 (4. 96~7. 05 
カロフィ Jレム 10 4.42 (3.83~5.06 

Eo: 無処理時!とおけるヤング係数。

σ1nax: 煮沸処理をしたときの ritlげ強さ 3

Ee: 煮沸処聞をしたときのヤング係数っ
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11 非Ilの試叫を作った?各組の試験片について，それぞれ無処理時， 60
8 C , 750 C , 90

0 C-48hr. 煮沸処理

時における曲げヤング係数， 曲げ強さを求めた c かたさ試験片は 4cm X 4cm X 4cm のす法のものを樹

心方向に 3-----4 個とって 1 組とし， 乙れを繊維方向に 3 組とって，上雪己曲げ試験の場合と同じ条件で煮沸

処四を行ない，プリネルかたさの測定を行なったコ測定は， 1 個の試験片の板目面，まさ目面それぞれに

ついて 3 点行なった。横引張試験は 11S Z 2112 により行ない，各樹極あたり接線方向と半径方向の試験

事
前ι

F
f
 

樹

アンベロイ (XA)

エ マ (X B) 

タ ン (X C) r'7 
ノ

ターミナリア (XD)

-ドャンプノスノ Pーマ (X E) 

ナトー (X F) 

カロフィルム (XG)

表1. 曲げA験結果 (1!!~処理材)

容マ謀説乾)1l 試験片数 I ~1ぷ(fjゑ湾|曲 (4lA) さ
0.37 2.07 27.9 

(0.36.........0.37) 
10 

(1. 94.........2.23) (25.5""-' 31. 1) 

0.34 
9 

2.13 34. 7 
(0.32-----0.37) (1. 62.........2. 50) (25.5---'" 47.2) 

0.57 
10 

4.82 79.6 
(0.54.........0.60) (3.45.........5.49) (63.1.........102.3) 

0.49 
10 

4.90 80.3 
(0.42.........0.55) (3.66---...6.06) (63.4---...103.6) 

0.47 
10 

2.93 56.8 
(0.45.........0.50) (2.69.........3. 11) (52.1""-' 62.0) 

0.69 
9 

6.23 74.0 
(0.67.........0.70) (4.90""-'6.97) (55.7....., 86.0) 

0.57 
8 

4.26 66.1 
(0. 56.........0. 58) I 

(3.67.........4.83) (57.0......... 77.5) 

CtU~i~処理材〉

、
‘
，
，
こ

向
“
-m

一cｭ
'
"
 
t
 

h
hぬ
一

。
。
nuｭ

-
t
;
・
・

×
一

1.62 (1.54.........1.74) 
1.お(1. 31---"'2.25)
3.72 (2.65.........4.30) 
3.79 (3.18.........4.86) 

2.23 (2.04.........2.51) 
4.30 (3.56.........4.88) 
2.88 (2.51.........3.15) 

Ec/Eり (σkmgαjz cm2) 

ぺ23. 1 ......... 却 9j
0.77 80.74~0.82 33.5 (24.4.........43.0 
0.78 (0. �4..........0. 82 69.9 (56.7.........90.7 
0.80 (0.74.........0.86 69 4.752.4~81.7A 

0.72i (0.65~0.76>i 52.8 (49.1.........57.6) 
0.66 (0.61.........0.72 72.0 (60.2.........83.2 
0.70 (0.65.........0.76 57.7 (52.9.........62.7 

0.62 (0.55.........0.66 29.0 (21.3.........39.0 
0.60 (0.53.........0.64 63.5 (50.2.........77.5 
O. 65 (0. 60.........0. 77 59.4 (51.0.........77.0 

0.52(((C51~0.55) } ) 40 0 <(36.0~43.0)) 
0.50 (C.48.........0.54 60.3 (50.4.........69.3 
0.50 (C.43.........0.55 54.8 (49.9.........63.3 

i j 
0.53 (0.49.........0.60 26.6 (19.5.........32.9 
0.48 (0.44-----0.51 57.0 (48.8.........66.4 
0.51 (0.48.........0.55 56.3 (42.7.........70.9 

0.47 (0.42.........0.52 59.9 (52.1.........64.8 
0.33 (0.23.........0.44 26.6 (17.0'""'-'40.0 

1.27 (1.18......... し 56)
1. 43 (し 06......... し 79)
2.86 (し 95.........3.27)
3.15 (2.75.........3.86) 

1.ふ 1 (し 20......... 1. 46) 
3.15 (2.55.........3.76) 
2.11 (1.81.........2.33) 

1.0� (1.00.........1.20) 
1. 19 (0.92.........1. 44) 
2.29 (1.56.........2.76) 
2.34 (1.73.........2.91) 

1.11 (1. 01......... し 20)
2.86 (2.15.........3.24) 
1. 46 (1. 15.........1. 98) 
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表 3. かたさ
『冒ー ー『 ・‘守干 F

板 自
煮沸条件 樹 種

Ho (kg/mm2) Hc (kg/mm2) 

60
�
C-48hr. ア ン dぺロ イ

エ .マ 0.68 (0.35~1.00 0.62 (0.33~0.90 
タ ウ ン 1.38 (0.95~1.95 1. 18 し 00.-....- 1. 55 

キターミナリア 1. 19 (0. 95~ 1. 50 1. 01 (0. 80.......__1. 20 
ャンプノスパーマ 0.75 (0.60........0.85 0.53 (0.41へ心.63

ナ ト 一 1. 91 (1. 75........2. 15 1. 61 (1.45.........1. 95 

i カロフイ Jレム 1.63 (I. 20.-.....2. 30 1. 35 (1.05.........1. 55 

7SCC-48hr. ア ンベロ イ
エ .マ

タ ウ ン 1.19((1.00~l.40) ) 0.87 (0.70.........1.05) 

キタープミナリア 1.46 (0.95.........2.00 1. 02 (0.75.........1.25 
ャンノス/'fーマ

ナ ト 一 2.18((1.85~2.50) ) 1.30((1.00~1.45) ) 
カロフィ Jレム 1. 58 (1. 15........ 1. 80 1. 03 (0.75.........1. 20 

;…) エ 1) マ 0.56 (0.35.-.....0.95 0.36 (0. 25.......__0.56 
タウン 1. 17 (0.90........1. 45 0.65 (0.55.........0.85 

キタープミナリア 1.22 (0.90~1.60 0.68 (0.45.........0.80 
ャン ノスノfーマ 0.84 (0.65.........1.05 0.41 (0.37~0.48 

ナトー 1. 90 (1. 35.........2.35 1. 01 (0.85.-....-1. 20 
カロフィ Jレム 1.27 (1.00.........1.65 0.67 (0.50.........0.80 

Ho: 無処理時におけるプリネ Jレかたさ。 Hc :煮務処理を行なったときのプリネルかたさ。

表 4. 引張試験結果

接 事事 方 向
樹 種

iσmax (kg/叫 1σp (kgJcm2) εP 10-2 ε宵t也x 10-2 

ア ン r、、~ 

ロ イ
10.8 0.43 28.5 2.14 

( 8.1.........12.6) (0.35........0.48) (28.1.........29.0) (1. 96.........2. 48) 

エ .マ
12.6 0.50 31. 4 2.18 

( 8.2.........15.4) (0.39.........0.62) (28.3.........33.5) (1. 58.........2. 76) 

タ ウ ン
19.8 0.42 48.7 2.45 

(15.1.........23.7) (0. 32.......__0. 55) (41. 9..........54. 7) (1. 67.........3.57) 

ターミ ナ ア
15.9 0.30 47.3 1. 33 

(12.4.........20.2) (0.22.........0.42) (38.7.-...-55.3) (0.88.........1. 64) 

キャンプノスパーマ
21. 4 0.44 48.8 2.30 

(15.1.........25.0) (0.28.........0.64) (46.7.-...-50.5) (1. 84.........2.70) 

ナ ト
20.6 0.33 57.5 1. 92 

(17.6........22.9) (0.28.........0.41) (53.2.........61. 9) (1.85.........2. 16) 

カロ フ ノレ ム
19.4 0.35 48.3 15.2 

イ (15.0.........22.4) (0.25.........0.40) (46.7.-...-50.2) (1. 44.........1. 56) 

I1p: 比例限応力. Ep: 比例限ひずみ， σma:r :破壊時応力， εm仰:破壊時ひずみ. E: ヤング係数



南洋材の性質 17 (研究資料) (木材部・林産化学部)

の試験結果

j~.---I一一二一 ま

品川 | 
面
一一

、
、
，J

-
。

a
一
m

一
m

-
J
'
t
 

目
一
同

-
r
t
、

-
肉
。一
H

さ

-171-

Hc/H.。

0.80 0.97 
0.91 0.46 (0.30~0.65 0.37 (0.21~0.43 0.80 
0.86 1. 19 (0. 90~し 70 1.16 (0.85~1.50 0.93 
0.85 1.04 (0. 75~し 40 0.92 (0.60門Jl.25 0.89 
0.71 0.59 (0.55~0.65 0.52 (0.42~0.64 0.88 
0.84 1. 54 (1. 35.........1. 80 1. 24 (0.80..-.....1. 50 0.81 
0.83 1.49 (1. 30~ 1. 80 1. 18 (1. 00~ 1. 50 0.79 

0.73 1.27((0.95~1.45) ) 0.95 (0.85~1.25) 0.75 
0.70 1. 29 (0. 85~ 1. 55 0.82 (0.60---....1. 15 0.64 

0.60 1.63(( し 40~1.90)) 1. 17 (1. 00"-" 1. 30) 0.72 
0.65 1. 38 し1O~1.75 0.95 (0.80..-.....1.15 0.69 

0.67 0・ 288・却へ435j 02l jom425j 0.75 
0.64 0.45 (0.35~0.55 0.30 (0. 19~0.38 0.67 
0.56 1.23 (0. 85~し 70 0.66 (0.40~0.90 0.54 
0.56 1.06 (0. 6O~1. 60 0.60 (0.35~0.85 0.57 
0.49 0.70 (0.60.........0.80 0.48 (O.38~0.64 0.69 
0.53 1.42 (1. 15円J 1. 70 0.79 (0.60~0.95 0.56 
0.53 1.07 (0. 75~ 1. 40 0.65 (0.55~0.75 0.61 

ー

〈横引張試験)

半
一一一一一ー一一一一一一一一 一一一一

向f杢 方

E 108(kg/cm2) 1 E 103 (kgjcmll) 

2.48 
(2.32-----2.62) 

2.50 
(2. 00~2. 77) 

4.75 
(3.85-----5.32) 

5.30 
(4. 75~5. 95) 

4.91 
(3.83~5.84) 

6.18 
(5.54"-'7. 12) 

σp (kg/cm2) Iε11 10-11 

27.5 0.55 
(25.1"-'30.3) I (0.48~0.61) 

23.5 0.53 
r (21. 0~29. 5) I (0.43.......0.62) 

36.7 I 0.56 
(35.0"-'38.1) 1(0.49"-'0.64) 
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50.5 I 0.45 
(45.2~58.1) ! (0.37.......0.55) 

(5.2J:ど三去:しい%均5の) Iド(3O:記と2:主L5U7山幻 M刊) 

|σmax (kg I cmll) 

52.5 
(49.4........54. 1) 

46.4 
(41. 4"-'54. 5) 

74.9 
(71. 1........78.6) 

75.9 
(73.2~79. 1) 

84.8 
(81. 1~89. 2) 

104.3 
(96.7"-'107.8) 

80.6 
(77 . 8---82. 2) 

εmax 10-11 

1. 43 
(1. 25~ 1. 52) 

1. 33 
( 1 • 20........1. 5 1 ) 

1. 89 
(1. 53........2. 38) 

1.17 
(1. 12~ 1. 34) 

1. 56 
(1. 34~1. 74) 

1. 35 
(1.08"-' 1. 58) 

5.04 
(4.75~5.37) 

4.40 
(3.95.......5.11) 

6.60 
(5.87-----7.31) 

7.97 
(7. 17"-'8.88) 

8.75 
(7.95........9.42) 

11. 2 
(10.0"-'12.5) 

1. 53 8. 10 
(1. 36~ 1. 76) I (7.67~8.46) 
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樹種

表 5. 切 '1:削試

無処理材

沼口水平方向絞り

0 彪 I 5%  1 10 

哀別れ率|哀割れ悶陪|誕割れ本 i 裏手~jれ間隔|裏割れ率
(労) 1 (mm) (96) I (111m) I て%)

40.9' I O. 92 39. 4 I O. 83 I 29.3 
(34.5--...-47.6) I (0.86----1. 02) I (34.8",-, 45.4) I (0.75........0.89) I (23.9........31. 9) 

61. 3 I O. 75 68. 6 o. 73 66. 4 
(47.5--...-71.7) I (0.66........0.87) I (49.7........80.3). (0.66----0.82) I (46.9"-'83.0) 

アンベロイ

エ 1) マ

タ ウ ン
24.6 0.89 

( 17. 1........32. 4) (0.80........ し 05)

65.4 0.91 
(59.9 ,,-,70.5) (0.69"-'1. :0) 

25.8 0.55 
(之2.9""';32.5) (0.47--...-0.61) 

35.8 0.60 
(28.2........46.2) (0.49"-'0.71) 
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ターモナリア

キャンプノス/~ーマ

36.5 0.62 I 28.0 
(31. _4........42. 8) I (0.54........0.68) I (23.0........3 1.長)

47.<1 , 0.59 42.4 1. 0.58 I 37.3 
カロフィノレム i (40.5........54・ 4) I (0. 47:'Õ・ 71) I (31 ・ 3........58 ・1.) I éO.46:'叩) I (24・ 0"'56.8) ! 

単板送り尽き: 102 mm，刃物角: 21 ü，逃げ角:約 1"n 

ナ

片を 6........14筒作った。なお，カロフィルムについては原木不良のため 3個の試験片しか川意できなかっ

たc 試験片の採取位れは試験片中央部が原木半径の約70% (樹Jむから)の位置になるようにした。なお，

-破壊時ひずみはグラフ上から求めたものである。

(2) 切可IJ 試験

単板切 lïlJ ばナイフ長 45cm の小型ベニヤレースで行ない，用意した 2 個の玉切材のうち I個を1!lt処理時

で， 他の 1 個を 90"C-48hr. の条件で煮沸して単板を切ìjlj した c 切削条件ば次のとおりである。単板の

送り厚さ: 1. 02mm，刃物角: 21 ~，逃げffJ :約 1"，ノーズパーの絞り(刃口水平方向) :単板厚さに対し

て 0% ， 5%, 10%。哀ilirJれ測定のため試料は同一切削条件について 10 悶用意し，各試験片について木口

而 10mm 内に発生している割れの深さ，およびその問隔をずベて測定した u

2. 試験結果

(1)材質試験試験結果を表 1........ 4 に示すっ

(2) 切削試験試験結果を表 5 に示すn

各樹種についての Ili仮切 j'j!jの概要を以下にのベる η

アンベロイ (XA) 貯本時に原木木口面にカピが発生しやすく， 単板表面!と黒色の変色部があらわれ

る， ']~処肉付での誕百IJh率はが~4096 とやや大きいが、ノ一見山ーの絞りをiò%にセらトするとと lどより，

裏割れ率は30~話程度ま支低下させることができる久

エリマ (XB) 一般的な傾向として日材ほど哀古iJれ率が jir;:jい11自をす:すが?エリマの場合軟材の部類に含

まれるにもかみわらず無処抗日i寺の哀;I~IJれ率ば60劣と刻化哨く特異な傾向を示す。ノーズバーの絞りを

大にしても点割れ率を低下させることはできず，また煮沸処理を行なっても哀割れ率の低下(ま期待できな

いものと考えられる c しかし切!羽田の切削状態は良好であるわ

タウン (XC) 裏書IJれの発生程度，もIJ削面の状態からみて，単坂切削に対して適木だと考えられるコ
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験結果

煮 idll (90
0

C ~ 48 hr) 処 理 材

刃 口 水 平 方 向 4主荷)(. り

% 10労

昌之割(mれm間〉隔 義割(タ3れ)率 I 長割(111れmlu)ll同 長訓(%れ)率 l 長割(mれmiii〉l隔 高割(%れ〉率 I 哀害(mllれ11I1ia) l涌

0.56 
(0.50"-'0.63) 一 一 一 一 一

0.67 
(0.60'"'-'0.76) 一 一 一 一 一

0.79 
(0. 71~0.95) 一 一 一- 一

0.71 47.1 0.83 41.7 0.75 37.3 0.68 
(0.65~0.80) (40.3........53.1) (0.63........0.99) (36.3........49.2) (0.65""'-'0. 85)i(25. 6........44. 1) (0.46~0.95) 

0.61 
(0.54,,-,0.77) 一 一 一 一

0.51 47.8 0.83 43.0 0.73 41.9 0.63 
(0.44 .-....,0.57) (38.2"-'54.6) (0.68-.....1.00) I (34.7 ,.....,54.1) 1(0.53-.....0.91)1(35.5"-'47.2):(0. 副 ........0.76)

0.60 40.7 
(0.37 .-....,0.83) (30.4""'-'60.0) (0.78""'-'1.21) 1 (22.6"-'38.5) 1(0.63"-' 1. 11)1(25.7"-'38.3)1(0.59........ 1. ω 

ターミナリア (XD) 逆目ぽれがやや認められ，切九IJrf1Îの状態は良好でない。無処理時での裏lílJれ率は

65% と高い値を示すが，これはノーズパーの絞りを 10箔にし， 90οC-48hr. の煮沸処理を行なうことに

より 40%程度にまで低下させることができる。

キャンプノスパーマ (XE) 無処理時における裏割れ率は25%と低いが，逆目ほれがやや多くあらわ

れ，ノーズパーの絞りを大きくすると表割れが発生する円一般に切削長が長くなると，刃物の摩耗が他の

樹種に比較して非常にはやく，それにともなって単板表líITも極端に恋化するといわれているむ

ナトー (XF) 無処理時での裏割れ率は約35%を示し，ノーズパーの絞りを大きくすることによってや

や減少がみられるが，煮沸処理を行なうことによって減少させることは|封難である。切削却に軽度のけば

だちが発生する 3

カロフィルム (XG) 交錯木理の程度が大きく，逆目ぼれの発生程度が大きい。裏t，-1Jれ率は無処理lI!jで

約5096であるが，ノーズパーの校りを10%にセットすることにょう 4096程度まで，さらに煮沸処理を行な

うことにより 30%程度にまでは低下する。

ill-6. 単板の乾燥性

(筒本卓造・久III卓興)

単板の乾様性として高温一二)Ë条件におゆる乾燥時iι 収縮率および狂いの程度をとりあげている c

1.試験方法

供試木は冒頭に示した 7 樹.随 (XA-----XG) である υ 木取り配分図のロータリーとしτている部分から長さ

約 35cm の丸太を玉切りし，無処毘材・と 90 0 C で 48 hr. t.í: i~l\処理した材を，それぞれ厚さ約 1 Iﾌ.1m (送り

厚さ1. 02mm) に切削した。

供試単板のとり方，乾尿方法，測定方法はずベて前j報(林試研報 No. 234) と同様である c
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表1.単板の乾燥

一 段 名 学 名
厚さく生) 容積重(全乾〉

産 地 j 原木番号 原木条件
(mm) (g/cm8) 

無処理
1.04 0.39 

アンベロイ ニューギニア X A (1. 03~ 1. 06) (0・ 37-----0・ 40
PterboeccycmGrbiiif ttF11 

煮沸処理
1. 07 0.37 (X A) 

(1. 06-----1. 07) (0. 36~0. 37)1 

エリマ|、 1. 03 0.31 
ニューギニア X B 無処理 (1.02-----1. 04) (0.30'""-'0.31) |… 1.05 I 0.32 (X B) sumatrana 

煮沸処理 (1. 04,..._.1. 05)1 (0.32.......0.32) 

ニューギニア X C タ ウ ン 無処理 ""_'1.04)1 (0.52.......0.54) 
Pometia 

|1051055  (X C) sp. 
煮沸処理 (1. 04:':::1. 06)1 (0. 54:':::ﾕ. 56) 

ターミナリア 無処理 !(1 04~1 叫!(04N49)Terminalia 
1. 08 0.45 (X 0) sp. 

煮沸処理 (1.07"-'1.10)[ (0.44-----0.45) 

1. 03 0.47 キャンプノ 1 ソロモン X E 無処理 (1. 03-----1. 04) (0.47'"'--'0.47) 
スノマーー・マ Camかlosþerm

1. 07 0.48 
(X E) 煮沸処理 (1. 06'"'---' し 07) (0.47 .........,0.49) 

1. 07 0.59 
ナ ト 一 ソロモン X F 無処理 (1. 04~し 09) (0.58'"'--'0.60) Palaquium 

1. 05 0.62 (X F) sp. 
煮沸処理 (1. 05'"'---'1. 06) (0.62"-'0.62) 

i 無処理1.05 0.63 
カロフィ Jレム ソロモン X G I ~ ~ J!R I (1. 03:": 1. 06) (0. 62,..._.O. 63): 

Caloρ'hyllum i 
1.06 0.58 (X G) sp. 

煮沸処理 I (1 ・ 05L1 ・ 06)1 (0・ 58-----0 ・ 59) ，
‘ 

*1 同一原木の坂材の初!国含水率。
場2 表中の初期含水~1から含水率10%まで乾燥したときの値。
本3 (A)厚さ1. 0mm の単板を初期含水率から含水率10%まで乾操する 11与問3

・4 (B)厚さ1. 0mm の単坂を含水率60%から10痛まで乾-操する時HIJ ，

2. 試験結果

(1) 乾燥時間

各丸太からの単板を一定条件 (D. B. T. 140oC. W. B. T. 52~る50 C. A. V. 1. 1m/sec) で乾燥した

ときの乾燥速度，乾燥時間を表 1 に示すc このなかで‘乾燥速度:ま乾燥初期の恒率的な期!日jの値のみをあ

げ，乾燥時聞については仕 tがり合水率 1096 までの所要H寺rUJ を示した。 しかし， 供試単板の厚さにある

程度差があったので，えられた乾燥時間を厚さ1. 0mm の場合に換算して乾操時間 (A) とし，さらに初

期含水率についてもすべて60%の場合を推定して乾'操時間 (B) とした。

以上の同一厚さ. rll]一初期合水率に補正した乾燥時間 (B) を無処理材についてみると，容積重の大き

い 11慎に時間が長くなっており，両者は図 1 のように:まぼ直線的な関係にある。図 1 の点線は今までとりあ

げた樹種1)2)8>4お)6) も含めて，これらの平均的な関係を示したものである c 今回の 7 樹種中には， カンボ

ジア産プクック( nC)3) , カンマリンタン産ケラット(刊M)6) のような，容積重に対応した乾燥時間よ
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l時閣と収縮率

初期合水率制 乾埠速度(乾燥初期) 乾燥時間 収全(接乾線縮)方向率, 
(箔) 測〈定min値)申21 換算(値mi(nA)M3|| 換算(値m(inB))料(96!min) Icg/~~~h; OC) (96) 

86.1 
24.1 2.99 4.00 3.80 2.72 i 7.39 
…5γ86~3. 10)1 (3 白一 (3.61.........3.99 

(81. 8~87. 6) 233291389I356246661  
(23.5........24.0)1 (2.88........2.94)1 (3. 65~4. 00)1 (3. 34_.....,3. 66)1 (2.41"-'2.51)1 (6.55"-'6.70) 

30.4 
123.6 

3. 10 4.67 4.49 2.40 5.34 
(28.5........32.0) (2.90........3.26) (4.OD~5.20) (3.85.........5.00) (2.35,,-,2.57)/ (5.30.........5.40) 

(102.7"-'137.8) 29.1 3.07 5.00 4.69 2.50 7.84 
(28.5.........29.5)1 (3.01~3.12)1 (4.20~5.55) (3.94........る.21) (2.<:4........2.57) (7.65..........8.20) 

67.1 
17.6 2.96 4. 11 4.06 3.66 6.05 

(17.0.........18.5) (2. 86_.....,3. 12) (4.00........4.25)1 (3. 95~4. 20) (3.65..........3.72) (5.95---6.20) 

(65. 1........68.8) 17.1 2.96 4.38 4.11 3.69 6.74 
j (15.5........19.0) (2.68........3.29)1 (4.20---4.55) (3.94.-....4.27) (3.61........3.81) (6.70.........6.80) 

71. 6 
4.75 

(17.5........18.5)1 (2.83.........2.99)' (3.90.........5.50) (3.66.-....5. 16)1 (3.51........3.54) (4.60..........4.85) 

(62.6---90.0) 5.58 
(18.ト18.5)[ (2.85.........2.85)ο.かい5)1 (3.ト4.66)1 (3.04........山) (5.50........5.60) 

3.09 7.81 7.52 
毛 (20.0"-20.5) (3.04 .........,3.12) (7.00-----8.65)1 (6.74.........8.33) (2.74........3.41)1 (6.95........7.05) 

(140.0---160.8)1 18.0 2.86 8.48 1 7.77 2.81 7.56 
I (la. 0-----18.0)1 (2.86........2.86)1 (7.60---9.35)1 (6.96........8.56)1 (2.52........2.9叫 (7.45.........7.65)

114.1 I /.~ ~5.~~~， /... ^~.O~ ~.， /~ .~・ 17 7"・ 4~ ~^J /... ^~. 9~ ~...J /_ ~~. 5~ 
(15.5.........15…「

(100.0.-....119.7)1 15.5 I 2.84 8.15 7.65 4.16 1 9.23 (15.5.........15い

試片の大きさ: 30X30cm 試片数: 4 
乾蝿条件:乾球温度 140 CC，湿球温度 52--55"C，風速1. 1mfsec.

り特異に大きな値を示す樹種はみられなかった。なおカロフィルム (XG) が若干小さな値を示している

が，乙の原因は明らかでない。

次に初期含水率については，同一条件で比較するため一定値を想定したが，実際の初期含水率は樹種，

個体によって異なり，現実の乾燥所要時rliJも非常にまちまちであるつ今日の 7 樹種中には，エリマ (XB) ，

キャンプノスパーマ (XE) ， ナトー (XF) のように初朋含水率がかなり高いものがあった。 このなかで

エリマば容積重が小さいので，乾燥時間の増加はそれほど大きくないが，キャンプノスパーマ，ナトーで

は乾燥に著しく長い時間を要している。その他の材では閃 1 !é示した乾燥時11\] (B) を，一応の基準と考

えることができょう e

原木を煮沸処理することによる乾燥時間短縮の効果は，各樹種ともほとんどないものと思われる。

(2) 乾燥による収縮

前出表 1 !乙供試単板の幅方向〈接線方向)の全乾収縮率を示した。図 2 は乙れらの容積重との関係を示
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図1. 容杭市.と乾燥時間との関係

図 2. 容積重と収納率との関係

したものである。

収縮率が容積重とともに，増加するととはよく知られているが，今回供試した 7 樹種の無処理単板につ

いてみると，全乾収縮率 (αot) を全ijil:容積重 (ro) で除した値 (αot! 1'0) はアンベロイ (XA) が 18.9で比

較的大きく，エリマ (XB) は 17.2 ， キャンプノスパーマ (XE) は 14.9 で前固までにとりあげた樟離と

ほぼ同程度である 3 その他の樹種ではカロフィルム (XG) ， ナトー (XF)，タウン (XC) がそれぞれ

13.3, 12.8, 11. 4 と地較的小さく，ターミナリア (XD) は 9.9 で最も小さな値を示した白

乙れらの収縮率は原木の煮沸処理によって増加し，煮沸材の1!!~処理材iこ対する収縮率比はエリマ (XB)

が約1. 5 で最も大きく，タウン (XC)，ターミナリア (XD) が約1.2......__1. 3 で，それに次いで大きく，そ

の他の 4 樹程はいずれも1. 1 以下でそれほど大きな収縮率増加は見られなかった。

(3) 乾燥による狂い

乾燥による狂いについては，供試単板が小さいため十分な検対はできなかったが，狂いの小さい煩にほ

ぼ次の 5 クツレープに分けられる。

(1) エリマ (XB)

(2) ナトー (XF)，タウン (XC)

(3) アンベロイ (XA)，ターミナリア (XD)，キャンプノス_/'<;ーマ (XE)

(4) カロフィルム (XG)

比較のためにレッド ラワンについてみると， ほぼ 2) のクール!ープに含まれるが， 乙れからすれば今回

とりあげた樹種のうち，カロフィ Jレムは狂いの相当大きなものといえるつ

以上の結果から，供試 7 樹越の単板乾燥性について次のように要約できる c

1) 一定条件における|司ー厚さ，同一初期含水率に補正.した乾燥時間は，従来の結果と同じく各樹種と

も容積重とほぼ出例関係、にある。

2) キャンプノスパーマ (XE)，ナトー (XF) は初期合水率が高いため， 乾燥時間が長く， レッド
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ラワンの約1. 8 倍の時間を要する。

3) エリマ (XB) は煮沸による収縮率の増加が大きく無処理材との比が約1. 5 であり， ついで大きい

ナトー (XF)，ターモナ 1) ア (XD) はほぼ 1.2""'し 3 であるつ

4) カロフィルム (XG) は乾燥による単板の狂いが大きい。
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llI-7. 単板の接着性

(柳下正・唐沢仁志)

単板の接着性として， 1 類(フェノール樹脂，メラミン・ユリア共縮合樹脂)， n類(ユリア樹脂〉に

ついて接着力試験を行なったっ

1.試験方法

(1) 供試単板

単板切削用原木は，供試材から長さ約 35cm のもの 2 本を隣接して採取し，一方~-j:1~処理のまま，他方

は煮税処理 (90 0 C , 48 hr.) を行なったのちI-jtf:反を切 j'JIJ した c

単板の厚さは1.0mm，大きさは 30 X 30 cm とし，各単板;乙!ま一連番号を付した c

単板!まドライヤーによる乾燥ののち， 温度 20'" C , 関係湿度 45% の位品目立湿室内に約 2 週間放置して

寵湿した c 試験合板製造時の含水率(ま 9.0~10.0% であった c

(2) 試験伶板

供試単板の切削部位による偏りを生じさせないように配慮して， 3 枚 l 組の単板組合せをおこない，樹

種別，原木処理別，接着剤別および塗布量別に 3 組(ただし， n類:ユリア樹脂接着剤の分!ま 2 組)ずつ

準備した ο

なお，比較試験合板用としてレッド ラワン1. 0mm 厚，無処理単板を同数準備した。このレッド ラ

ワン単仮は，林試研報 No.234，南洋材の性質 16 rフィリピン陀レッド ラワン材の性質」における供

試材中，区A-2 (Slzorea negroscnsis Foxw.) の原木より採取したものである。

4小\型スプレツダ一(ドクタ一ロ一 Jルレ川f卜付、Jりj

X40批ClTI，電熱式，泊圧) :とよ「て冷圧後熱圧法!とより試験合板 (30X30cm) を作成した。

接者剤の種類，配合割合，接着剤液の性質などについては表 111:，臼i締条件については表 2 に示す。

接着剤液塗布量は 20g! (30cm) 2 およ J 30g/(30cm)2 の 2 水準とした。

(3) 試験片および試験法

木実験では引張関断接着力試験をおとなったの試験片は普通合板の日本山林規格(JAS) に規定されて

いる B型試験片とし， J蹟逆同数を作成した。試験片の数量，試験法については表 3 に示す。

, 
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表1. 各類別接着剤液配合割合および接着剤液の性質

配合割合(部)

I 

p@  M⑨ 

フェノ-}レ樹脂接着剤 100 

樹 脂 メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤 100 

ユリア樹脂接着剤 1∞ 

ホット P5 号 ④ 5 

増量・充填剤 ホット P 7 号 ④ 5 

麦 粉 ⑤ 13 15 

水 7 10 

硬 化 剤 塩化アンモニウム〈固形) 0.8 I 0.8 

接着剤液の pH (250 C) (| 10.2 I 6.6 I 4.8 

接着剤液の粘度 (250 C) (| 1765 I 1400 I 1310 

①大鹿振興株式会社 ディアノール 12号

②住友ベークライト株式会社 ヰゲタライム MA-204

③大鹿振興株式会社大鹿レヂン 210号

④大鹿振興株式会社仕様

⑤ 日本製粉扇印

⑤ ガラス電極 pH 計

⑦ B型回転粘度計

⑥ フェノール樹脂接着剤

@ メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤

表 2. 接着剤別圧締条件

冷 圧 条 件 熱 圧 条 件

接着剤区分

| 圧(kg/c皿勺力 I 時 (hr.) 間 圧(kgfcmり力 温 度 時 間
(OC) (min.) 

I 類| r 10 8 140 3 

M 10 8 120 l.5 

E 類 10 8 110 1.5 

表 3. 接着剤別試験片数ならびに試験法

接着剤区分 条件区分 試験合板(数枚〉 試験片総(数片) 試験法

3 30 
JAS 

類
3 30 

煮沸繰返し試験

E 類 2 24 温JAS 
塗z長漫潰試験
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試験械はアムスラー型合板用引 IJJ~試験|幾(最大荷'ili: : 300kg) を使問し， カウンターパランスは樹種!と

よって 100kg，あるいは 200kg とした「

2. 試験結果

試験結果は友 4 および表 5 に示すっ

I 類 p (フェノール樹脂)につレて

ターミナリアを除く 6 樹陀については存積主に相応する接着力(O'[を示している。

応(木京沸処J!1l~こよる接若))向上は樹fipにより程度の差はあるが認めることができる。特iとキャンプノス

/ ，ーマにおいて顕著である。

主主布Jìl:の増加lにともなう持者)]IÎIJ I二はIljJ らかには認められない。

I 類M (メラミン・ユリア共縮合樹脂)について

ターミナリアを除く 6 樹栂については，容的ll1:に相応する接着力値を示しているリ

原木煮沸処理ならびに塗布量増Imr己よる接着力の IriLI-_は，;まとんどの樹程において明らかに認められ

る c

H 類(ユリア樹脂)につレて

各樹開において容積重に相応する技者力値を示している c エリマを除いてはレッド ラワンと比較して

同等，もしくはそれ以J-_の値を示し，ユリア樹脂による接若性は良好といえる。エリマについては規格限

界 7 kgfcm2 lと達しない試験片があり，行板製造基準の設定には十分な抗意を要するものと考・える。な

お，ヱリマ材についての接着性改時あるいは接着方向上対策は今後も検対の必要があろう。

エリマを除く 6 樹種においては，原、木煮胡!処且ucよる技者力向上は明らかに認められる。

塗布iílの増加による接着力向上は明確に判定しがたい c

本試験の結果から供試ljt板の接着性について樹種別に総括すれば次のようになる c

(1) アンベロイ，タウン，キャンプノスパーマ，ナトーおよびカロフィルムについては各接着剤におい

てレッド ラワンと対比したとき，容柏重に凡合う抜者力怖を示し，接苛性は良好であると考えられる。

(2) エリマについては I 類 P の場合，接着力値は低いが木I政率が高く. t長者七I~が良くないとはいえな

い。 1 類MおよびE類の場合，木破率は中程度以下で，規格限界値の 7 kgJcm2 を下まわる試験片があ

り，この樹種を使~fJするに際しては十分な注意が必要であろう c

(3) ターミナリアについては， II 頭では同容和重のレッド ラワンに比岐して同等以上の接着力{直を示

し，ユリア樹脂による接着性は良好である。しかし， 1 類では P の場合もMの場合もレッド ラワンに比

較して 2/3 程度の値しか示さず，フェノー Jレあるいはメラミン・ユリア共縮合樹脂による接着に難点が認

められる u
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(1) 果結-験;fL¥ カ着接表 4.

気乾容積重本E類(ユリア樹脂〉I 類
(メラミン・ユリア共縮合樹脂)I 類(フェノール樹脂)

原木処理原木記号種樹
塗布掃.

(gfcm3) 木 1iJ.比率
(%) 

接着力 1
(kgfcm2) I 

84 
40~'100 

79 
20~100 

43 
0..-.._100 

0.42 
16.0 

11. 1 ，、J19.5

8.8 
5. 7~~12. 6 

一
哀
悼
引
い
打
患
部
司
一
一
浦
窓
時

0.40 
。5.0 

2.8"-' 6.9 
19.5 

16.0~24.5 
54 

20~100 

63 
O..-.._IOO 

70 
"0'~100 

木破率
(96) 

51 
20-----100 

30 
0~100 

55 
0...... , 100 

34 
0,...... 60 

31 
0~100 

37 
Oへ， 100

技者力|
(kgfcm2)'1 

木 1政率
(96) 1

J
-

内
d

'
E
J
o
a
-

ぇ

m
一}
2

C

-

E

]

 

若
U
一
弘
ト

k

-

1

 

主
(
一

8

g f (30cm)2 

10.6 
8.6~12. 。

78 
0へ， 100無処理

XA  アンベロイ
12.1 

10. 5......J I3. [) 

8.4 
5.5へ， 10.2

9.7 
7.7 ,....., 10.8 

67 
0へ， 100

99 
80""'100 

10.1 
7.8 ,....., 13.1 処毘

無処理
7.5 

6.3,....., 9.2 

67 
0"""'100 

9.2 
7.7~~1 1. 5 

処理

XB て7エ

47 
0~100 

37 
0' ....., 100 I 15. ..".....,23. 8 
。

15.5 
11. 4~20. 6 

20.1 

17.4 
11. 7...... , 2 1. 7 

18.0 
11.8,.....,22.6 

6.7 
4.3----9.8 

無処理
0.65 

24.5 
19.5~33.8 

処理

xc ンヴタ

S
N
t
d
 12 お1.81 0f100|15;日8.8/ ム。 1 21 お8.0 I ぷ100

::出 :::l::2121::l:221:::::r-=
--140|11 討7.1 I ム。 1 12Ml2| ♂100 

0.59 

0.53 

78 
n
u
-
n
u
 

n
v
-
n
u
 

二
児
~

円
U
-
n
u

d
-
-
8
 

17.4 
13.4-----20.8 

17.7 
13.2........24.5 

18.2 
15.2,.....,22.5 

5 
0円~ 20 

37 
20---, 80 

11 
0,....., 100 

3 
0,....., 40 

8 
O~JIOO 

8.1 
5. 4"'_1O. 6 

11. 0 
8.8へ-14.5

XF 

無処JIJ!.

処理

無処理

処理

無処理

処 j担

XD 

XE 

、
、

、

キャンプノスパーマ

ナリア

ト

ター

ナ

20 

0...., 

3 
O~~ 40 

無処理
0.65 

E
d
一
口
フ

5

一

4

'
i

内
，A
一
ヲ
J
'
I

L

こ
乙
~

司
L
O
O
-
-
4

つ
ん記司

14.2 
10.2,....., 17.7 

9.5 
7. "......, 10. 8 I 

5

-

3

 

・
;

1

・
一

4
A

5
2

一
1
1

-
J
V
一
・
〕

3

こ

1
(

1
9

一
1
1

・
;

8

一

Q
J

処理

XG  カロフィ jレム

r--1 
0.59 

格木材部材料科物理研究室における測定結果より原木半径巾点の似(1まぽ1)1板切削部位に相当)を適用弓

上段.......l.jl均値，下l生-…・・最小~以大

12 
0 ,,,,-, 100 

。

無処J~\レッドラソン
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(2) 

塗布最 I 類(フェノ-)レ樹脂) (メラ Iモン・ユリア共縮合類~Mnti) E類(ユリア樹脂)

g/(30cm)2 
樹 7垂 原木記号 原木処理

接(k着g/cm力~) I 木破(率96) 機(k着g/cn力3) I 木破(率9i) 接(k着g/cm力~) I 木 破(労率) 

無処理
9.S 69 10.8 3己 10.8 58 

8.0~1 1.7 20へ 100 7.7, .....12.9 20へ， 80 8.2'"'-'14.6 20.-....100 
ア ンベロ イ XA 

処
10.1 47 12.2 40 16. ~ 54 

8. O~J 12.5 。〈・・ 100 10.0"~14.3 0~'100 10.6""-'20.5 20......, 100 

無処理
8.4 99 8.6 75 8.4 20 

5.2-----10.6 80'~100 6.9~ 9.7 20~100 5.7,.....10.9 0'"'-'100 
エ 'マ XB 

処 3ﾆ 9.2 73 9.1 57 3. 7 。

7.7-----11.1 0'~100 7.1'"'-'10.2 20 ..-.., 100 1. 8~ 4.6 

無処理
15.9 38 15.5 7 19.4 40 

12.0......,20.3 0，~100 12.0,-,., 19.5 。~~ 40 14.5,.....23.7 0~100 
タ ウ ン XC 

処 抑.
16.0 18.0 35 22.9 56 

10. ふ ---22.6 0・ ~100 14.2ハ~2 1. 2 。へ， 100 17.1-'_'33.4 O'~ lOO 

l 無処理 7.8 。 7.8 。 16.0 46 
4.5へ， 10. :5 6. 6'~ 8.8 12.0~19.7 20"-'100 

ターモナリア XD 
8.3 13 16.2 

理
2 9.6 62 

30 5.2.......12.0 O~， 20 7. 5~・'12.3 0"-' 40 10. ;5八，2 1. 7 0"""'100 

10.7 13 15.3 34 19.9 87 無処理
7.7八ぺ 6.9 。〈← 100 13.2，.....18. 己 0~， 100 15.8 ..-.., 25.1 40~100 

XE 
23.5 

処 理
12.8 。、 20. 7 40 24 

9. 2'~18. 5 。~， 40 18.5~23.4 。，.~100 19. 8~'26. 2 0-----100 

無処理
18. 己 26 20.4 41 23.9 65 

10.3へ'24.6 0.-~100 15.7へ'24.0 。へ， 100 18.3-.....34.8 20~100 
ナ XF 

処 }里
19.4 d 21. 1 34 26.0 23 

12.8~-27.8 0・...... 40 18. ~jへ'24.6 0"'-'100 22.0~30.6 0 ......, 60 

無処理
12.1 y 17.2 48 19.3 31 

7. 1~17. 7 0 ,..... 40 13.2へ'7.0.9 0......, 100 14. ふへそ2.5 0'~100 
カロフィ Jレ i、 XG 

16.9 35 処 理
13. 1 5 21.2 29 

9.4 ......,7.3.1 0'"'-' 40 12.3【~20. 。 0 ......, 80 17.7,.....26.3 0......, 60 

一 無処理
11. 0 11 。

9.1.-....13.5 O'~ 40 I 11. 2へ， 16.6 0....... 40 10.0，..... 12.~ 

果結5食試力若j妾表 5.
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ill-8. 塗装性

(川村二郎)

木村の塗装t~l:について次の 3 項目の試験を実施した=

a) 塗料硬化試験不飽和ポリエステル樹脂換料を塗布し硬化時間を測定して111t /U或分による硬化へ

の影響をしらべるコ

b) 塗膜イ.1・ n性試験 特殊合版の 11 本店林規絡による実!換を行なう q

c) 塗!膜別れ試験 常利および塗装工程を一定;こして，促進試験による塗膜押jれ発生の難易をfM限問で

比較する。

1.試験方法

供試材は前記 7 樹間である(容WÆを表 1 に示す)。試験!い|来J反位回は，丸太の樹心から樹皮プj向へ 70

"-'8D?; のととろにより保収し， 天乾 2 週間 ， j員i印刷度 60"C で約 2 j目 II\J 人乾をおこない合水平を 12........15

%にしたc

(1) 塗料硬化試験

試験片:長さ 25 X I~日 13 X 厚さ1.2 (cm) の紙日試験!二!l- を九樹程 4 枚ずつ準備し，含水率を約 15% に

i問視後実験に用いた c

塗装:試験!t4 枚のうち. 2 枚はポリウレタン樹脂シーラー(不押充分 4396) を約 24g/m2 塗布後，

塗料硬化試験をおこなった吋残り 2 枚は下塗りをせずに不飽和ポリエステル樹脂塗料を塗布して硬化試験

をおこなったっ

硬化時間の測定 : 21.........22"C ，関係i!Jl1.皮 85箔の室内で， ドクタープレードを使い 250μ 厚iと塗料を塗布

し，塗膜に細い針金で作った網をのせ， それに 250g の錘 (n'J:径 1 cm) をのせ， I誌のつかなくなったと

きを理化とした。触媒添加から硬化する H寺までの時間を硬化11;'ilm とした ρ

(2) 塗渡付着性試験

特殊合板の 11 木農林規格(1969.10) 平面引張り試験で行なったっ

試験片:征目試験片を各樹程10枚ずつ準備し，合水率を約 15% !こ調限後実験lζ用いた。

塗装:目t1-.め，下塗りをせずにニトロセルロースクリ Tーラッカーを 3 回塗布した(平均塗布量 400

g/cm2) c 

ア

エ

タ

表1. 塗装性試験 lと使用した材の容積重

frえ

ンベロ

ウ

AJ1 F 1 

イ (XA)

マ (X B) 

ン(XC)

|脊日( ill gfcm3 

|気乾 1'15

ターミナリア(XD)

0.44 - 0.44 ー 0.45

0.33 - 0.33 --0.3S 

0.61 - 0.64 一一 0.67

0.55 --0.56 - 0.57 

キャンプノスパーマ(XE) I O. 51 --O. 54 - O. 58 

ナトー(X F) 10.66 ー 0.67 ー 0.68

カロフィルム(XG) i 0.69 ー 0.72 ー 0.74

y ン〈区Aー1)10.46-0.49 ー 0.51
ドラワ | 

(IXAーの 10.52 ー 0.57 ー 0.62

(3) 塗映さ11れ試験

試験片:大きさ 5 x 5 (cm) , 厚さ 1 cm の

板， ，1:iE 目試験片を各 5 枚準備した。

i名手ミ:塗技T.程を表 2:ζ示すc

f~l!児~t;lJれ促進条件および測定方法:塗映:ζ熱

応力と水分変化!とともなう応力をあたえ，塗脱

出lれをお乙させた。 22........23 0 C , 関係湿度 93-----

95郊の室に 161時間， -20土 1 0 C の低温装置に

31時間，さら!主60土 l C C の乾燥器に 311寺聞いれ

た。これを l サイク Jレとし，各サイク Jレごとに

次の方法で争1民割れ数を測定した。
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表 2 ， 塗II史割れ試験l乙使川した塗茨斗:担

塗装工程 i 塗装材料 | 備 考
葉百両f~l 字 120 -Hーネットサンドペーノ手- \一一
日止り 2 回| 本性目止め斉IJ (砥の粉65 ・酢椴ピニ lレ接着剤iJ I 

I 5 ・水30牢)

下塗り 1 回| ラッカー系ウッドシーラー(シーラー42 ・ラ | 吹付塗装，平均塗布i，~[ 71g/m2, 
I '"j カーシンナー蜘) 不J\l(発分以 07先P林

下型そり Ivf 1事 I ~ 240ガーネットサンドペーパー

上塗り 2 回| ニトロセルロースクリヤーラッカー(ラッカ| 吹付塗装，平均塗布此 360g/m2 ，

I -42 ・ラッカーシンナ一日本) I 不開発分 14.40%林

*韮:flt%，料 J 1 S K 5100 82で測定。

測定位:むは試験片の水口側阿縁!こ発生した主主1I史割れを 20 および 40 (行率光学顕微鏡を使って，識別可能

な塗脱訓れ蚊を測定するとともに割れの大きさの表J~~にも他用したり

なお，促進サイクルI~]の試験片の升水本はlMHiìこより異なるが， l嵐官i~ 1611与間後 11-----1796 ， 低温そう 3

時間後1l"-'17~ムそして乾燥後 5 ......， 10% !乙変化した《

以上の換!民主!れと被塗木村の物Jll!.(I':J性質の閃j1!を.ìJ}求するために，次の 2 つの性質を測定したc

木村のJhl3 il ll'J卒

試験n. : '~I~ ,1 x J予さ 3X 長さ1.:) (CI1l)の jえきさの紙，似目 iiK!挽)'，'を各 3 +~ili\ fJill したけ

この試験h・を常iJELl- 減圧， :f î.讃 fl~時で注水中を約 0.5九!こ乾燥したものを 20 0 じ， 調係湿度 74土 2タム

風速 3111 の条n:-ドに 611!i聞置いて"点験片の合点本を約 7 '~ll.%にしたり

その 1: \1の 'J~il'~J量および重量変化を}Q動トランス， uゲージーアンプー記以計で測定した c

道官要素本

塗を!刊行に i試験ji- 長凶iに露出していふ道官数および同を顕微泊で測定した。道管要素率は試験片帽に対す

る道管径の割合で表わした c

2. 試験結果

(1) 塗料便化試験

実験結果を侃目試験片 2 枚の平均

値で表 3 ~こ示すコ

不飽F口ポリエステル樹脂塗料を下塗り

なしで捻装した場合、カロフ f ルムが30

分程度の遅れを示した c ポリウレタン樹

脂シーラーの下塗りを施した場合はすべ

てレッド ラワンなみの硬化時間で硬化

したc

したがって， これらの樹極は際部 fi':J塗

装方法で実用上支障がないものと考えら

れる 3

表~l. ィ;飽和ポリエステル樹脂塗料の硬化時間(hr)

般 名 |似番号|下塗りなし|下塗りあり
アンベロ イ XA  2.17 2.00 

エ 7 XB  2.17 2.00 

ヌ 'フ ン XC  2.2δ 2.00 

ターさナリア XD  2.17 2.00 

キ十ンプノスノぞーマ XE  2.17 2.00 

ナ XF  2.25 2.00 

カロフ i Iレム XG  2.42 2.05 

レッドラワン I lXA-l I 2.17 I 2.00 

|lXA-2 I 2.19 I 2.00 

塗装11年膜厚 250ft，温度目""22 0 C , R. H. 84~杉中で測定，混合

比:ポリエステル樹脂ワニス 100/ナフテン酸コパルト (5~ぢ) 1/メ

チルエチルケトンバーオキサイド 1 (重由比)。
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(2) 塗膜付着性試験

実験結果を表 4 に示す。

I司規絡による合持基準値は平均値が 4 kg/crn2 であることを参巧までに記すο

(3) 塗膜割れ試験

塗膜~il;:IJれ促進サイクルi乙対応する出店設11日制れ数を、 .j:]E. 板目 s試験汁 10 閣の平均値で|宝11 および 2 に

示す凡

塗膜別れと被塗対!膨~WJ との rYJ係について， 1J!i~間試験 611寺 H日後(汗ノ比率 0.5 → 7"'11%) の被塗付膨山本

と 15 サイクル後の塗!日告IJれ伐との関係を[~31こ示すロ

図中のYは回帰直線式， Sy:立回帰線による推定誤差範囲および r は測定値の特 100係数を示すc 有志.....水

準 1%の r の限界値は 0.283 であり，測定，1[;'(より求めた r のiI立が限界値よりも大きいので，塗!出割れ政と

被塗材膨潤との問に相|刻があるといえる c

i欠iζ塗践割れ款と道官要素ヰ:の関係を図 4 に示す心測定値のばらつき!立大きいが栢関分桁を行なうと，

去 4. 塗 l院 i主 若 力

般 名 「原木喜そ;!一証;tf JJ 長/cm2)一一円;一 }(17ゐ
I X A I 1 1. 4 - 21. 0 - 26. 4 ! 96 - 99 一 100

マ X13 I 18. 2 - 19. 2 ー 19.8 I 75 - 90 - 9S 

ン XC I 12.3 - 29.1 - 53.4 I 24 - 33 - 52 

イア ンベ ロ

エ

タ ウ

ターさナリア XD 16.9 - 20.6 - 22.3 12 ー 17 - 24 

キャンプノスパーマ I X E i 23. 5 - 26. 2 - 30. 2 I 9 ー 15 - 27 

ナ卜ー I XF I 12.6-24.5-29.6 I 7 ー 19 - 47 

カロフィルム I X G I 23. 9 - 32. 9 - 53. 5 I 8 ー 14 - 21 

レッドラワン IIXA-1 I 30.0-44.2-55.5 r 50-67- 90 

lIXA-2 I : 8. 8 - 23. 9 ーぉ.0 ! 8 - 10 - 15 

20 cC. RH 65%で測定。

10 x 20 観帯 斗ャ /7'} ス}\'_マ

G
h
N
 

-キャン7・J ス}\.ーマ

一一ーエリマ
一一タウン
D---{Jナトー

b----�. )1シペ、ロイ

事-JJ力口 7イ jし心
一ーーー- "‘ソドラワそソ
0---0 I"jーミナリ?

9- ミ1" 'J;

レ・リ Vラワン
カロ 71 ，'["ム

5
 

M
山
一
￥
{ocロ

初属
ロ1::"

娯~

10 72 74 
ク Jレ

16 2 
サ

図1. 塗膜割れ一促進サイクル曲線、
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献

1) 川村二郎:カプール材における不飽和ポリエステJレ樹脂塗料の硬化障害，

181. (1969) 

文塗11英割れ一道管径図 6.
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2) 川村二郎:フィリピン産レッド ラワン材の塗装適性，林誠研報， 234, 131~145) (1 リ7 1)

3) SANDERMAN, vV. , H. H. DIETRICHS and M. PUTII : Uber die Trocknungsinhibierung von Lackｭ

anstrichen auf Handelhölzern, Holz als Rou-und Werkstoff , 18, 2, 63---74 , (1960) 

I11 -9. 耐朽性

( !=0 I~(，jllm自民[)・井1ニ 街)

木村・の耐朽性については， JIS にしたがい，オオウズラタケ，カワラタケ， ヒイロタケの 3 種の!尚朽泊

による重量減少本を検守した。

1.試験方法

(1)供試{付4

供品試':{体本は原木番号 XA........XG までの 7 樹凶で，タウン， ターそナリア以外の 5 凶 f~1l:ま辺付加に菌による

変色がみられ，また，エリマは123れがあったu

供品!本は各原木の配分i玄lIc示す{川町からf:nH し 3立付部と心材l'~S!ζ分け IL.'同 f~H は辺付にJ止い部分を

111 とし樹心に líïJかつて H2' Hg, H.j とした t アンベロイとターミナリアについては凶朽のため辺付ヵ、ら

の採材ができず.また，エリマ，タウンの辺村部の供球体は辺材部が少ないため若干心材が混入した。ま

た大部分の板にはi自の侵入が認められたため，健全部分のみでなく変色部分からも供詩体を採取した{

(2) 試験法

試験の方法は，既報の i菊i'i'Hの品験と同級にJlS Z 2119-1958 r ~<材の InH朽性試験)j法J !こしたがい，

その制切については，カプール H'の槻<~，lJ Iこのべたとおりである u なお脱出と同隊に，供試I~\i にヒイロタ

'T を追加して 3 極の廃刊闘を使川した u

2. 試験結果

試験の結果は去 1 に示すとおりである。カソラタケ， ヒイロタケの I~I 色朽菌はほぼ同じような結果を示

したが，オオウズラタケは全制研とも jj1訂正i:こ比べてill1t減少が少なく， さきにおこなったカプール1))チ

ュテール2)，ク lレイン爪アピトン3) などの粘来と湖似しており、菌の特J.1性を示している c

耐桁性!こっし!、ては辺材は全樹f.1iとも「小J ， 心付についてはナトーは íkJ , タクン， カロフィルムは

r(IIJ，アンベロイ，ヱリマ，ターミナリヤ，キャンプノスパーマの 4 樹 Hìはわl 、J iC属するものと判断さ

才Lるコ

また，同樹組内における心材の若手wm と:ill J.d:減少率との関係では，エリマ，キャンプノスパーマ両樹極

が容的豆のかるいものほどおおむね重量減少率が大きい結果を示し，レッド ラワンと同じ傾向であるしl

文献

1) 松岡昭l刊f!15 ・庄司要('1:: ï幸子(~付の↑t1T .1，林，!J\{iJff仏 197, 151-----1G::l, (EI67) 

2) 一一一一一一一一一:南洋村の性質 8， ~本試研W ， 206, 109----114、(1 967)

3) 一一一一一・一一一一:南洋材の性質問，林誠研報， 208, 198~206， (1968) 
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1::' 1.腐刊による室長減少率

-G~ tt ;~I 踊:5-F-i、福主主|語読極言語店長i
オオウズラタケ アンベロイ H1 

Tyromyces XA-16 Hz 

ραlusfris エ マ S 
XBー 15 111 

112 
Ib 

タ 3ツ ン S 
xc-5 IIt 

112 
H3 

ターミナリア 1-11 
XD-7 I-b 

Ha 
H.l 

キャンプノ S 
スパーマ 1ft 

XEー16 Ib 
Ha 

ナ 一 S 
XF-26 1ft 

H2 
I-Ia 

カロフィルム S 
XG-2 I-lt 

II2 
113 

プナ辺材ー

カワラタケ アンベロイ 1h 

Corio/us XA-!6 Hz 

versicolor エ. ーマ S 
XB-15 111 

H2 
I-Ia 

タ ウ ン S 
xc-5 Hl 

112 
113 

ターミナリア l-h 
X D -7 Hz 

1-18 

HI 

キャンフ。ノ S 
スパーマ lh 

XE-16 112 
H3 

ナ ト 一 S 
XF-26 111 

112 
lIa 

カロフィルム S 
XG-2 H1 

H:l 

lIa 

プナ ;21 .I:J 

ヒイロタケ アンベロイ Ilt 

Py・'CJlOρonts
XAー 16 112 

coccmeus 

0.44 0-----12.4 
0.41 0-----7.7 

0.41 一
0.34 し 0----- 8. 1 
0.39 2.3-----4.3 
0.35 5.1-----7.6 

0.65 4.0~ 9.0 
0.6-1 1. 5~ 3.3 
0.59 0.3~ 2.9 
0.54 2.1......... 4.1 

0.65 1.8"""" 2.2 
0.57 0.7"""" 1.5 
0.49 0 ......., 3.4 
0.40 2.2.........10.0 

0.58 3.1 ......., 9.1 
0.;;9 14. ?へ~23. 3 
0.48 10.0 .-....,34.1 
0.44 6.9へJ17.1

0.69 一
0.69 。

o. 70 。

0.66 。

0.69 
0.68 G 
0.61 。

0.62 。

0.65 13. 1....__32. 1 

0.43 12. 4....__13. 9 
0.40 1 17.2.........!7.9 

0.41 13.4"-'16.6 
0.3'1 13. 1.........14.9 
0.39 1. 1......... 2.4 
0.35 2.6......... 6.1 

0.64 10.9.........13.4 
0.63 1.1....__ 1. 7 
0.61 4.3~ 5.4 
0.56 4.4......... 7.3 

0.65 13. 8~14. 6 
0.56 14.6 .-...., 16.5 
0.51 7.4-----9.3 
0.41 0.5-----19.2 

0.59 13.9 .-...., 15.6 
0.58 15.6'""-'16.9 
0.49 23.3'""-'26.3 
0.4.1 25.2.........28. 。

0.68 10. l~日11. 4 
0.69 0.2......... 0.6 
0.69 0.2"""" 0.5 
0.66 。.......， 0.8 

0.69 9.3へJl1.4

0.68 0.6"""" し 3
0.61 1. 9へ~ 4. 1 
0.60 δ. .3......... 5.9 

0.65 18.9.-....,28.3 

0.4 1, 15. .3.........22.3 
0.41 14. 5~】 15.8

3.1 
10.9 

一
る.1

3.4 
6.3 

6.5 
2.6 
1.!.J 
2. 7 

2.0 
1.1 
1.7 
6.6 

7.0 
17.5 
19.1 
10.9 

。

。

。

一
。

。

。

26.4 

13.3 
17.7 

15.2 
13.8 
1.8 
4.3 

12.2 
1.5 
5.0 
6.1 

14.4 
15.5 
0.5 
10.3 

14.7 
16.3 
25.0 
26.4 

10.8 
0.5 
0.4 
0.0 

10.2 
1.1 
2.9 
5.6 

22.6 

18.0 
15.5 

一一

�.O 

雑菌混入

4.9 

6.5 

2.3 

2.9 

7.0 

15.8 

1 雑菌混入

。

雑菌混入

0 

26. 4 

lふ 5

15.2 

6.6 

12.2 

4.2 

12.2 

14.7 

22.6 

10.8 

0.5 

10.2 

3.2 

22.6 

16.8 
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| 樹和名およ I ~lJ .,'. .hl. I 気乾容積|童日減少率の|補正直量減(平均値宇1
l び!京木番り |辺心材 |E-glcn13| 純PEI (箔) I 少率(箔) I 

Î'~-j

ë劣)

南洋材のt!l:.質 17 (fiJ f究資料) (イ:+--1'部・林 II~主化~t ，:~5)

1二 'マ S 0.41 17.0'''''''21. 5 19.6 19.6 
XB-15 lh 0.34 20.9........23.0 22.3 

H2 0.39 3.6""-' 5.9 1.3 
H3 0.36 0.5""-' 4.9 2.5 9.7 

タ ウ ン S 0.64 8.2""-'10.6 9.5 9.5 
xc-5 lh 0.63 1.4......... 3.6 2.0 

112 0.62 o ""'" 6.0 2.7 
II3 0.56 o ........ 6.8 3.3 2.7 

ターモナリア Hl 0.64 14.2........16.0 15.0 
XD-? lb 0.57 13. ].......17.0 15.5 

[-]3 0.49 11. 2~ 13. 6 12.6 
H{ 0.41 12.9-...... げ.0 14.9 14.3 

キャンフ。ノ S 0.59 17.0........19.6 18.0 18.0 
スパーマ Hl 0.59 19.7........22.4 20.7 

XE-l� II2 0.49 24.0........35.6 29.7 
Ha 0.43 33.0.......36.6 34.5 28.3 

ナ句 ト 一 S 0.68 9.0....... 9.8 9.6 9.6 
XF-26 lh 0.71 0.9......... !. 2 1.0 

lh 0.69 0.7""-'1.0 0.9 
Hs 0.65 1.4....... 1.7 1.5 1.1 

カロフイ Jレム S 0.70 1. 6........19. 4 8.3 8.3 
XG-2 Ih 0.70 0.6""'" 0.9 0.8 

H2 0.60 0.8......... 1. 4 1.1 
Hs 0.62 2.3........ 2.6 2.4 1.4 

0.65 ,31. 6.........37. 2 35.0 35.0 

再i供

*L JL.\材部すべての平均値を~t:~r，米するの

化フ)(; 1¥ 皿-10.

-
p
ーに
仰
い

。

i
'

i]::l ・五j地点;彦・宇佐見Il~tlJ.! ｷ 
~:;j野(呑山

収〉荻野健彦・白川謹雨・本 111

この項目で:ま同の化学組成，識純の形態的性質，クラフト法によるノぞルプ化，えられたノりレプの性質に

ついてとりあげているじ

試験方法

供試材は Ijíj記 7 樹種であり，

1. 

忌1(料調製法， ilJ\l波方法は Ijíj 出1】と!司線である H しかし，パノレプ製造条件の

うち，活性アルカリ添加率は1696を基準としたが，球解の困難な樹碍l (Kídliの高いもの〉についてはさら

に迫力11 して行ない，液比はけの容;W!i十Wt放のキ11迭により変化したじ

試験結果ヲ“. 

i乙学1'1リ性質(1) 

供式材の木材組成分および逐次打l! iU の結果は友 l のとおりである仁

!:R分につレては今まで試験した出作付 11' ・ J:';jt 、他を示し，カロフ f ルム以外は 1 ;るをこえている ι 司法

これらの材はj事者 I~要Jt.分は一般に低く，ホロセルロースおよび α--~ )レロースも低い ftúを示しているじ

最も I:';jl" タウンでも l~L 796 であるけホロセルロース合民葉植}材のペントザン合{f量;ζ比べると低いヘ

リグニン合長は今まで試験し

fこ南洋材i乙比べ，かなり低く，邦産広葉樹よりややil可い程度で近似している。逐次抽出量は個体差が大き

が高くてもペントサン含量の高いものは αーセルロースは低くなっている c
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表1.供試材の化学組成

試 李} 灰 分
可能分|…ル剖 α・セ Jレ柏

熱 水L 'ア Jレコ-)レ・ロース ロース

l ベンゼン

ア ン J、〈ロ イ (X A) 4.40 1. 24 69.71 48.96 

エ マ (X 13) 1. 83 3.64 2.68 63.20 57.72 

タ ウ ン (X C) I. 68 4.52 3.28 66.69 36.58 

ターミナリア (X D) I. 92 5.87 1. 74 68.95 39.18 

キャンプノスJ 手ーマ (X E) i. 12 2.9ぷ 0.91 72.46 34.33 

.ノL ト 一 (X F) 1. 53 3.80 I. 32 68.18 37.0手

カロフィノレム (X G) 0.92 2.98 3.65 62.45 33.20 I 
*1 灰分， リグニン浦正 *2 灰分補正

試 • ・
・

pi
 

j
 

一
間
一

一
一
樹
ω

一

一
・
界
一
一

一
一
伽
一

-
厚
一

一

w
b

一

質
-
湘
一

七
一
一
割
一

の
一
則

-
d割
引
一
「1
1
1
1
1

横
一
川

同
一
一
川

供
一
一
酬

い
れ
一
一

1. 62 アンベロ イ (X A) 

エリマ (X B) 

タウン (X C) 

ターミナリア (X 0) 

キャンプノスI~ーマ CX.E)

ナトー (X F) 

カロフィルム (X G) 

1. 87 

0.34 

0.30 

I. 26 

1. 64 

l. 59 

1. 27 

3つ.l 7.1 

.31. !J 9.5 

31.7 9.9 

22. I I 7.3 

0.44 

0.39 

0.97 

0.38 

0.54 

0.48 

く，とくにエリマ，タウン，カロフィルムは全抽出 i誌が大で， 536をとえているりこれがえられたノりレプ

の性質に影響することが考えられる Q エリマはとくにヘキサン j[11出量が多く，キャンプノスパーマ!ま例外

で全nh r品畳が少ないコ

(2) 供試村議維のJ~;1m; I¥:j 'f' i=. �'� 

供試材の形態的性質は表 2 のとおりである υ

繊維長はタウンををのぞき，一般的に邦庄広忠樹HV比べて1~ く，識維t.Ji，\はアンベロイ，エリマが大き

く，カロフィノレムが小さく，他は lìíjmS) のラワン材より小で;Í: も少ない c f~lI'抱膜日空!亨はキャンプノスパー

マ，ナトーを除き， i払総長や|師lζ比べ， W1.い結果を示している~まとんど同程度の繊維長をもっ，前!こ述

べたラワン材より;えれ、制胞膜壁であることは，あとにのベる J -eルプの紙力と密接な関係を持つものと考え

られる c

材の容~i密度数は大小の去が大きく， したが「て蒸発午のj持合の液比を同一にすることができなかった υ

供試材の容杭密度は一般に小で 0.3 ね度が半数であり， j日 111iで・も 0.5 の抱世i内であったわ

(3) パルプ化

パルプ化の条件およびえられたパソレプの性質は表 3 のとおりである。

パルフ。の全収率は 45"'51. 596 の純凹でかなりの個体差があり， *Hの化学組成分と収率の1:誌にかなり

明らかな関係を示している c キャンプノスパーマは段高の収率 (51. 596) で，南洋材として5096以上を示

しているのはクルインの一部に見られるだけで久 他に見あたらない。乙の樹種は最高ヘミセルロース含

量，低可溶分，低リグニン含量から高収率のパルプがえられることは予想された。また柏率は最高 0.3%
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y
 

(対絶乾木材%)

可 I容 分 (逐次抽出)
リグニン

ヘキサン エーテル アセトン メタノール

6.16 23.32 0.35 0.66 0.46 1. 41 2.88 

7.67 28.25 2.62 0.90 0.19 1. 67 5.38 

13.70 24.56 0.33 1. 36 2.77 1. 26 5.72 

9.86 25.83 0.18 0.32 1. 43 3.04 ~.97 ‘ 

11.16 23.93 0.15 0.15 0.27 1. 38 1. 95 

8.89 27.25 0.22 0.22 1.00 1. 75 3.1� 

10.24 28.19 0.68 1.09 2.03 1. 66 5.16 

表 3. パ Jレプ化条1+およびl!~t慢出ノ手ルプの1-'1:質

パルプ化条件:硫化度 25% (対活性アルカリ)， :安解スケジュール:最高iH度(170" C) 

到i主時!日J 1. 5hr，最高制度以持11寺 IIU 1. 5hr 

i，~.tl.カ1:: ア蒸 íq平 j皮l七 11又 本 (96) ロー 白色度
試 車:t ルリ

K 和li
iヨ手ー F'I3. (NしhてO) と lJkぷ 精選|料I I ノ企 エ Mi (未漂白)

ア ン<<ロ イ (XA) 16 6 45.6 45.6 6.4 40. I 20.5 

2 ヱ マ (X B)1 16 6 48.7 。 48.7 10.7 66.8 16.9 

3 " (XB)2 18 6 46.0 。 46.0 6.6 41. 6 18.8 

4 タ ウ ン CXC) 16 4 46.7 0 , 1 46 , 8 3.0 18.8 22.1 

5 ターモナリア (XD)I 16 5 45.5 0.2 45.7 9.5 59.3 12.3 

6 11 (X D)2 18 5 45.0 。 45.0 7.4 46 , 6 12.7 

7 キャンプノスパーマ (XE >>|1 16 5 50.8 0.3 51. 1 5.0 31.0 18.7 

S ナトー(XF) 1 161 4 45.4 0.01 45.4 3.7 23.0 14.3 

9 カロプイ Jレム (XG) 1 16 1 4 45.5 015.8 4.4 27.8 17.6 

できわめて少ない l→しかし， K仙が山いのは{自の南r~(::材と同じ傾向である。とくにエリマとターミナリア

!ま， m't:生アルカリを多くしてもそれほどK1而は低下しなかった c 他の{封硝についてもかなり K価は高く，

摂白川としてはかなり高い。未漂白/手ルプの白色度はアンベロイ， タウンをのぞき 20 以ドで， とくにタ

ーミナリアはK{，国も I~:j l. 、が，ドI~皮も低い値を示した(12.7)0'

(4) 漂白

漂白J りレフ。の性質は表 4 のとおりである。

供試村ノ勺レプの漂白性は白色!支が 77.5，，-，8 1. 4 の 1む間内で，一般によくない。 しかも PC 価はすこぷる

J~ :J く， 1. 63'""5. 88 の範囲にあり， 今まで行なったffli'f-;材パルフ。の潔1" -1試験で， 肢も高かったクルイン村・

パルプの PC 価2) よりおい樹.fill (エリマ 5.88) があり， 3 以上のものが 4 制柿J 1 の程度のものは 1 樹

種にすぎなかったっ乙のように色もどりの大きい原因は，供試材の化学荊llï'Zからは判断することはむずか

。
I
U
 

(5) ノ'f}レフ。の物理的事1:.11

未t~i白および、漂白パJレプについて行なった，物}型的性質の試験結果は表 5 のとおりである。

パJレプの各強度ほ一般的に大で，とく H:裂断長と耐折強さは，邦E12主要針葉樹パルプヴ1で上位iζ属する

数値を示していろ4) (ヱリマ，キャンプノスパーマ)十比般裂強さ，引事1強さも平均してすぐれた強度を示
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表 4. 漂白パルプの性 H

収 白 色 度
パルプ番号

l 対木材歩止り
P C 11 

漂白歩止り 未諜白 手1m 白

XA  95.1 20.5 77.5 2.75 

XB2 93.3 42.9 18.8 78.0 5.88 

XC  96.5 22.1 84.1 1. 63 

XD2 91.5 -11.2 12.7 84.1 3.42 

XE  96.4 49.3 82.9 3.28 

XF  14.3 81. 5 2.94 

XG  93.5 42.8 

*文献 1) 参照。出白条 ('.1: CJ2-NaOH-CI02-NaOI-I-CIO!l 条fl:の詳細は文 li~ 1) 会照、

表 5. 紙力試験結果

パルフ番ぐい
XA  l 仏 23

未 I X B 1 11 62. 5'1 
63.24 

63.00 

63.32 

62.47 

59.75 

62. ,10 

63.32 

IXA 

諜 I X B  2 
XC  

XD  2 
X E  

(1 I XF  

XG  

62.71 

58.53 

59.02 

61. 9'1 

60.32 

59.06 

59.60 

I手さ|密度|裂断長|比破裂
mm I g/cm8 I km' 強さ

5

4

6

6

8

6

0

2

5

 

••••••••• 8

0

9

7

0

9

8

7

9

 

l

I

 

l

l

ｭ

-

9

4

I

8

3

5

2

5

 

•••••..•• 1
2
2
9
1
1
0
o
d
ｭ

-

1

1

1

1

1

1

 

5

5

8

6

2

6

4

3

4

 

n
O

口
む
円
。

n
o
n
e
n
o
n
o
n
o
n
o

••.•••.•• 円
u
n
U

ハ
u
n
u
n
u
n
U

円
U

円
U
n
U

4
4
2
3
7
3
l

己

5

7
'
?
4
7
e

マ
J
7

・

?
'
?
'
H
J
7

・

n
u
n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
u
n
U
 

••••.•••. 0

0

0

0

0

0

0

0

0

 
0.069 

0.065 

0.069 

0.069 

0.068 

0.075 

0.068 

0.91 

0.90 

0.86 

0.90 

0.88 

0.79 

0.88 

9.4 

10.1 

7.9 

8.9 

9.6 

7.1 

7.8 

ス

α
一

・
作
一

3

→
3
6
4
8
8
0
8
8

・

F
A
円
、
)
一

2
2
2
3
3
3
2
3
3

一
町
一22
2
2
2
2
2
2
2

リ

C

一

フ
(
一

ミ
王
、
ノ
一

E
r
k
-
0
0
0
0
0
0
0
0
o
 

h
R
っ

-
0
0
0
0
0
0
0
0
0

奇
心
I
-
3
6
8
6
2
9
0
0
4

揃
M
一
品
九
九
九
三
弘
し
し

市
川
f
k
-

裂
さ
一
引
は
日
M
U
は
侃
M
U
M

比
強
一

6.7 

8.4 

5.4 

6.8 

7.5 

5.2 

6.5 

136 

127 

116 

116 

140 

149 

142 

q
J

つ
白
一

司
J
q
4

一

つ
ム
フ
-
一

n
v
n
u

一

A
1
Q
U

一

つ
け

F
h
u
一

2 , 700 I 232 

2, 400 I 215 

120 1 238 

2 , 800 I 210 

2 , 300 1 220 

している c シートの術度は 0.79"-'0.98 の相聞で南洋村パルプとしては高給度である。その開rLlのーっと

しては形態的性質のなかで，布111抱膜壁厚が河品、ということがあげられるが，その他の理Ulについては不明

であろ c

これらのパルプの強度的性質がすぐれている乙とも， .13主の鹿山と同じような関連1tがあると!よLわれ

る c

漂白による強度(J'~'I"i:質の低下はやや大きいが，比引裂強さのみはタウンを除き，それぞれれ，_I

るコまた一般lにζ ジ一トの骨街J度も漂[白つすること:に乙より大となつている O

以上の結果を要約すればつぎのとおりである c

1) 木材化学持品成分の分析結果によれば，今までに行なった南洋材のそれとやや異なった数値を示し，

灰分含量が高く，ホロセルロース合量が低い以外は，むしろ邦住広葉樹:ζ近い結果を示している，:;

2) 供試材の容積密度数が小で，蒸解液比は広葉樹の111!準 41lkg を乙えるものが多かった。形態的性

質のうち識維長は一般に長く， 1 mm以ドは 1 樹種に過ぎなかった。識維幅および繊維制11胞膜位厚は個体

差があるが，パルプ付としてはよい部類に属する。
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3) パルフ?化試験の結果:立蒸解が符易で(南洋材として)粕率が{L\ く，収率もそれ:まど低くはないが，

未漂白パルプの色が濃く， K怖がi古いのが特徴である。

また漂白性もあまり良好でなく， この試験で行なった漂白法では 80?o' の I~l 色度!こ達しないものが 2 樹

種あり， しかも色もどりが著しいのが目だ ηているつ

4) 物理試験の結果:立与強度ともすぐれた十1:質を持っており，密度のrJiし、シートがえられた。

文献

1) 番山 彊・菊地文彦・河野引・宇佐見回典:南洋材の性質 5，カンボヅア産材の性質 (31， カン

ポジア産材 8 樹荷のパ1レフ。化(英文)，林試研千Il. 197, 155-----166 , (1967) 

2) 呑山 彊・菊池文彦・ i河野 県I! ・宇佐見m典・荻野健彦:南洋付の性n 13, マラヤ産クノレイン材

の性質 XII，マラヤ産クルイン材のパルプ化，林試i冴幸U ， 221 , 175~181 ， (1969) 

3) 呑LÜ 5~i ・菊池文彦 .1河野間l ・宇佐見同長l!・本回 収:南洋付の性質問， フィリッピン産レッ

ド ラワン付の性質， XIV，フィリピンmレッド ラワン材-のパルプ化，林試研報、 234 ， 153........158, 

(1971) 

4) 呑山 預ほか:邦産主要樹filtのバJレフ=化，未'íf.l.ミ

lli-lI. ハードボード適性

(長沢定男・ j!iJ!f弥三郎)

この項は各供試原木について抑式?去により，、ードボードを製造・して，そのけl百をくらべた。

1.試験方法

供試材は JIJ:初に示した 7 制聞である内

チップ化，パルフ。化，成型，熱圧および村質試験方法等はすべて既報 o本業試験場研究明ifb第 207 号，

第 218 \j-， 節 221 守および第 234 り)と|日l慌におこなったので削l'(lする t

2. 試験結果

(1) 蒸煮温度別試験

京煮j~平織Miの jilt度差によるバjレフ。JI又率の結果は医]Uと，部分け分析試験結果は表 1 Iと示すc

また付質試験結果は図 2"'-' ()，と，ボードの白色度は表 2 1.ζ示すロ

(2) サイズ処理試験-1

全樹和につき材質の改;ι とくに耐 JjぐtLI:の r~lJJ.を rJ n~ として次のようなサイズ処加をお乙なった。

すなわち，京支温度 183"C で処即したノ?ルプをHJ い， 1&;7即時にパラフィンエマJレジョンを 0.3、 0.6，

0.996 (絶乾ノ‘?ルプに対して)の 3 段i刊に区分して添加し， これに強度の低下を防止するためフェノール

樹脂 0.3弱を月時混入したのち， {l~EI唆アル}ミニウム俳械によりパJレプ彼の l】 1-1 を 4.5土 0.2 に調製してサ

イズ剤を十分沈 rf させた。

ついで常法どおり成型，熱fEおよび熱処J1I (熱風迅速吃煤機内で 150C C , 311寺問)を行ない， ，)，\]湿して

材質試験に供した。

これらの結果は図 7 -----91と示すυ

(3) サイズ処理試験-2

前f己ノ手ラフィン処理試験に使用したバルフ。に，強度および|耐水性の lílJ 上を円I'I'J としてフェノール樹脂を

O. 3, 0.6, O. 99ó と 3 段階に区分して添加し， II~附にパラフィンヱマルジョンを 0.3箔混入して河様lζポ
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表 1.

ーーーーー~ーーーーーーー~ー

アンベロイ

エリマ

165 
タ ウ ン 175 

183 

165 
ターモナリア 175 

183 

165 
キャンプノスパーマ 175 

183 

16ふ

ナ ト 175 
183 

165 
カロフィ Jレム 17:::' 

183 

ードを製造した。

得られた結果を図 10......12 に示す。

(4) 油 .IJ旨処限

向i 分

""'24 

13.1 
11.7 
10.5 

15.0 
15.1 
7.4 

11. 2 
13.9 i 

14.5 
12.0 

6.0 
4.9 

9.9 
14.6 
8.7 

17.8 
19.8 
14.2 

サイズ処.flR試験に使川したものと同臓のパ

ルプを用いて製板し，熱圧直後にアマニ rlllを

3% , 696 , 9%の 3 段階!と区分して噴霧添

加し、さらに熱風迅速乾燥機中で 1500 C ， 3 

時i間の熱処.fIl~をおこなって試験板を作創し

た。

試験結果は図 13"'-'15 に示す。

以上の結果を樹種ごとに検却する。

1) アンベロイ (XA)

分 析 料i 果

24'""-'48 48 .......,80 80-......150 I lぬ~

11.8 20.5 2ふ.7 28.9 
12.9 14.8 29.8 31.6 
13.1 13.6 24.4 38.4 

14.4 15.5 24.4 38.4 
12. B 16.2 24.5 31.4 
16.1 16.9 28.2 31.4 

14. 1 22.2 30.6 
8.9 18.1 28.4 33.4 
13.1 12.2 26.9 33.9 

�2.1 25.1 25.5 
14. '1 17. 1 24.0 30.0 
11. 8 13.6 28.1 34.5 

15.1 I 22.2 24.1 26.5 
26.5 25.9 29.9 

8.8 24.7 29.8 31.8 

17.9 18.5 2 し 9 31.8 
14.8 17.7 22.3 30.6 
11. 5 19.0 27.4 33.4 

13.3 15.0 27.4 30.9 
~2. '1 15.9 20.8 31. 1 
9. ! 17.1 28.4 31.2 

表 2. 白色度*

白色度
原木

品j 極 蒸煮温度
番号

165 I 175 I 183 

エリマ XB I 38. 0 I 36.2' 32.8 

タウン XC I 23.0 I 19.9 I 17.2 

ターそナリア X D I 27.3' 19.5 I 2 し 5

日プノスパーマ 1XE1242
17.61 14.9 

カロフィノレム XG  I 20.6 17.5 I 14.8 

* HUNT I! R ・ s multipurpose reflect meter lとより劃定3

;ま煮温度が戸i くなるにしたがい，村質ーの lílj_ I~.する点は従米の南洋村や邦政村の場合と同様であったが，

とくに曲げ強さ，引張り強さに強い効果がみとめられた。

すなわち，蒸煮解繊時の温度が 165~C と 183~C との聞には líll げ強さで 130kg/cm円引張り強さで 80

kgjcm2 の差がみとめられ，高温度蒸煮の効果を強く示している D

また，吸水率も比較的低く，邦政広葉樹(プナ，ナラを原料とした場合サイズ剤無添加lで 100"-'12096)

をはるかに下回っており，また街蛾IfDげ強さも高い数値を示したことは，繊維長が比較的長い ζ とに起因

していると推察される。
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また，この材を原料としたボードの白色皮，:'1 7

1寸 :11最も高い数値を示しており，表面性の良い美

しいボードを製造しうることが判明したコ

サイズ処理の目的はパラフィンエマルジョン添

加の場合はおもに耐水性!と，フェノールレジン添

加の勘合は強度の向上にあるが. この樹躍におけ

るサイズ効采は特に顕著にあらわれ，すべての材

質に強~ ，効果を示した。

なかでもフェノ-)レレジン (J ""ラフィンエマル

ジョン 0.39ó .{)j:J問う添加試験では IH~ げ強さが 600

kg!cm2 台にまで向上し.引芸り i良さも無処理の

場介の 5006 以上増加したっ

パラフィン添加試験(フェノールレジン 3%併ー

用)の場合は，添加量が増すにしたがって強度曲

線は許可政下降線を描いたが，そのカーブば非常に

なだらかであることがみとめられ，併用されたフ

ェノーJレの効果が強度低下をある桂度押えたもの

と推察される c

亜麻仁油の添加は強度面の改善!と効果が強くあらわれ， rlilげ強さではわずかな (0.396 程度)添加でも

600 kg Icm2 を越す値を示した。
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ただし， r及本率では JIS 規格に合格する水準にまで至らず， 情処j哩のボードと比較し 40'""-'5096 程度向

上したのみにとどまっ 1'::'0

2) エリマ (XB)

本格j陸のボード適正は他の 6 村に比べて最も古るものと認められ，引張り強さ以外は最低の位を示し
_. 
，~。

|出げ強さ，吸水率およ3衝撃tlllげ強さはプナやナラ村原料ボードに劣ることとなり，この材のパルプが

比l笈的肢jヲ.が薄く、議総長の長いことを考え合わせ，さらにヘキサン抽 rH物の多いことからどのような因

子の影響であるかは今後の究明!こ主たなければならない。

ただし， ノバマル，フプ。収率は邦t産?巨:材よりも数F箔l:í布くし，一般的なな'付(

容易:に乙向上した C

すなわち，パラフィンを添加することにより，強度はもとより耐水性は 8 割以上も極端に改善され，あ

らゆる材質ピノf ラプィン添加の効呆が虫いことを示した lコ

フェノールレジンの制作でも同じような結果が強くあらわれ，とくに曲げ強さは添加量の増加にともな

t 吋訴次増大し， この傾向は引張り強さ， Nij撃 Illl:f~ñ! さおよび硬度lともあらわれ， さらに吸水率は 13-----16

%台を示し JIS 足格に+分適合しうる値を示したっ

オイル処理による効呆は回度， Illj げ強さおよこ)i f!hの材質にも示されたが， しかし吸水率は 3 路程度の添

加では JIS 続格に説定された数仙 (2596 以内)に迎合することはむずかしく， 596 以上の添加が必要と

推告されるが，経済面である程度問題があるといえよう.十

3) タウン (Xじ)

本語J種のパルプは非常に起泡性に官み，ボードを成型する場合ノりレプ械を~t持すると多くの抱末が現出

し，成型をいちじるしく阻害する特g~.性をもつけであることが判明した。

これはこの材が Saponin を多く合有するといわれるムクロジ科に属するところから，この Saponin の

影響によるものと推察さ礼る f

二号ようにフォーモングには文滞があるが.ボード材質そのものは決して悪くなく，むしろ強度， 1.汲水

率:]予はクルインやラワン付ボードに比べ数段まさる良質のボードがf~. られるつ

これ;まこの材の設維の細胞il史序が最も ~1ft く，ボードがちみつとなる結果と思われるが断定はできないc

この材もパラフ f ン等の添加処理は不可欠の材で・あるの

サイズ処県試験では/手ラフィンエマルジョンの添加率が高くなるほど起泡性はさらに増大し，援持槽内

におけるパルプ液J:の起泡i宵の厚 3 は lOcm にも述した。

工場規模でこの討が大ほ:こ使用された場介，サイズ剤添加叩門で生.庄ラインにある程度の支障を悲起す

る可能性も考えられ，一考を要する材といえよう ρ

じ元 a し，パラフィンエマルジョンおよびフュノー Jレレジン等サイズ印jの添加による材質の向上は十分児

認められ， ÈI.lげ強さ，引張り強さ，街準泊げ強さ等で無処理ボードよりも数等改善された、

ただい l肢水宰は 5096 程度減少したのみで， JIS 規格!と合格しうる値は得られなかった。

これは材の起泡性がサイズ剤の泊者性を阻有したものと忠われ，問題があろうじl

~:h添加の場，合も前記のサイズ剤添加 iの場合と全く同様の結果を示し，強度面では大きく改善されたが吸

水率は 4096 台の減少にとどまり，きわめて特異な材であることが判明したの
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4) ターミナリア (XD)

前記のエリマ;こ栢到した材質を示し，ボー γl泉水率がきわめて高く，サイジング法不可欠の材である 3

蒸煮温度との関係では温度上昇による材質向上がある程度みとめられたが，衝撃曲げ強さは比較的低く

邦産しはとほとんど同等の数値を示し，曲げ強さもラワン材を少々上回る程度の値しか示さなかったc

パラフィンエマノレジョンの添加は，併用されたフェノールレジンの効果が強くあらわれ，街撃曲げ強さ

のみ低下したが他の材質は大きく改善され，とくに曲げ強さ，政/1<.率に顕著で J15 規格 (S 350, 25% 以

下) :と十分適合する数値が得られたコ

フュノールレジン添加試験でもほとんど同様の結果が得られ，添加効呆の大きいことを示した。

ただし，衝撃山;ず強さではフェノールレジン添加がポードに脆~j5J性をあたえるためか，非常に低い結果

を示し， 7 tl:種巾最低(直を記録したむ

油Jm添加の彰響:ま全般的!と強度に効果がみられ，吸水率ではある程度の改善が見られたが JIS 規伯に

合格する値は待られなかった。

5) キ十ンプノスノぞーマ (XE)

アンベロイとよく似た材質を示し，ポード原料としては適材であるといえよう。

すなわち， 曲げ主さは 165 0 C 蒸煮のものでも 400kgl cm2 をこえる値を示したが， 今までおこな勺て

きた南洋材で 165"C 無処理ボードの値がこのように向い数値を示した例はなく‘ 乙の点では良質材とい

えるリ

また，引張り強さやíjij撃 íJl:lげ強さでもきわめて高い値を示した ι

その珪由として，この材の繊維長が影響していると忌われるが， I扶水率が 7'""-'80おと高い{直を示してい

る点!と問題がある c

しかしサイズ剤の添加によってこの点は強く改善され， ]lS 規格に十分合格しうることがわかった 3

さらにブニ/ールレジンの添加は，強度とくに曲げ強さ，引リ長り強さに大きな効果を与え，耐強度とも

7ookgJcm2 :こ近い数値を示したQ

乙のように高い材質を示す材は， ~'I~l主材にもほとんど見ることができず，この材独特である。

油処理も強度!と大きな効果をもたらしたが， I政水率にはあまり効果はあらわれず， 30~40.?6程度心改良

にとどまった。

6) ナトー (XF)

この材のパJレプ収率は持に低く，熱水拍山物は 7 材中判.Ifであり，抽出IJ足分もそれ;まど多い結果を示し

ていないのにプナ等ーより劣る点は注目される=

ボードの材質:ま比較的良好であるが， I此水率の高い点はターさナリア (XD) ， エリマ (XB) とほとん

ど同様であり，これらはサイズ処理によって大きく改善されたが， 0.3箔程度のサイズ剤添加では JIS 規

格に合格しうる値は旬、られず， 0.5% 以上の添加が必要と込われる c

オイル処理により主1げ強さ，衝撃 illHf強さ，引張り強さ等に;ま効果が強くあらわれたが， 及本率は 1/2

誠少した程度で JIS 焼格 (T 450 kgj cm2, 25% 以下)に合格する値は得られなかった己

7) カロフィ Jレム (XG)

蒸煮温度別試験ではほとんどjjiJ記のナトー陀準ずる結果を示し，低温度蒸煮でもレッド ラワン，クル

イン等より数等良質のハードボードが得られるととが判明したの
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しかし， 臥!}<率は他材と全く同慌に 7~90% と7品、数値を示し， サイズ処理等の一般的処理は不可欠

である。

パラフィンエマルジョン添加の効果は顕著にあらわれ， とくに吸水平泣 0， 35ぢの添加でも 17% 台を示

し， rEIげ虫さも S 350 の JIS 規絡に合格する好結果がみられた c

さらに，フ _L ノ -Jレレグンの添加は，強度に強く効果を示し， 600 kg/cm2 に近い値を曲げ強さで示し

-"-

オイル処理は iìíj記の材とほとんど優劣をつけがたい結果を示したが，ある程度添加量を多くく 9%以上〉

することにより!及水率は J1S 規栴に適合しうる値を不すことがわかったが，経済性の面で好ましい原料

とはいえない。

なお衝撃~fHIげ強さが 7 材 rll最前iの他を示した点は注目されるつ

以上えられた結果を要約すれば{:~I~ のとおりで志る【

1. パルプ収率，比強度， !政水率， ~I 張り i]jt さ， t1ij撃山げ強さ，硬度，的分分析，白色度および材の抽出

物の結果(ま図 1 .--....， 15，表 1 "--3 に示す。

2. パルプJ収率はナトーをのぞき )ilH宝広葉樹材よりもやや需品、仙を示した G

3. 各材の強度:ま比較的 l~iJい数値を示したが， !吸水~~~は邦産材をやや上回る程度であり，無処理では耐水

，t生に問題がある。

4. パラフィンサイズ~J11lをおこなった場合，各樹極とも酎ぷ性は著しく改善され， JIS 規格に合格する

{(I'(を示した ο

しかし，タウンは起抱性が強く JIS 規格 lこ適合する値を示さなかった J

;). フェノールレジン添加処理をおこなったボードでは，各材とも添加率が高くなるにつれて強度および

耐水位とも者:~く向上した=

6. 油脂処理も各材とも大きな効県があらわれたυ

7. 以上の結果， 6 樹司はボード!以料としてj温材であると判断しうるが，タウンは前記の理由から不適材

と辺、われるコ
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百 材質および加工性の評価

(筒本卓造・唐沢仁志)

一般に，ある樹種(原木)の利用上からの評価は，それぞれの用途!こ対する材質の適否と加工しやすさ

の程度によって定まるものであろう。そのため，本報の総J舌にあたり供試樹種の材質や加工性を項巨ごと

に階級区分し，乙れを一覧表!こして総合的な利用適性の評価に役だてたいと考えた1)2)3) 0 なお，ここでは

径級，形状，材面など外観から判定しうるものは対象としない 3

方法としてはまず各試験項目の評価基準を次のようにつくるつ

1) 階級は 1 ， ll , m, IV , Vの 5 っとする。

2) 評価の対象としてとりあげる項目は主要なものに限り，とくに加工性については各特性(切出佐，

接着性など)ごとに 2"'3 項目以内とするじそして特記事項は的考に明記する。

3) 物理的，強度的性質のうち，容1貴重および乙れと比例関係にある性質の基準は，容拙藍のli山ζ数値

の小さいものを I とする。

4) 加工的性質の基準についてはすぐれているものがつねに I になるようにするむこのさいも各階級限

界仙の設定には容積歪との関係を十分考慮するロ

表1.物理的・強度的

物 理 自ヲ 性 質

階 級 容 F貴重① 収納率(全乾) I 繊維交錯度⑤

(全乾)
接線α方ot (向96②51 半径α方or (向%③) 

変動比

YO (gfcm3) R20/RIω (%) I 

I '""-'0.35 .........3.2 【ザ0.60 ~1O 

E 0.36..........0.45 5.9"'-' 7.2 3.3---"'4.0 0.61..........0.80 11.........20 

E 0.46..........0.58 7.3 ........, 9.0 4. 1"'5.0 0.81"'1. 00 21.........30 

IV O. 沼---...0.75 9.1 ........, 11. 2 ふ 1 ........，6.2 1. 01---...1. 20 31.........40 

V 0.76---... 11. 3 ........ 6.3 ........ 1. 2レ~ 41~ 

付表:容積重，容積密度数の基準〈換算〉

4併ヨせ・・ 宮i 重 容積密度数
階 級

気 r乾u(〈1g2al9e語m〉 S> 気 r乾15((1g§l9c6m〉 S>
YO (gJcm3) 

R (kgfm3) 

I ~0.35 .......,320 

E 0.36"-'0.45 0.39.........0.48 0.40.........0.49 321~400 

皿 0.46 .......,0.58 0.49~0.61 0.50........0.62 401 .......,500 

IV 0.59'""-'0.75 0.62........0.78 0.63'""-'0.79 る01'"'-'620

V 0.76 ......... 0.79---... O. 却~ 621 ......... 

換算は次式による

Y1I.=Yn ___1OO+U 
uυ100+0. 84 ro 1l 

R=yo ___10~ =Yo ___~.U~_ x103 
u 100+28ro 

ただし I r包はある合水率 lt (財)における容積重。
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5) ]IS, JAS に許容値が規定されているものは，原則としてこれが1Vの不良側の限界値になるように

する。

以上のようにして作成した評価基準が表1， 2 であり，乙の基準による供試樹種の評価結果を表 3 ， 4 に

示す。評価表には参考値として前回供試したレッド ラワン (Shorea negrosensis) の結果を併記してお

いたc したがって，これらのなかで物理的，強度的性質の③および⑦-----@の項目においては， p量級値が

容積重のそれと異なる場合，その項目の値が容積重IC対する標準的な関係より大きいか，小さいかを示し

ていることになる。

評価表よりアンベロイを例にとれば次のようなことがいえるつ

アンベロイは容積重のやや小さい(やや軽しつ材であり，収新i率も容積重l乙相応してやや小さいc 樹心

部における容積重の誠少はすくなく，繊維の交錯もすくない己吸水性はやや大きいs 強度内注質のうちヤ

ング係数， Eltlげ強さ，圧縮強さ，かたさはそれぞれ容積重!と相応してやや小さいc またせん断強さ法小さ

し )c

次に加工的性質のうち，ひき材の加工については鋸断性は中時で乾燥はやや容易であるの回転飽による

切削抵抗はやや小さく，刃先の寿命は長しL ひき材の接着力はユリア樹脂， レソヂルシノール樹脂のいずれ

も小さい。これは主として容積重が小さい乙とに起因しているものと忠われる c 合板製造における単板切

性質の評価基準

強度的性質

吸水性⑥ I I I I せん断強さ⑮! かたさ@
曲げヤング係数⑦| 山げ強さ③|縦圧縮強さ@! (柾 1:1 面) I (板自国)

Sl (g/24hr・cm2)1 Erll0Skg/cm2) Iσb (kgfcm2) Iσc (kg/cm2) I TR (kg/cm2) I Hr (kgJmm2) 

円ぜ0.01 ""-' 75 ,...,_, 600 

0.02""-'0.05 76----95 601"-' 7ふO

0.06........0.10 96 ,...,_, 120 751"-' 950 

0.11""-'0.15 121""-'150 951----1200 

O. 16---- 151"-' 1201.-..... 

(注) ① J 1 S Z 2103 木口試片による 3

(@ J 1 S Z 2103 lとよる。

② αol=18Rx lO- 3 としてきめる。

@ αo l'=lORxI0- S としてきめる。

........310 

311.-.....390 

391........500 

501........630 

631.-..... 

""-' 70 

71""-' 90 

91-.......110 

111-.......140 

........0.7 

0.8"'-'1. 1 

1.2.......1. � 

I.B ...._,2.8 

141-.......I 2.9"'-' 

@半径方向!とおいて，樹心からの腎たりが半径の20%および80%の位置{の容杭密度数 (R20. Rso) の比マ

示す、

@ 正常な材部(プリットルハートをのぞく)における交錯度のリップJレの最大値で不す。交諸度lま軸方向 5

cm の生材を半径方向の基準線にそって剖裂し，対l日における~i!;準線とのずれをはかり，紬方向の長さ1::対

する百分率を求める。

@ J 1 S Z 21U4 による阪自国股水量。

(-@ 気乾材(含水率 15土 2%)

⑦ J 1 S Z 2113 による。 Eb= 190ru としてきめる。

@ J 1 S Z 2113 による 3 σ{J =1540r15 としてきめる。

@ J 1 S Z 2111 による 3 σc= 800r15 としてきめる。

⑮ J 1 S Z 2114 による。 1"R= 180 1'15 としてきめる。

⑪ J 1 S Z 2117 による。 Hγ= 4.5r15 2 としてきめる (②@.⑦~⑬の各項目における容積重との関係

式はいままで当部で供試した全南洋材の結果から求めた)。
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ひ き 村- 力日 工

階級 鋸 ~j~í. 性 乾燥帆 回転飽切削性 {安 在4点f 性

鋸断能率① 乾燥時間②
切削(k低gi抗cm③~I

せん断接着力⑤

(m2Jsec) ([1 ) 
刃先の寿命(m④) I 

'� (kgfcm2) 

I O. 111 へ， ........4 167 ........ 

E 0.081........0. 110 5........ 7 1.6........2.0 I 1, 001........1 , 500 133........166 

E 0.0ふ 1........0.080 8......., 11 2.1........2.5 601........1 , 000 107"-'132 

IV 0.021"-'0.050 12,....._, 16 2.6.......3.5 86""""106 

V "'-"0.020 17 ........ 3.6"'-" ,..._, 100 ........ 85 I 

前J ;朽 J~ Jレ

耐 朽 性@ オょ 一官不可百, 白 ノマ Jレ プ
階級

(オ持携すヶ)Ic苦号事苦(96手)>
』又 率⑭i i~!虫 度@

白色度@
ヒイロタ(96ケ) (箔) � I IJ長 kりm ;l 引裂 kきm 

........3 

E ........, 3 ,......, 3 I 1:7.1........50.0 9.1"-'11.0 121 ......., 140 I 25.1"'-'30.0 

E 4"-'14 4"-'12 45. ]........47.0 7.1........ 9.0 10 レ'-'120 20.1........25.0 

IV 15"-'25 13~~231, 40 l~4505.1~7.091~10 0 10.1"'-'20.0 

V 26"-' 21"-' I 40.0........ ........ 5.0 1 ,......, 90 .......10.0 

性工力日表 2.

(注) ① 送材車式帯のこ盤(1， 050mm)により，のこ速度41. 2m/sec，の乙厚 0.9mm，のと栢 llO-12ïmm，ピ

ッチ 32mm，曲目侯宍1 25 0，歯背角 20C，あさりの出 0.5-0.7mmの歯 1 故おきステライト溶着の条件で鋸

断してひきまがりのない最大送材速度から算定した単位11 年Il\J当たりのひき函請を求める。

② ヲヲ部送風型乾燥装置(材間風速 1 m/sec 以上)において，板自，柾呂iß材(心材，生材厚さ 2ïmm) を樹

腫ごとにそれぞれ適正なスケジュールによゥて乾混するための所要日数を示すごなお.仕上がり程度は一般

家具用材を対象とする、

③ 乾燥材(含水率約 12%) を抱刃 SKH3，主軸ヨ転数 9ωr.p.m，切削円直径 170mm，切剖角 560，刃先

角 400，刃数 4 のうち行効刃数 1，切削深さ 2.0mm ， I JJ当たりの送り足 3mmの条件において切削するつ

ζ の場合のトルク値から，単位切断桓当たりの.fJj百'J去抗を求める円

④ 抱刃 SKHg ， 主軸恒同lド'1低正数 6 ， 1ロ20伽r.p.m ， 切削円富f径壬 13叫Cmm叫， tJ.川11]角 56"心九， 刃先角 40ザゐ， 合

削深さl. Omm叫，送り j述盗j皮St 2却Om/min の条件iにζお:い、て乾士埠1措i材を述続して切当別!J し，欠点率が70%に遣する切削

材長をしらべる弓

⑥ J厚さ 2.0cm，幅 110cm，長さ 37cmの板口阪，または迫挺版(合水準10-12%) を塗.(J j量 330gjm2，正

議正jJ 7-15kgjcm 2，時間 16-24hr，硬化条件 25-45 0C で接着し， ASTM D 9051ζ準ずる，ブロック

せん断接着強さを求める内 r=200ru十7 として階級倍をきめる。

⑥無処理材の心材部を送り厚さl. 02mm，刃物角 21 ç，逃げ戸1京~ 1 0，ノーズパ一位り(広平方向) 10%に

おいて切削し，裏割れ深さの単板厚さに対する割合で示す。

⑦連続して切J~IJ し穴状活での切れ味低下を考ほした切J11jjflÎの良否(けばだち，逆目 iまれ，びびりなどの程度)

を示す(工抵資料による)。

@ 厚さl. Omm，大きさ 30X:1llcm の心材単岐を乾球iilltJえ・ 140"C，湿球温皮 50-およC，風速1. Im/sec に

おいて合水E卒ao%まで吃埠したときの位保時間を求める乃 t=llrn としてきめる c

⑥ 151 tll板を金制送り，制度 130-140C C において，合水準。-5% まで乾燥し. 50枚重ねる内無負荷および

負荷(約1りgjcm2 ) 時の高さを去のようにランクし，ド;j力の狂い指数の和を求める九

示、指数 1 1~ 負荷 ( 

1~9C1 
9.1-9.5 I 

I96~100l 10.1-10.5 I 
:0.6- I 

l'百

-6.0 
岳.1-6.5

6.6-7.0 
7.1-7.5 
7.6 

負

1
2
3
4
5
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評価基準

メιJ入 板 製 正也 Mζ主Eム 装

単板切削性 61 tj{ 板乾燥性 1 接者性 塗 装 性

裏割れ(率%⑤〉 むきはだ i 乾燥f 時(m閣in③) !{百数dli⑤|一世 塗税(木制jれCI⑫11) 

..........20 良 し1 ........,3.8 2, 3 I 1. 91'"'-' I .-..... 3.0 

21..........30 やや良い 3.9 ........,5.0 4, 5 1. 4 レ.......1. 90 21 ........,27 3.1""""" 6.0 

31.-.....45 中菅 5.1'""-'6.4 6 1. 01..........1. 40 14........,20 6.1'"'-' 9.0 

46'"'-'60 6.5..-....-8.3 7 , 8 0.71........1.00 7........13 9. 1'" 12.0 

6 レ~ 悪い 8.4'"'-' 9 , 10 ........0.70 ........6 12.0.-..... 

フ。 {じ ファイバーボード製造

漂 白 ノマ /レ フ。

収 率⑮ 曲げ強さ司; 吸水率~g

漂 白 性 |色もどり⑮ ピッチ⑮

ローエ回|白色度 PC  価
樹トラプノレ ωi (kg!叫 (タ'.6)jl~ 斑点

"'-'2.5 90. 1"-' "'-'1. 0 な し 1 91 ......., ......., 10 

2.6"'-'4.0 85.1 .......,90.0 1. 1.-.....,2.0 少ない 86.......,90 401 ，...._泊。 11 .......,25 

4.1........5.0 80.1.......85.0 2.1.-.....3.0 やや多い 81..........85 301......... .:;,00 26"'-'35 

5.1"'-'�.0 75.1.........80.0 3.1 .......,4.0 多 L 、 76.-.....80 36.........45 

7. レ) .........75.0 4. 1<> 非常に多い ........../0 ,...__200 46 ......... 

⑮厚さ1. 0mm. 大きさ 30>< 30cI11の純処回心材w板 (:~ply) を塗布引: 30g/(30cm)2. 冷U: (lhr) 後熱正

接着し，そのつど，コントロールとして同一条件で接着したレッド ラワシ単板との護者力比を求める=だ

だし，ユリア樹脂:哨量斉iJIO;~L 水10部，純正 110 0C ， 1.5min，フェノール刷 JI白:充境飛10部. 7}く0........5部，

熱正 140'C ， 3min とし，試験法・~i合坂の日本位十本麗格による温冷水浸m試験、煮沸くり返し試験とするつ

⑮ 柾口試片(含水E事H5%) :ζ 日どめ，下塗りをせずニトロセルロース，クリヤーラッカーを 3 汗l塗市(平均

塗布量 4∞g/m2) し.特殊合板の u本陸林民主各!とよる平面引張り試験を行なう?

⑬板，柾目試片に日どめ 21!lI ，下塗り 1 同を行なレニトロクリヤーラッカー 2 卜 il上塗りする。乾湿くり返し

(22-23"C ・ 93-95% ・ 16hr， -20 :t 1 0C ・ 3hr ， (iO=1"C ・ 3hr) 15 サイク Jレ後，顕微鏡 (40'告)により木

口白l而誌の割れ数を測定する"

⑬ 樹じ、と辺心材境界との中央付近かるとった心付記;車:~について，耐朽性試験 (J 1 S Z 2119-1958) によ

り重量減少率を求める。階級が菌積問で34な石勘弁:ま大きい方をとる内また .111手級 I と E は杭試験の結果あ

るいは文款によって区分する。

@全活性アルカリ 16%. 硫化度 25%. 波jお 4-51 /kg. ~主解iftil.皮 17り ~C. 最高温度到達時IlU 1.5hr. 最高

iR皮 i~~持時間1. 5hr の条f~:で禁解した掛合のクラフトパJレプの収率をif;す3

⑮ 引張り強さ J 1 S P 8113，引裂き強さ J 1 S P 8116 によるつ

⑮ J 1 S P 8123 による内

@ Tappi standard T 202 os-61 による。

⑬ Gierty (Svensk Papperstidn 48. 317. 1 !cl45) の方・法によるう

⑮ p c.fòf剖定試料についてm点の多少を判定するう

⑫蒸気圧 10kg/cm~. 煮沸制度 I出OC で実験川アスプルンドを川い，1 分法ガ(.阿古1度でさらに l 分H'd解訟

後リファイナーを技用し， IHl隙 0-1).03mm. 濃度 3%で常訳解織したときの収率をi;'lj定するうフリーネス

は 22土H少羽後ラ

@ 同条件でノりレプを製造し，成型11寺 lζ絶乾ノ手ルプiと対しノ手ラフィンエマルジョン 0.6%. フェノールレジン

0.3，%を同時証人し，さらに附酸パンドを 3%添方11 してノりLプ波の pH を 4.5土 o ')に規制し，熱圧熱処理

(l500
C. 3hr) および調湿したのち J 1 S A 5~1Il 7 Iとより白げ試験を行なう。

@ 上記ボードについて J 1 S A 5H07 により脱水率をilU:足する内
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ターモナリア

キャンプノスパーマ

ナト

カロフィ Jレム

レッドラワン
(医A-1) SJlOrea lIegrosensis 

(医A-2) Shorea negrosensis 

Pteγocyrnbium 

Octol1leles 

POlnetia 

Terminalia 

Camþnosþeγmα 

Palαquium 

Cαloþhyllmn 

-也

皿

工

E 阻/1 

般

ひ

鋸断性①名

IV 

IV I n m I 
1":: }レ

IV 

I

E

E

V

E

W

 

皿

乾燥H寺間

→
イ
マ
ン
ア
マ
ム
ン
O
U

一

一
リ
ウμ
ト
りm
m一
一

E

E

m

E

E

E

W

 
H 

H
m
m
H
m

町
田

E 

鋸断能率

E

E

E

E

E

E

W

 
旧

Jレノウ白
名般

度⑥手1
白色皮⑮

IV 

1V 

引裂き

E 

51 IJ長り

E
 E 

I

I

H

-

-

E

I

 

E
E

皿
田

I
E

旧

E
 皿

1又塗II児割れ⑫|
1:重量減少率

w

m

m

m

V

E

H

 
H 

II 

E 

阻

E 

E 

IV 

IV 
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タウン
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ナトー i

カロフィ Jレム 1

レッドラワン|
(区A-l) , 

(区A-2) I 11 
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性質の評価表

賃 百: 度 的 --ｭl
 

μ
工 質

主政 能⑤

曲げ係ヤ数ン⑦グ I 曲げ強さ③ せ強ん日断さ函⑩~I かたさ@吸水性⑥ 縦圧縮強さ⑨
交錯度 (柾 (板目面〉

IV E H E E 

IV 皿 I I I 

I H lV lV 国 匝 E 

E 皿 E 皿 皿 E E 

E E 1II 皿 E E E 

E E lV lV m E lV 

V E 皿 IV m IV I¥' 

E 一 II E E I E 

V _j_ 一 III 血 IV E E 

評 町
山

，

d
a
E・ 表

メlk1 事長 製 1V乙!_;- 塗装

単 板 切 月IJ 単板乾燥tI: 接 着 性 塗装セ1:

い⑨ (ユ接せリ着んア樹断力脂⑩~I (樹ヂせz考ん -断力4⑩ ) 塗i民付着性⑪

E 田 皿 lV N 皿

V E E I I¥T I¥T E 

E E H H E E I 

IV 班 H E E IV E 

I V 町 皿 E 町 H 

E E IV E I E E 

E IV E V E E 

I E E 阻 lV 一

I I E E E 阻 一

プ イじ ファイバーボード製造

占~~.ミf 白 ,{! jレ プ

、事司号え 白 性 色もどり@ ピッフチト@ l!:{ 率⑮ 曲げ強さ@ 吸水率@

ローエ価@I 樹フ Jレ
白色度 p c {同 脂斑}，1~

IV lV III E E I E 

V I¥T V E E 国 E 

E 田 E E E E V 
、ア 皿 IV E 国 I H 

皿 皿 IV H 田 E E 

E E 1lI E V I E 

日 1II lV I E E E 

IV 国 E E E 

iw 
E 

E E H H E E 
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削では裏割れの発生はやや少なく，連続切削したときのむき:まだは中時であるつ単板の乾混時間は短く、

狂いの発生:ま中庸である「

単板の接着力はユリア樹脂，フェノーノレ樹脂ともやや小さいc ニトロクリアーラッカーを塗装するさい

の塗脹付着性，塗膜割れは中庸であり， j肘朽性はやや低いn

パルプ化における未謀白ノりレブ。の収率，白色度:立中簡でありヲ引恨り強さは大きく，引裂き強さはやや

大きい。 諜自性はやや劣っており，色もどりは中庸，ピッチトラフ'ルはややすくないつまたファイパーボ

ード製造における収率は中庸であり，油処理したボードの曲げ皆、さは大きし吸水率はややひくいc

以上のような樹種の特徴を，原木の形状，材商などの因子とあわせ考慮するととにより，その材の有効

利用に対する指針が与えられ，また加工的性質の評価表から加工時の留意点もある程度示される乙とにな

ろう。現状では，評価基準，評価表のいずれについても不備の点、が多いと思われるが，今後， 1 ないし 2

年次の試験をとおして，それらを捕ない，同時に今まで供試した全樹紐についても評伍表を作成していき

たいと考えている。
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